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会ってはいけない人




　当時の彼は男盛りの三十五歳。

　はだけたワイシャツから覗く大胸筋は滑らかで張りがあり、少し汗ばんでいる。

　隙のないビジネスヘアに整えられていた黒髪は乱れ、やや波打つ前髪の下の理知的な瞳には初めて見る蠱こ惑わく的てきな色が灯っていた。

　シーツに突き立てられたのは二本の逞たくましい腕。

　見下ろしてくる美麗な顔が苦しげにしかめられたかと思ったら、ごつごつした大きな手が私の肌を這い、胸を鷲掴んだ。

　彼と繋がることができても甘さを見出す余裕はなく、初めから強く速く攻撃的に打ちつけられて私は呻うめいた。

　そこに幸せはない。

『京きょう香かさん……』

　目を閉じている彼が私とは違う女性の名を呼んだ。

　愛しさと悔しさの混ざった声で。

　私は喘ぎながら彼の心の痛みが軽くなるよう祈り、そして同時にズルいことを考えていた。

　これがきっかけで、布ふ施せさんが私を女として見てくれたらいいな……。

　森もり尾お瑞みず希き、二十六歳。

　生まれて初めて男性を誘惑し、そして愛しい罪の証を身ごもった夜の出来事――。




＊＊＊




　携帯電話のアラーム音で目覚めた瑞希は、敷布団に身を起こしてため息をついた。

（三年過ぎたのにまだ夢に見るなんて、我ながらなんて女々しい……あ、私は正しょう真しん正しょう銘めいの女だった）

　二十九歳になった今の瑞希に恋愛している暇はない。

　母であり父親役もやらなければならないため、女らしさをつい忘れる時がある。

　肩下までの黒髪の寝ぐせを適当に撫でつけて隣の布団を見る。

　まだぐっすりと夢の中にいるのは、二歳のひとり息子、海かい翔と。

　幼児らしい丸い顔の頬はふっくらとして、さくらんぼのような唇は半開きだ。

　睫まつ毛げは長めで可愛らしく、女の子と間違えられる時もある。

　卵形のフェイスラインの瑞希は二重の目も睫毛の長さもごく普通なので、息子と似ている部分を探すのは難しい。しいて言えばちょこんと控えめな鼻だろうか。

　未婚でこの子を身ごもりその経緯に懺ざん悔げの気持ちはあっても、産んだことに一切の後悔はない。

（大切な命。どうしても産みたかった。この子に会いたかった。なにも知らない布施さんには申し訳ないけれど……）

　暑かったのか、海翔のタオルケットと毛布は畳の上に押し出されている。

　プリンのように柔らかいお腹がパジャマから出ており、それを直した瑞希は息子の頭をそっと撫でた。

（生まれた時から父親のいない子にしてごめんね。その分、ママが頑張るから許して）

　夢のせいでつい感傷に浸ってしまったが、すぐに現実に引き戻される。

「瑞希、起きてる？」

　廊下から聞こえたのは、母の声だ。

「あ、はーい」と返事をし、瑞希は急いで立ち上がった。

　身支度と洗面を済ませ、居間を通って台所へ。

　築四十年ほどの、昭和の香りのする小ぶりな二階建て住宅に住んでいる。

　一階は居間と台所、水回りの他に、海翔と寝ている和室がひとつ。

　二階は小部屋が三つ。両親それぞれの寝室と、今は家を出ている兄の部屋が物置のような状態で放置されており、そのうち片づけて海翔が大きくなったら子供部屋にしようと考えていた。

　台所では母がエプロン姿でガスコンロの前に立っている。

　百五十六センチの瑞希よりも五センチほど背が低い、小柄な母だ。

「お母さん、おはよ。のんびりしていてごめん。朝ご飯、作ってくれたの？」

「まだ味噌汁だけだよ。海翔が食べたいもの、よくわかんないから瑞希がやって」

「私もわからないんだよね。あれイヤこれイヤで、困っちゃう」

「そういう時期だからね。あんたも二歳の時はそうだったわ」

　二歳になると自我の芽生えでイヤイヤ期に突入するとは聞いていたが、はたしてその通りで対応が大変だ。

　朝ご飯を泣かせずに食べさせるのもひと苦労。

　昨日はパンとおにぎり、ふりかけご飯を並べてどれがいいかを選ばせたのに、食べ終わってからやっぱりそっちがよかったと絨じゅう毯たんに寝転がって泣かれた。

『理不尽な』と頭を抱えるくらいは許してほしい。

　それでも瑞希は海翔が可愛くて愛しくて、この子の幸せのために頑張ろうと思うのだ。

　作った朝食を居間の食卓テーブルに並べていたら、父が起きてきた。

　朝刊を手にメタボ気味のお腹をポリポリと掻いて、窓際の日焼けしたソファにどかっと座る。

「おーい、母さん、コーヒー」と張り上げた声に、母がムッとしている。

　台所との仕切りの玉暖簾のれんから顔を出し、「缶コーヒーでも飲んでよ。こっちは忙しいの」と言い返していた。

　父は五十八歳の会社員で、二歳下の母はスーパーのレジ打ちで長年家計を助けている。

　仲はいい方だと思うが、たまには口論もする。

　朝から喧嘩されてはかなわないと思った瑞希は、「私がコーヒー淹れるから」とやかんを手に取った。

　けれどもお湯を沸かしたはいいものの、今度はタタタと小さな足音が近づいてきた。

「おちた！」と舌足らずに起床を伝える息子に、自然と目が細まる。

「おはよう、海翔。ひとりで起きられて偉いね」

「うん。ママ、ゴーゴーレンジャー、見ゆ」

　海翔の着ているパジャマはゴーゴーレンジャーのプリントつきだ。

　五人組の戦隊ヒーローで、日曜日にテレビ放送されている。

　その録画を何度も見返すほど、海翔がはまっていた。

　それは男の子だからというよりは瑞希の影響かもしれない。

　子供の頃から今に至るまで、瑞希は戦隊ヒーローがオタクのレベルで大好きだ。

　同年代の女の子の友達には理解してもらえず、その話題だけは男の子と盛り上がっていた。

　そんな瑞希なので海翔と一緒に録画を見たいと思うけれど、朝は時間がない。

　コーヒー粉の瓶を片手に「じいじにお願いしてくれる？」と言ったが、「イヤ。ママがいい」と海翔にふくれっ面をされた。

「そっか。ママがいいのね。わかったよ」

　ここでママは忙しいから、などと言えば、怒って泣かれて余計に面倒なことになるのは目に見えていた。

（イヤって言えるようになったのも成長だから……）

　なるべく前向きな言葉を心の中で呟いて、海翔のために全ての作業を中断するのであった。




　時刻は八時。

「おはようございます。森尾です。よろしくお願いします」

「しましゅ！」

　海翔の預け先は自宅から徒歩七分ほどの無認可保育園。

　両親と暮らしていることがマイナスに働いて、残念ながら料金の安い認可保育園には入れなかった。

　それでもここはいい園で、海翔は先生たちが大好きだ。

　キャラクターもののエプロンを着た若い女の先生が、ニコニコと出迎えてくれる。

「海翔くん、おはよう。今日もいっぱい遊ぼうね」

「うん。こーえん行く？」

「あとで行くよ」

「ヤッター！」

　飛び上がって喜んだ海翔は、ちょっと背伸びをして靴棚に自分の靴を押し込むと中へ駆けていった。

　去年まで瑞希と離れるのが心細くて朝は必ず泣いていたというのに、逞しくなったものだ。

（バイバイもせずに行っちゃった。泣かないでいてくれるのは嬉しいけど、ちょっと寂しい）

　母である自分の方が離れがたい気分にさせられて、瑞希は苦笑する。

　先生に着替えやオムツの入ったバッグを預けて頭を下げてから、保育園をあとにした。

　それからは満員電車で六駅移動し、高層ビルの立ち並んだ東とう京きょうの中心部で下車した。

　スーツ姿の通行人が多い中、瑞希は無地のロングＴシャツにジャケット、秋色のワイドパンツという普段着である。

　出産前は瑞希もオフィススーツを着て出勤していたが、転職した今は私服通勤である。

　駅から速足で五分ほど歩いてくぐったのは、老舗ホテルの従業員出入り口。

　結婚式場や宴会、会議などで使用されるホールを備えたこのホテルが、瑞希の今の職場だ。

　とはいっても社員ではなく、派遣会社を通じてのアルバイトで、ホールでの会場セッティングや配膳サービスが主な仕事である。

　以前の職場とは職種や給料、そして待遇も、なにもかも違う環境だが、優先すべきは子育てだと思って選んだ仕事だ。

　学生アルバイトも多く登録されているので、海翔が急に熱を出しても休みをもらいやすい。

　それが利点である。

　若草色のベストにグレーの膝丈タイトスカートを合わせた制服に着替え、タイムカードを押す。

　平日の午前中に結婚式や宴会はなく、今日は昼食つきの企業の会議と『世界経済フォーラム』という講演会のような催しが予定表に書かれていた。

　指示役はホテルの正社員である蛭間だ。.

　黒服を着て髪をオールバックで固めた中肉中背の男性で、瑞希と同じ歳である。

　けれども気さくに接してくれることはない。

「森尾さんはフォーラムの会場準備担当で。昨日、小ホールで使用したテーブルスカートが乱れていたから気をつけて。君は女性のくせに雑だ」

「すみません。気をつけます」

（女性のくせにってなによ）

　顔には出さなかったが、ムッとしてしまった。

　しかもその注意を聞くべき相手は瑞希ではなく、今隣で一緒に指示を受けている鏑かぶら木ぎという女性アルバイトだろう。

　昨日の企業会議のテーブルスカートのひだを整えたのは、鏑木であったのだから。

　鏑木はそれは自分のミスだと言おうか言うまいか迷っている様子で、瑞希と蛭間に視線を往復させてオドオドしている。

　厳しい視線を瑞希に向けていた蛭間は、鏑木に対しては優しい声をかける。

「鏑木さん、わからないことがあったら遠慮なく俺に声かけてね。君は入ってまだ三か月だからさ。どんな些細な質問でもして」

（あれ？　私がこの仕事を始めてひと月経った頃に、蛭間さんに質問したら、『そんなこともわからないのか。自分の頭で考えろ』と言われたのに）

　このダブルスタンダードの理由を考えて、女性としての魅力の差に思い至る。

　鏑木は二十歳のフリーター。

　小柄でふんわりとした雰囲気が可愛らしいと同性の瑞希も思う。

　蛭間は独身で、もしかすると彼女を狙っているのかもしれない。

　子持ちのシングルマザーでアラサーの瑞希には優しくしても意味はない、ということのようだ。

（まぁ、いいか）

　多少の悔しさはあっても、抗議も反論もせず聞き流すことにした。

　ここは一時の職場で、海翔がもう少し大きくなったら正社員としての雇用先を探そうと考えている。

　それまではなるべく波風立てず、自分が我慢すればいい……そう思ったら、布施の顔を思い出してしまった。

　布施は前の職場の上司だ。

『自分に過ちがないのに謝るな。日本人の悪い癖だ。特に海外では、なめられて交渉が不利になる。新米であっても森尾は外交官に違いない。国を背負っているのだという自覚を持って、できるだけ堂々とふるまえ』

　彼にそう指導されたことがある。

（もしこの場に布施さんがいたら、叱られそう）

　それでもいいから、彼の声が聞きたくなった。

　一瞬でも、遠目でもいいから顔が見たい……そのような気持ちが湧いて、瑞希の胸が痛む。

（ダメ。なんのために、苦労して入った外務省を辞めたと思っているのよ）

　瑞希は大学でフランス文化人類学を専攻していた。

　それがよかったのか、ノンキャリアではあるが憧れの外務省の厳しい採用試験を突破したのは、七年ほど前のことである。

　国内で一年、フランスで二年の研修を積み、外交官として夢の舞台で働いていたのだが、出産のひと月前に退職した。

　布施には、子供ができたと告げていない。

　交際もしていない一夜限りの関係の彼には、言えなかった。

　堕ろしてくれと言われそうな気がしたことと罪悪感、それらが理由である。

　なによりも、あの夜は瑞希から強引に誘ったようなものだから。

（布施さんの輝く未来を、私のせいで潰したくない）

　彼の子を身ごもったとわかった時、瑞希は日本、布施は国外にいた。

　政情が不安定なアフリカのとある国で、日本の大使が車での移動中に襲撃される事件があった。

　怪我をして帰国した大使の代わりに、急遽布施が代理として着任したのだ。

　彼のようなキャリア外交官がまず目指すのは、在外公館の大使だろう。

　これは布施にとってチャンスであったが、紛争地帯の大使は敬遠されがちである。

　けれども布施は迷うことなく引き受けて、その後正式に大使に任命されたところまで、瑞希は知っていた。

　きっと彼は今も、澄み渡るアフリカの広い空の下で活躍しているはずだ。

　布施の専門もフランスで、研修期間中は指導者として、その後は上司として瑞希の面倒を見てくれた。

　けれども私的な連絡を取り合う関係ではなかったので、職場が違えばもう会う機会はない。

　海翔の存在を彼に気づかれないために、瑞希は夢の舞台を降りたのだ。

　朝のミーティングが終わり動きだす。

「あの、すみませんでした」

　鏑木に申し訳なさそうに謝られた瑞希は、並んで歩きながらフォローの言葉を探した。

「あれくらいどうってことないよ。鏑木さんは悪くないから気にしないで。蛭間さん、なぜか私に冷たいんだよね。実害があるわけじゃないし、気にしないけど」

　明るく笑ってみせたら、鏑木が感かん嘆たんの息を漏らした。

「森尾さんの強さに憧れます。私は厳しくされたらすぐ泣いちゃうし、辞めたくなるし、弱いなぁと自分でも思うんです。森尾さんみたいになれるよう頑張ります！」

「私は大した人間じゃないよ。でも、ありがとう」

（妊娠期間中、何度も陰で泣いた。心細くて。布施さんに全て話して頼りたいという弱さを押し込めるのが大変だった。私は決して強くない。でも、母親として強くならなければと思ってる）

　瑞希は無理して口角を上げた。

　なるべく気持ちを明るく保とうとする。

『前向きか後ろ向きか、同じ道でも自分の心の在り方次第で、その険しさは変わるものだ』

　これも布施にもらったアドバイス。

　彼は厳しい上司だったが、もらった助言や叱しっ責せきの言葉は、今でも瑞希の歩みを助けてくれていた。

　会場は二階の中ホール。

　数人の従業員と一緒にバックヤードからホールに出た瑞希は、忙しく動き始める。

　図面に従って、机と椅子、演台にマイク、スクリーンなどを設置していく。

　途中で主催の責任者だという、スーツ姿の中年男性客が入ってきて、ノートパソコンとプロジェクターを起動させていた。

　スクリーンに映写されたのは、『第三十一回世界経済フォーラム』の文字。

（こういうのって興味をそそられる。世界とは広域すぎるから、きっとその回によってスポットを当てる地域を絞るよね。もしくは金融、輸出入、産業などのテーマを設けるのか。参加してみたいな）

　うっかり足を止めてしまい、ハッとする。

　開始は四十分後。

　あと十分ほどすれば受付けが始まる。

　急がなければ。

　受付けテーブルがまだ用意されていなかったが、他の従業員も忙しそうなので、瑞希は重たい長テーブルをひとりで抱えた。

　両開きのドアを背中で押し開けるようにして、ホールの外へ出ると、誰かの手が長テーブルにかかった。

　手を貸そうとしてくれたのだろう。

　従業員の制服ではなくネイビースーツを着た腕なので、フォーラムの客だと予想する。

　その腕をたどって視線を上げつつ、客に手伝わせるわけにいかないと、瑞希は断ろうとした。

「ありがとうございます。私は大丈夫ですので、お客様は――」

　その直後に心臓が止まりそうなほどに驚いて、目を見開いた。

　相手の男性も同じような顔をしていたが、瑞希より早く回復し、アーモンド形の力のある黒い目が細められた。

　会いたくても、会ってはいけない人……布施潤じゅん一いちである。

　少し日に焼けただろうか、瑞希の記憶にある三年ほど前の彼より肌が浅黒い。

　精せい悍かんで美麗な顔立ちや、均整の取れた百八十センチ越えの体たい躯く、三つ揃えのスーツを誰より着こなす完璧な容姿はそのままで、年齢と経験を重ねた分の貫禄や自信のような頼もしさが加わったように感じる。

「森尾、久しぶり。ここで働いているのか」

「は、はい」

（動揺しては駄目。普通に話さないと、おかしいと思われる）

　鼓動は最高速度に達し苦しくてめまいがしそうだが、平静を装おうと努力する。

　受付け用の長テーブルの脚を広げてドアの横に設置しつつ、布施に作り笑顔を向けた。

「布施さんにご挨拶せずに辞めたこと、ずっと心に引っかかっていたんです。今、言わせてください。在職中はお世話になりました。あんなにご指導くださったのに、リタイアして申し訳ありません」

　軽く頭を下げ、それから退職理由を尋ねられないようすぐに話題をずらす。

「布施さんは一時帰国ですか？」

「いや、正式に日本に呼び戻された。つい昨日の話だ。今日は休日調整でオフ日なんだ。知り合いに誘われて、このフォーラムに参加した」

　外務省に勤務していた時、瑞希も休日は自費で講演を聞きにいったりセミナーを受講したりしていた。

　通勤電車の中でも仕事に関わりのありそうな本を読み、語学の勉強をして、自己研けん鑽さんに努めていた日々を思い出す。

　それが当たり前の空気が外務省の職員間には流れており、大使を務めるほどの階級まで上がった布施であっても日々学ぶことを疎かにしていないようだ。

（こういう会話も、すでに懐かしいものになってしまった。最近の私は勉強していない。あ、リタイアしたから、もうしなくていいのか）

　少し寂しい気分にさせられつつも、布施との会話に緊張は続いている。

「呼び戻されたとは、大使を交代ですか？」

「情勢が悪化して、職員の安全のためにしばらく大使館を閉鎖することになったんだ。おそらく俺はこのまま日本に二、三年いて、その後はまた古巣のフランスだろう。短い任期だったな」

「そうだったんですか。よかったとは言えませんが、紛争地帯からの撤退に私はホッとします。それに布施さんのやりたい仕事は、フランスにあるんですもの」

　フランスとの貿易を円滑にするための外交努力が、彼の専門であった。

　うまく話題を布施のことだけに変えられたと瑞希はほんの少し気を緩めかける。

　しかし、「森尾は？」と問われてしまった。

「昨日、本庁に顔を出して森尾がいないことを知った。一身上の都合での退職と聞いたから、他にもっとやりたいことが見つかったのだと思っていたんだが……」

　布施の視線が、瑞希の運んだ長テーブルや制服に向けられる。

「サービス業とは意外だった。ああ、否定しているつもりはない。なくてはならない立派な仕事だ。だが、ホテル業界に森尾が興味を持つとは思えなくて疑問に感じている」

　真顔になった布施の目が真意を問いただすように細められ、瑞希の背に冷や汗が流れた。

　彼がこういう顔をする時、小手先の言い訳が通用しない展開になるのは、経験から知っている。

　本当のことを白状するまで、彼は決して逃してくれない。

（でも、言うわけにいかない）

「ヘッドハンティングされて、転職しようと思ったのか？」

「い、いえ、違います」

「だったらなぜ。他にやりたいことを見つけたからではなく、外務省を辞めなければならない事情ができたのか？」

　ギクリとして心臓が縮み上がった。

　海翔の存在を気づかれてはいけないと焦るのに、動揺から思考がうまく回らず口をついて出たのはそのことであった。

「子供が小さいと、風邪などで休まないといけない日も多いんです。シフト制で休みの融通が利く職場がいいと思ったので……」

（あっ、しまった！）

　瑞希は青ざめ、思わず片足を引いた。

　布施は再び目を見開き、驚きを顔に表している。

　無言の間が数秒続き、息が詰まりそうな緊張に瑞希が襲われていたら、布施が下唇を噛んだ。

　その後には表情を緩めてくれる。

「結婚したのか。おめでとう。元上司として、なにかお祝いを――」

　布施の右手がスーツの襟元に差し入れられた。

　彼は携帯電話をいつも内ポケットに入れている。

　後日改めてご祝儀を渡したいから連絡先を教えてくれと言われそうで、瑞希は慌てた。

（在職中も私的な連絡先を交換していなかったけど、念のために電話番号とメールアドレスを変えたのに。完全に布施さんとの縁を切らなければと思って）

　聞かれるわけにいかないと、瑞希はドアノブに手をかけた。

「すみません、私、急いでます。会場準備をしないと。お祝いは言葉だけで充分ですから。ありがとうございます。布施さんのご活躍を陰ながら祈っていますので。それでは失礼します」

　三年ほど前まで仕事上で深く関わっていた間柄にしては、いささか素っ気ない対応であっただろうか。

　早口で会話を切り上げた瑞希は、彼の反応を確かめずにホール内に逃げ込んだ。

（心臓、壊れるかと思った）

　まさか再会するなんて、という心境だ。

　今朝の官能的な夢が脳裏に蘇り、罪悪感がまた押し寄せる。

（布施さん、ごめんなさい。ズルいことをしたと反省しています。海翔は愛情をたっぷり注いで幸せに育てますので、どうか許して）

　ドア前に佇んで乱れた鼓動と気持ちを立て直そうとしていたのは、ほんの十数秒だ。

　それなのに蛭間に目ざとく見つけられ、注意されてしまった。

「みんなが忙しく働いているというのに、なにをさぼっているんだ」

「すみません」

　謝ってからすぐにバックヤードに繋がる別の扉の方へ歩きだす。

　会場内の机や椅子は整っているため、演台用の水差しとコップを取りに行こうと思ったのだ。

　けれども蛭間が後ろからついてきて、まだブツブツと文句を言ってくる。

「君はこの仕事をなめているんだろ。有名大学卒で外務省に勤めていたと聞いたぞ。腹の中では俺たちを見下しているんじゃないのか？」

（そんなこと、少しも思ってないのに）

　聞こえないふりをして歩き続けながら、瑞希は納得もしていた。

　瑞希が自分から出身大学や前職について人に話したことはない。

　決して自慢にはならず、逆に偉そうにと反感を買ってしまうことをわかっているからだ。

　それでも履歴書に記入した経歴が、こうやって広まってしまう。

　働き口があることに感謝して真面目に一生懸命働いているつもりでも、蛭間のように敵意を向けてくる人もいるようだ。

（私への風当たりが強いのってそれが理由だったんだ。嫌だな、こういうの。でも、辞めるわけにいかない）

　思い浮かべたのは、愛しい海翔の顔だ。

　息子のためならどんなことでも耐えられる。

　無理に口角を上げ、強くならなければと前を見据えた瑞希であった。




　翌日。外遊びを楽しめそうな秋晴れなのに、海翔は朝から不機嫌だ。

　パジャマを脱がせようとしている瑞希の手を弾いて、イヤイヤと顔を横に振る。

「行かない。保育園、イヤ！」

「行きたくないの？　今日もきっと公園に連れていってもらえるよ？」

「行かない！」

「どうして嫌なの？」

　二歳の海翔はまだ、その理由をうまく言葉にできない。

　半べそをかいて、拒否を繰り返すのみである。

　ここ最近は楽しそうに通園していたのに、と困りつつ、瑞希は頭の中で理由を探した。

（あ、そういえば）

　先週の保育園の連絡帳に、こんなことが書かれていた。

　その日はお絵かき遊びの日で、海翔が描いている絵に三歳クラスの子が『下手くそ』と言ってしまって海翔が泣いたそうだ。

　二歳と三歳の成長差は大きい。

　まだ丸に手足が生えただけの聞かなければなにものかわからない絵しか海翔は描けないので、三歳児から見たら下手に違いない。

　先生がフォローしてくれても、傷ついた海翔は『お絵かきしない』と途中でクレヨンを投げてしまったらしい。

　遊びのスケジュールは大まかに決まっている。

　きっと昨日、『明日はお絵かき遊びだよ』と先生に言われたのだろう。

（二歳で明日の予定をしっかり覚えているなんて、うちの子天才!?）

　親馬鹿だと言われそうだが、瑞希は喜んだ。

　ふくれっ面の海翔をぎゅっと抱きしめてから、つぶらな瞳を見つめて言った。

「海翔、お絵かきっていうのはね、上手い下手じゃない。魂を込めて描いた絵が、キラキラ輝くんだよ」

「たまちい？」

「ゴーゴーレンジャーのレッドが、いつも言ってるよね。『魂を込めたこの一撃を、邪悪なお前はかわせない』って」

　大好きな戦隊ヒーローの主役、レッドのキメ台詞を拝借し、瑞希は息子を説得する。

「海翔の熱い魂を画用紙にぶつけておいで。こうやっていろんな色を塗りたくって、嫌だと思う心も、邪悪連合の敵も倒しておいで。海翔は森尾レンジャーのレッドだよ！」

　立ち上がった瑞希が力強くクレヨンでお絵かきをする仕草を見せていると、海翔の顔がパッと輝いた。

　飛び跳ねて剣を振るう真似をし、「お絵かきしゅる！　やっちゅける！」と急にやる気になる。

　すると台所から母が出てきて、片手のお玉を突き上げた。

「ばあばも戦う。今日は感謝デーだから混むのよ。レジ打ち、しんどいけど負けないわ」

　つられたようにソファで新聞を広げていた父も立ち上がり、メタボなお腹を突き出すように胸を張った。

「海翔、じいじは会社で中間管理職という役目をしているんだぞ。上司と部下の板挟みの厳しい仕事だ。企業戦士のじいじも戦ってくるぞ」

「うん！」

　ヒーローごっこが始まった気分で海翔は楽しそうだ。

　居間を駆け回ってテンションは最高潮。

　海翔が喜べば、瑞希も笑顔になれる。

「よーし、ママも戦ってくる。オールバックの黒服星人の嫌味を華麗に聞き流してみせる！」

　広くはない居間の中央に家族を招集した瑞希は、みんなに片手を出させて重ね合わせた。

　ゴーゴーレンジャーの真似をして、号令をかける。

「世界は私たちが守る。スーパー戦隊・森尾レンジャー、出動！」

「オー！」という四人の大声が重なり笑った。

　その後は各々、あわただしく朝の支度に戻る。

　瑞希は海翔を着替えさせつつ、ホッとしていた。

（この家で海翔を育てられてよかった）

　両親に妊娠を告げたのは、中絶不可能な時期に入ってからのことだ。

　妊娠だけでも驚かせてしまったのに、シングルマザーとして産んで育てると言ったから、仰天ものである。

　加えて子供の父親の名を尋ねられても答えず、ただ頭を下げて頼み込んだ。

『この家で生活させてください。生まれるこの子に寂しい思いをさせたくないの。生活費はもちろん払うから、どうかこの子の家族になってください』

　母子ふたりでの生活も考えたが、それだとどうしても子供に与えてあげられないものがある。

　それは家族の賑やかさと温もりだ。

『そんな勝手な頼みは聞けないぞ。誰の子供か言え！』と父に怒鳴られ、母には泣かれた。

　それでも瑞希は布施の名を口にせず、膨らんだお腹をかばいながら土下座して、『ここで生活させてください』と必死に頼んだのだ。

　そのやり取りを仕事帰りに一週間続け、ついに両親が折れてくれた。

　娘のわがままを聞いて、子育てを助けてくれる両親には頭が上がらない。

（お父さん、お母さん、海翔の家族になってくれてありがとう）

　朝日に照らされる温かな居間で、瑞希は今朝も感謝するのであった。




　時刻は十二時を回り、海翔を保育園に預けた瑞希は今日の勤務を開始している。

　これから、とある企業の昼食つき懇親会が催される。

　会場の小ホールの扉は開かれ、受付けが始まっていた。

　瑞希の持ち場は小ホールの横にあるクロークだ。

　来場者の荷物を預かるのが主な業務だが、今日は暖かく天気もいいので、コートや傘を預ける人が少なく暇である。

　ホールに流れ込むスーツ姿の客たちを眺めつつ、海翔は今頃給食を食べているだろうかとぼんやり考えていたら、蛭間が不機嫌顔で現れた。

　カウンター越しに瑞希に意地悪な指示をする。

「だらけた顔をして暇そうだな。それならバックヤードに届いている弁当の個数を数えてくるんだ」

「二十分前にチェックしました。七十五個、確かにあります。配膳は懇親会が始まって三十分後ですよね？」

「もう一度、数えてこい。君の仕事は信用ならない」

（それなら、人を替えてのダブルチェックの方が意味があるでしょう。この仕事を始めて問題を起こしたことは一度もないのに、信用ならないってひどい）

　暇なクロークは蛭間と鏑木が入るという。

（なんだ、鏑木さんとふたりきりになりたかったのか）

　蛭間の魂こん胆たんに内心呆れつつも、瑞希は「わかりました」とカウンターから出た。

　呼ばれた鏑木が、走ってはいけないという決まりを忘れてパタパタと駆けてきた。

「急がなくていいんだよ」と言う蛭間の声は優しい。

　心の中でため息をついた瑞希が、ふたりと入れ替わりにバックヤードに戻ろうとしたら、クロークに客がやってきた。

　お洒落なカラーワイシャツにトルコ石のポーラータイをつけた初老の紳士で、瞳の色は青。

　その客がカウンター内の蛭間に対し、英語で話しかけた。

　そのまま数歩、前に進んだ瑞希だが、蛭間の困ったような対応の声に気づいて足を止めた。

「プリーズ、ワンモア……。聞き取れない。どうしよう。鏑木さん、英語は？」

「私はまったく話せないです。ごめんなさい」

「あの、お客様、私は英語に不慣れなものでして、申し訳ございませんがフロントの者を呼びますので少々お待ちを……伝わってないよな」

　蛭間が片手をカウンター上の電話機にかけた。

　英語が堪能なフロント従業員に助けを求めるつもりのようだが、それでもこの客との会話は難しいのではないだろうか。

　瑞希の耳には、あまりにもたどたどしい英語に聞こえるからだ。

（英語が苦手な、このお客さんの出身は……）

　そのイントネーションには覚えがある。

　フランス語に似た抑揚がついているので、彼の母国はフランス語圏にあると推測した。

（ここで私がしゃしゃり出たら、さらに蛭間さんに嫌われそうだけど）

　学歴や前職を鼻にかける女だと非難されそうで気が進まないが、困っている外国人客を見過ごすわけにいかない。

　クローク前に引き返した瑞希は、お手伝いが必要ですかと英語とフランス語の両方で問いかけた。

　すると初老の客がホッとしたように頬を緩め、早口のフランス語で話しだす。

　それによると、彼は懇親会の来客ではなくホテルの宿泊客らしい。

　これから妻と食事に出かける予定でレストランを予約しているのに、ちょっと売店へと言って財布だけを持って部屋を出た妻が戻らないそうだ。

　捜しに行ったが売店に妻の姿はなく、部屋がわからなくなって館内をうろうろしているかもしれないから館内放送をフランス語でかけてほしい、という要望であった。

　瑞希はそれを訳して蛭間に伝える。

　蛭間はフロントに内線電話をかけて許可を取り、その後に瑞希が廊下とロビーのみにフランス語で館内放送を流した。

　すると、ほんの二、三分で捜していた妻が現れ、夫妻は笑顔でお礼を言い去っていった。

　無事に解決したので、瑞希はバックヤードへ繋がるドアへと爪先を向ける。

　先ほど蛭間に命じられた、お弁当の個数の再確認という嫌がらせ業務をするために。

　けれども、カウンターから出てきた蛭間に呼び止められた。

「森尾さん、待って」

「はい？」

　蛭間は目を左右に動かし口をつぐむ。

　なにか言いたそうで言いにくそうな顔……いや、ばつが悪そうな、といった方がいいだろうか。

「私はお弁当を数え直すんですよね？　戻っていいでしょうか」

　淡々と問いかけたら、彼が慌てたように口を開いた。

「いや、それはやらなくていい。厨房とこっちとでマニュアル通りの二回確認は済んでいる。間違いはないと思うから……」

「そうですか」

　余計な指示だったと暗に認めて訂正した理由はなんだろうと、瑞希は目を瞬かせた。

　すると蛭間が瑞希を直視しないまま、「ありがとう。助かったよ」と小声でお礼を言った。

「フランス語はさっぱりわからない。英語も正直、話せるとは言えないから、森尾さんがいてくれてよかった。外交官は、語学が堪能で優秀な人しかなれないんだろうね。森尾さんのことはすごいと思ってるよ。ここでの仕事もすぐに覚えてくれて、正確だし……」

　まさかそんなことを言われると思っていなかったので、瑞希は戸惑った。

　学歴と前職が嫌われる原因であったというのに、褒められておかしな気分だ。

「私はノンキャリアで、まだ新米のうちにリタイアしたんです。大した人間ではないので――」

　謙遜しようとしたら、クローク内から飛び出してきた鏑木に手を握られた。

　普段は大人しくもじもじと可愛らしい彼女が、興奮気味に言う。

「森尾さん、外交官だったんですか？　世界を飛び回る仕事ですよね。すごい、かっこいいです！」

「あ、ありがとう。でも今は違うから――」

「なんで辞めちゃったんですか？　周りにハイスペックな男性がいっぱいいそうなのに、もったいない。私なら玉の輿に乗れる結婚相手を見つけてから辞めます」

（あれ？　鏑木さんって、実は結構、肉食系……？）

　ハイスペックな男性という言葉に、布施の顔が浮かんだ。

　恋愛や結婚をするために外交官になったわけではないが、結果として瑞希は布施に恋をした。

　自分の気持ちに気づいた時、布施には婚約者がいたので、叶わぬ恋だとわかっていても密かに想いを募らせていたのだ。

　彼に片思いをしていた当時の気持ちに戻されそうになり、瑞希は鏑木から離した手を握りしめた。

　そして無理して口角を上げる。

「鏑木さん、私はシングルマザーなんだよ。知らなかった？　母親業に忙しいから出会いはいらないんだ。それでは蛭間さん、私はバックヤードに戻りますね。お茶が足りなくなった時に備えて、ポットをもう一台、用意しておきます」

「あ、はい。すみませんがよろしくお願いします」

　蛭間に敬語で返され、鏑木には「森尾さん、かっこいい」とキラキラした目を向けられて、踵を返した瑞希はため息を漏らした。

（なんか変な空気になってしまった。人間関係が一番難しいかも）

　交渉事を円滑に進めるために、外交官は高いコミュニケーション能力も求められる。

　職場の上司に恋愛感情を抱いて失敗しただけでなく、そういう面でも向いていなかったのだと、瑞希は冷静に自己分析するのであった。




　夕暮れ時。仕事を終えた瑞希は電車を降りたあと、保育園に向かう。

　街路樹が色づくのはまだこれからだが、茜色の日を浴びるイチョウの葉に、どことなくノスタルジックな秋の趣を感じた。

　美しい住宅街の景色でも見惚れている暇はなく、海翔が待っていると思えば自然と足早になる。

（今朝、お絵かきを嫌がっていたから心配……）

　保育園までもう少しというところで、携帯電話が震えた。

　ポケットから取り出すと、ＳＮＳアプリがメッセージを受信した通知であった。

「真ま野のちゃんだ……」

　真野美み穂ほは外務省に同期で入った外交官。

　年齢も同じで、一緒に受けた国内研修で親しくなり、今でも真野とだけは交流が続いている。

　とはいっても、瑞希が妊娠してからは食事やショッピングに出かけることはなく、たまに近況報告をするくらいの関係だが。

　道の端に避けて足を止め、トーク画面を開くと、【布施さんが帰国したんだよ。しばらくこっちにいるみたい】と書かれていた。

　友人である真野も、海翔の父親が布施である事実を知らない。

　布施に片思いしていたことさえも、瑞希は誰にも話さなかった。

　真野に心を開いていないわけではなく、以前からである。

　気恥ずかしさに加え、そんなキャラじゃないと友人たちに思われていそうな気がするからだ。

　学生の頃の瑞希は、ややお調子者のムードメーカー。

　大人になって過度にふざけることはなくなったが、面白い話を仕入れてきたら、笑ってもらおうと周囲の人に話しかけていた。

　真野を含めた前職場の人たちはきっと、瑞希が恋愛に夢中になるタイプだとは思っていなかっただろう。

（真野ちゃんはなにも気づいていない。このメッセージに深い意味はないよね）

　真野の担当エリアは中国で、布施との関わりはほとんどない。

　人事の掲示で布施の帰国を知り、教えてくれただけだと思われた。

【知ってるよ】と書いたが、思い直して消し、【そうなんだ。予想より早い帰国だったね。危険地域から戻れてよかったね】と送った。

　既読マークはつかない。

　真野は今の時期きっと忙しい。

　臨時国会が開催中で、中国とのとある外交問題が議題に上がっているようなので、外務大臣のための答弁書の作成に連日追われていることだろう。

　瑞希の返信に、さらに返事が来るかどうかはわからない。

（私も出産前までは忙しかったな。徹夜した日もあった。子育てとアルバイトでバタバタしていても、今の方が時間と心に余裕が持てる。海翔の母親としてその方がいいと思っているのに、どうしてだろう。真野ちゃんが、少し羨ましい）

　気持ちが不安定に揺れだすのを感じて瑞希は携帯電話をしまうと、前だけを見て歩きだした。

　すぐに見えてきた保育園の小さな園庭に、海翔の姿はない。

　お迎えの時、園庭で走り回っていることが多いのに。

（やっぱりお絵かきが嫌で、今日は一日メソメソしていたのかな）

　心配になって急いで玄関をくぐり、「森尾です」と室内に向けて声をかけた。

　するとウサギ柄のエプロンを着た先生が応対に出てきてくれる。

　先週のお絵かきで他児から『下手くそ』と言われ、海翔が泣いてしまったことを教えてくれた先生だ。

　なぜかウフフと意味ありげに笑っている先生が、プレイルームに繋がる室内ドアの前で立ち止まり、瑞希を手招きする。

「なにかありました……？」

「ええ。海翔くんのお母さんに、見てもらおうと思いまして」

　首を傾げつつ、瑞希は靴を脱いで上がった。

　先生に言われるがまま、半開きの室内ドアからプレイルームを覗くと、海翔が一心不乱にお絵かきをしていた。

　周囲の床や机に、鮮やかな色が塗られた画用紙が何十枚も散らばっている。

「あの絵、全部、海翔が!?」

「そうなんです。海翔くん、先週は泣いちゃったのに、今日は午後からずっとこんな調子で。どうしちゃったんでしょう。画家の魂が降臨したのかって、私たちは話していたんですよ」

　今朝、登園を拒否した海翔をレンジャーごっこのノリで励ました話は、時間がなくて連絡帳に書けなかった。

　それで今、先生に伝えたら、笑って納得してくれた。

「そういえば、『やっちゅける』とか『たまちいをこねりゅ』とか言ってましたね。お母さん、さすがです。海翔くんがお絵かき好きになってくれて嬉しいです」

「ちょっと極端ですけどね……」

　首をすくめて苦笑いした瑞希は、視線を海翔に戻した。

　短くなった赤いクレヨンを小さな手で握りしめ、真剣な目をした海翔が画用紙にグルグルと円を描いている。

　お迎えにも気づかない集中力に、瑞希は驚き感心していた。

（二歳でこの集中力。ただものじゃない予感。布施さんに似たのかな）

　海翔の顔のパーツは、瑞希より布施に似ていると思っていた。

　今は可愛らしいが、将来的に美男子になりそうな整った目鼻立ちをしている。

　イヤイヤ期に突入した二歳児では、クールな布施と性格が似ているとは思えなかったが、集中力も布施譲りかもしれない。

　外交上の問題発生で省内に緊張が走った時、問題解決に向けての道筋を作っていた布施が怖いくらいの集中力を発揮していたのを思い出す。

　海翔と布施が重なって見えて、瑞希の目が潤みそうになった。

（布施さんの子だ。間違いなく、たった一度のあの夜に授かった命……）

　ズキンと胸が後悔に痛む。

（傷心の布施さんを慰めたいなんて、建て前の動機かも。私を女として見てほしいと、勝手な気持ちで誘ってしまった。ズルいよね）
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　三年ほど前――。

　霞かすみが関せきにある外務本省から徒歩圏内のカフェで、瑞希はランチを楽しんでいた。

「んー、美味しい！」

　かぶりついているのはエビとアボカドのサンドイッチ。

　スープとサラダ、デザートつきのややお高めランチセットである。

　ふたり掛け席の向かいは、真野だ。

　真野はオマールエビのパスタとアイスティーで、時間が合えばこうしてふたりでランチに出かけていた。

　洒落た店内は、圧倒的に女性客が多い。

　入店時に見回したところ、顔見知りはいなかったので気を抜いてお喋りを楽しめる。

　ランチに使われているエビの生産国について話をしていたふたりだが、真野が急に「そうだ」と話題を変えた。

「私も今日、聞いたよ。布施さんの噂」

　片思い中の上司、布施の名を出されて、瑞希の鼓動が跳ねた。

　けれどもなに食わぬ顔で食事を続けつつ、「噂って？」と返した。

（どこぞの美人さんが布施さんを狙っているんじゃないか、という話なら聞き飽きたよ。布施さんは硬派なイメージなのに、不思議と女性との噂話が持ち上がるんだよね。国内外、問わず。婚約してからは減ったと思うけど）

　布施が婚約した話が省内に広まったのは、三か月ほど前のこと。

　相手の女性は、文科省の豊とよ島しま事務次官の娘、京香。

　瑞希は見かけたことはない女性だが、才色兼備で生粋のお嬢様だという。

　とても太刀打ちできる相手ではなく、布施への想いは胸に閉じ込めたまま。

　いや、たとえ布施に婚約者がいなくても、瑞希が告白することはないだろう。

　彼には部下としか見られていないのは百も承知で、想いを告げてしまったらふられたあとに気まずくなって仕事がやりにくくなるだけである。

　なにか問題が起きても布施がいれば大丈夫という安心感。これまで布施には何度も助けられてきた。

　上司としての厳しさも含めて頼もしい彼に片思いをすること四年ほど、彼が結婚しても、それは胸に秘めたままでいいと瑞希は思っていた。

　ところが、真野の口から飛び出した話に驚くことになる。

「婚約解消したんだってね。された、といった方がいいのか。瑞希の直属の上司だもの、知ってるでしょ？」

「し、知らない……」

「そうなの？　ああ、そうか。布施さんのいる部署だからこそ、周囲は気を使って話さないようにしていたのかな。先週のことらしいよ」

　真野は布施と関わりが薄いからか、他人事として淡々と教えてくれる。

　それによると、総理大臣も務めた鴻こうの池いけという大物政治家の孫息子で、昨年衆議院議員に初当選した青年が京香に結婚を申し込んだらしい。

　布施は優秀なキャリア外交官だが、天秤にかけて考えて鴻池の方が結婚のメリットがあると思われたのかもしれない。

　京香の父である豊島事務次官から、婚約解消を言い渡されたという話であった。

　瑞希はショックを受けて無言になる。

（そんなの、布施さんが可哀想……）

　どんなに傷ついていることだろうと心配したが、その直後に疑問に変わる。

「真野ちゃん、私、午前中も布施さんと打ち合わせしてたんだけど、なにも変わった様子はなかったよ。いつも通り厳しくて、いつも通りたくさん助けてもらった」

「うん。プライベートと仕事、はっきり分けているからじゃないかな。もしくは婚約者にそれほど惚れていなかったか。政略結婚的な匂いがしてたよね。そうだったとしても、婚約の話は半ば周知されていたようなものだからプライドは傷つくでしょ。みんなからの評価が高い男性ほどね。それで――」

　そこからの真野の話は耳に入らなかった。

　ランチの続きを食べる気にもなれず、瑞希は布施の心境を想像する。

（真野ちゃんの言うように、傷ついているのはプライドで失恋の痛手はない？　わからない。仕事ぶりは変わらないから……あれ？　そんなこともないかも）

　先週からの彼との関わりを振り返って、気づいたことがあった。

　フランス大使館からの連絡を受けて布施に電話を代わろうとしたのだが、三回呼びかけても気づかなかった時があった。

　いつも一寸の乱れもないビジネスヘアなのに、寝ぐせが見られた時も。

　今日の打ち合わせでは、布施の発言時に微かにアルコールの匂いがして驚いていたら、『悪い、昨夜飲みすぎたんだ』と急いでマスクをしていた。

　それも初めてのことである。

　仕事ぶりは完璧以上であっても、本当は深く傷ついているのではないだろうか。

（勝手な推測に過ぎないけど、心配になってきた）

「ごめん、私、先に戻るね。真野ちゃんはゆっくり食べて」

「どうしたの？」

「急ぎの仕事、思い出したの」

　瑞希はランチ代をテーブルに置いて、カフェを走り出た。

（そういえば最近の布施さん、昼休憩にも入っていない。今はそこまで忙しい時期じゃないのに）

　自分のデスクに戻ると、通路を挟んだ斜め後ろの席に布施はいた。

　やはり今日も休憩をとっていない様子で、パソコンに向かい、黙々と書類作成を続けている。

　スッキリと片づいた机上にある飲食物は、ブラックコーヒーの缶のみだ。

　瑞希は「戻りました」と彼に声をかけ、コンビニのサンドイッチを渡す。

　途中で思い立って買ってきたのだ。

　カフェのテイクアウト用のものにすればよかったと思いながら。

「食べてください」と作り笑顔を向けると、布施の眉間にわずかに皺しわが寄った。

（余計なお世話だったかな。噂を聞いたことに気づかれたかも。かえって傷つけてしまった？）

　浅はかな気遣いだったかと後悔しかけたが、布施は「ありがとう」と受け取ってくれた。

「まだ早いだろ。どこかで休んどけ」

　淡白にそう言って、サンドイッチは机上の端に置かれる。

　視線はすでにパソコンの画面に戻されていた。

（元気がないように感じるのは、心配している私の心のせいなのか）

　結局、布施の傷の深さは測れないままであった。




　その日の仕事終わり。

　残業になるのは、ほぼ日常である。

　二十一時近くに庁舎を出た瑞希は家路を急ぐ。

　地下鉄と電車を乗り継いでの三十分ほどの道のりだ。

　下車してからは、繁華街を通ってひとり暮らしのマンションに向かう。

　駅近で便利だと思って借りた物件だが、夜になると酔っ払いに絡まれる時があるのが難点だ。

　今日は金曜日のせいで酔客が多い。

　ギャハハと大声で話しながら向かってくる若いビジネスマン風三人組が、瑞希に気づいて声をかけてきた。

「おねーさん、一緒に飲もう。奢るよ。俺ら、一流って呼ばれる商社に勤めてんの」

　そう言われた途端に、瑞希の嫌悪感が倍増した。

　学歴、給料、会社自慢をする男性のなんと多いことか。

　本当に優秀な人はそんなアピールをしない。

　興味を持っていることや、取り組んでいること、将来的なビジョンを話した方が、その人の魅力が伝わる。布施のように。

（ナンパ目的のファーストコンタクトでそんなこと言うのも、おかしいと思うけれど）

「結構です」と彼らの脇を抜けて先を急げば、「ブスのくせにお高く留まってんな」と非難が浴びせられた。

（ひどい！　美人じゃないけどブスでもないよ。言うなれば十人並？　あ、自分で言って悲しくなってきた）

　振り向いて彼らを睨んだが、怒りは驚きに取って代わった。

　十メートルほど先の居酒屋から、布施がひとりで出てきたからだ。

　足元がおぼつかないように見える。

　布施は今日、瑞希より一時間ほど早く退勤した。

　帰宅前に飲食店に寄るのはおかしくないが、なぜこの辺りを選んだのかは疑問である。

　布施とは利用している電車の路線が違う。

　自宅からも職場からも遠いこの街の、ありふれた居酒屋でなぜ……。

（酔っている姿を知り合いに見られないようにするため？　私がこの辺に住んでいること、たぶん知らないと思うし）

　ふらつきながら駅方向へ歩く布施の背を、気づけば追っていた。

　タクシーに乗って帰ろうとしてくれるならこのまま声をかけずに見送ろうと思うが、電車移動は危ないのでやめてほしい。

　けれども、もっと悪いことに布施はバーの看板を掲げる店に入ろうとしていた。

（まだ飲むつもり!?　ふらついているのに駄目だよ。止めないと）

　布施がバーのドアに手をかけたところで、瑞希は追いついた。

　腕を掴んで、ドアから引き離す。

「森尾？」

　呼びかける声は少々呂律が回っておらず、目は潤んでぼんやりとしている。

「布施さん、飲みすぎです。タクシーを呼びますから、それに乗って帰ってください」

「放っといてくれ」

「そんなわけにいきません。酔い潰れて立てなくなりますよ」

「それはいいな。なにも考えなくていいように、酔い潰れたい……」

　布施が力なく笑った。

　頼もしい彼の、こんなに弱っている姿を見たことがなかったので、瑞希は動揺した。

（婚約解消の痛手、私が思うより深いみたい。布施さんは婚約者の京香さんのこと、愛しているんだ）

　彼に部下としてしか見られていないとわかっているのに、失恋した気分で胸が痛んだ。

　けれども自分の傷を心配している場合ではない。

　布施が再びバーのドアに手を伸ばすので、焦って腕を引っ張りふらついた体を横から抱きしめるようにして支えた。

　彼の腕を自分の肩に回しかけ、強引に歩きだす。

（タクシーに乗せても、途中下車して飲み屋に入ってしまうかもしれない。こうなったら私の家に連れていって、酔いが醒めるまで寝かせるしかない）

「森尾、どこへ行く？」

「悪いようにはしませんから、とにかくついてきてください」

（こういう台詞、下心のある悪い男性が使いそう。別に私、布施さんを襲おうなんて思ってないから）

　布施の体は重く、やっとの思いで自宅マンションに帰り着いた。

　白を基調としたシンプルモダンな十二畳のワンルームで、ベッドと椅子が二脚のテーブルセット、パソコン用デスクを置けば狭く感じる。

　脱力している長身の体をベッドに運んで横たえた。

　苦しげな呼吸をしている彼が、「悪い」と呟いた。

「少し休んだら帰るから……」

　どうやら理性は残っているらしい。

　アルコールが脳より体に効いているのは、まともに食事をしていないせいかもしれない。

　きっと瑞希が昼に渡したサンドイッチも食べていないことだろう。

　酔い潰れたいができないでいる布施が想うのは、京香のことなのか……。

　またしても胸が痛み、これ以上余計なことを考えまいとして瑞希はテキパキと動きだす。

　冷蔵庫からスポーツ飲料のペットボトルとグレープフルーツを取り出した。

　果汁を絞り、砂糖を加えたスポーツ飲料と混ぜてグラスに注ぐ。

　アルコールの分解を速めると聞いたことがあったからだ。

　それを持ってベッドサイドに戻り、布施を抱き起こして飲ませる。

　それからコートとスーツのジャケットを脱がせ、ネクタイも外した。

　布施は片腕で目元を覆い、なされるがままに仰向けに横たわっている。

　首が苦しいかもしれないと思った瑞希は、ワイシャツのボタンも外しにかかった。

　すると、手首を掴まれる。

「なにをやってる？」

　怪訝そうな声に、誤解されたのだと気づく。

「あっ、変な企みはないです。苦しそうだと思ったからボタンをふたつだけ外しました」

　焦って弁解しつつ、鼓動を高鳴らせる。

　布施はきっと、瑞希の恋心に少しも気づいていないことだろう。

「そうか」と呟き、「三十分したら起こしてくれ」と瑞希に背を向けた。

　数十秒して、スースーと寝息を立て始める。

　広い背中は、ワイシャツ越しに筋肉の盛り上がりが見てとれる。

　男性的で美しい体に、瑞希はドキドキしていた。

　ふと気づいたのは、清涼感と甘さを感じる香水の香り。

　瑞希はフローリングに座り、ベッドにもたれかかるような姿勢で布施の背中を見つめていた。

（香水、つけてたの知らなかった。こんなに接近したことがなかったもの。京香さんはこの香りに包まれたことが何度もあるんだろうな……）

　会ったことのない京香を頭の中に描き、布施に愛されているところを想像してしまう。

　その直後に、顔をしかめてしまった。

（布施さんほどの人から愛されているのに、どうして他の人に乗り換えるのよ。ひどい裏切り。私なら、絶対にそんなことはしないのに）

　嫉妬心が風船のように膨らんでいく。

　すると、久しく眠っていた女の情欲も目覚める。

（私も布施さんに愛されてみたい。もしかしてこれはチャンスかも。布施さんと体の関係を持つことができたら、女として意識してくれるかもしれない）

　布施に触れようと手を伸ばしたり引っ込めたりを数回繰り返し、十分ほど心を揺らした。

　瑞希の恋愛遍歴は貧しい。

　過去に彼氏はひとりきりで、お互い大学生だったため勉強に忙しく二か月で別れてしまった。

　そんな恋愛に不慣れな瑞希なので、布施を誘ってみようにもなかなか実行に移せない。

（やっぱり、やめておこう……）

　拒絶されたら気まずくなりそうで、怖い。

　瑞希は両手でベッドのマットレスを押し、立ち上がろうとした。

　スプリングが沈んで、布施の体が揺れる。

　眠りは浅かったのだろう。

「ん……」と目を覚ました様子の彼が寝返りを打ち、瑞希の腕を引いた。

「きゃっ！」

　倒れ込んだ瑞希は、そのまま布施に抱きしめられる。

　鼓動が一瞬にして最高速度に達し、言葉が出ない。

　驚きのあとには、この状況に喜びが湧き上がるが――。

「京香さん、行かないでくれ……」

　悲痛な布施の胸のうちを聞いてしまい、気分は急降下。

　瑞希の中に複雑な感情が入り乱れる。

（可哀想な布施さん。慰めてあげたい。早く立ち直れるよう助けてあげたい）

　布施のためにという清い思いの他に、京香への憎しみと嫉妬、そして先ほど感じたチャンスを再び意識する。

（私を女として見てくれないかな）

　布施が欲しいという気持ちを止められなかった。

　決意を固めた瑞希が、布施の腕をそっと解こうとすると、彼が目を開けた。

　至近距離で視線が交わる。

「森尾……？　ああ、そうだったな。すまない」

　布施の意思で体を離されたが、今度は瑞希が抱きしめた。

　彼の息をのむ音が耳元に聞こえる。

「京香さんの代わりにしてもいいですよ。抱いてください」

「……情けないところを見せてしまったな。気を使わせてすまない。もう大丈夫だから、帰――」

「違います！」

　瑞希は起き上がって、オフィススーツを脱ぎ捨てた。

　下着姿になり、布施の手を自分の胸に押し当てる。

　震えるほどに鼓動が高まり緊張と羞恥でおかしくなりそうな中で、目を見開いている布施を精一杯の色気を出して誘ってみた。

「布施さんが好きなので抱いてほしいと思うんです。知らなかったでしょうけど、私にもそういう欲求はあります。婚約者の代わりでもなんでもいいので、めちゃくちゃに抱いてください。布施さんは慰められて、私は満たされる。いいことしかないでしょう？」

「森尾……」

　黒曜石のような彼の瞳が、迷いに揺れていた。

「布施さん、お願いします」

　結果は……深酒と精神的疲労により、理性が負けたようだ。

　瑞希をベッドに引き込んで馬乗りになると、飢えた獣のように荒々しく唇を重ねてきた。

　アルコールの香りのするキスに、瑞希は身悶える。

　乱暴な手つきで下着を剥ぎ取られて、優しさのない愛撫をされても、恋心から喜んだ。

「京香さん……」

　その名を呼ばれると、胸がズキンと痛んだが、代わりにしてほしいと言ったのは自分である。

　布施はなにも悪くない。

　前戯もそこそこに、瑞希の中に侵入してきた布施が本能のままに動きだした。

　スプリングがギシギシと壊れそうな音を立てる。

　張りのある筋肉に覆われた背に腕を回した瑞希は、喘ぎながら繰り返し願った。

（どうか布施さんが早く立ち直れますように。その後は私のことを、少しだけでも女として意識してくれますように）




＊＊＊




　オフィスビル街近くの小綺麗な和食ダイニングは、うまい日本酒と鮮度のいい刺身が楽しめる。

　半個室のテーブル席で、布施は同期の外交官、小こ堺さかいとふたりで飲んでいた。

　小堺は中国を専門としているので所属する局が違い、業務上の関わりは薄いが、気心の知れた仲である。

　気さくでユーモアのセンスがあり、上手に手抜きができるところが羨ましい。

　入省以来、十六年ほどの付き合いになる小堺の、愛嬌ある垂れ目が布施に向けて細められた。

「日焼けしたな」

「そうか？　外を出歩く機会は少なかったんだが、緯度が低いからな」

「あっちはかなり危険だったんだろ？　聞かせてくれよ」

　守秘義務があるので、このような場所で詳細は語れず、国名や団体名も伏せてふたりは会話している。

　あっちというのは、布施が大使として就任していた、とあるアフリカの国だ。

　スッキリ辛口大吟醸の冷酒を口にしながら、布施が渋い顔で話す。

「毎日、多くの命が失われている。インフラ支援で派遣されている企業の社員は、比較的安全が保たれているが、個人ボランティアやジャーナリストは正直、どう守っていいのか……。結局、俺たちまで撤退になってしまった」

「守りたくても守れない。紛争地帯に赴任した外交官のジレンマだな。ま、今日は嫌なことを忘れて飲もう。布施の帰国祝いだ。まともな日本食も久しぶりだろ」

　局や課単位での帰国祝いはやらない。

　外交官は、日本と海外を数年ごとに異動するのが宿命だ。

　出国も帰国も日常的なことなので、祝いたければこうして親しい者だけでやる。

　小堺も布施と同じ冷酒を口にして、美しいさしの入った中トロの刺身に箸を伸ばした。

　布施は松茸のてんぷらを半分かじり、小皿に置いた。

　美味しいが気分が上がらないのは、帰国からずっと彼女の顔が頭をチラつくせいだ。

（森尾に会うのを楽しみにしていたんだが、まさか退職していたとは。情熱を持って仕事をしていたと思ったのにな。まだ二十代の森尾が、結婚を急いだ理由はなんだ？）

　無言になってしまったら、小堺が首を捻った。

「覇気がないな。まだ時差ぼけか？」

「いや……」

　少し迷ってから布施は、解答への手がかりを探して瑞希の名を出した。

「なぁ、退職した森尾のことを覚えているか？」

「ああ、森尾ちゃんね。覚えてるよ。結構、話す間柄だったからな」

　局が違うのになぜかという視線を向ければ、小堺が瑞希との思い出話を始める。

　庁舎内の食堂で、たまたま隣の席に座った時に、戦隊ヒーローの話で盛り上がったそうだ。

　それからというもの、顔を合わせるたびに、その話題を振ってくる。

　小堺が戦隊ヒーローにはまっていたのは小学生の時までで、最新のものはわからないが、瑞希が目を輝かせるから、つい話を合わせてしまったようだ。

　布施が形のいい眉を上げた。

「森尾は戦隊ヒーローが好きなのか？」

「好きのレベルじゃない。あれはマニアだね。シリーズ全部見ているそうだ。なんで知らないんだよ。俺よりお前の方が、遥かに関わりが深いだろ」

「子供の頃は俺もテレビ放送を見ていたぞ。過去のものなら話ができる。なぜ森尾は、俺には話さないんだ……」

（悔しい……）

　それが本音である。

　思わず眉間に皺を刻んだら、小堺が吹き出した。

「嫉妬かよ。可愛がっていた部下が、実は自分に懐いていなかったと知って、今さらショックを受けてんのか？」

　そんなことはないと言い返そうとしたが、できずに目を逸らしグラスをあおる。

（酔い潰れた俺を介抱してくれたのは三年前だったな。あの時、森尾に好きだと言われた記憶があるんだが、現実ではないのか？　自信がなくなってきた）

　あの頃、布施には婚約者がいた。

　上司の紹介で出会い、交際期間は一年ほど。

　京香は全てにおいて非の打ち所のない完璧な女性であったと、布施は思い返す。

　京香を好きだった、はずだった。

　婚約解消を告げられた時、激しく傷ついたのは確かだ。

　だからこそ婚約解消から半月ほどで舞い込んできた代理大使の話に食いつき、気持ちを切り替えるよい機会にしたのだが、不思議なことにその後に思い出すのは瑞希の顔の方が多かった。

　入省時から指導役として瑞希を鍛え、彼女は一生懸命に応えて成長している途中であった。

　時には厳しいことも言ったが、めげずに笑顔で乗り越えてくれた可愛い部下だ。

　その他の感情はなかったはずなのに、折に触れて瑞希を思い出すのはなぜなのか……布施はアフリカで、自分の気持ちを分析しようと何度か試みた。

　しかし結論は出ていない。

　帰国して、瑞希の顔を見ればなにかわかるかと期待したが、辞めたと知って愕然としたのだ。

　その翌日に思わぬ場所で再会し、子供がいると聞かされて衝撃が二重になった。

（祝わせてもくれず、よそよそしい態度を取られたな。森尾にとって俺は、所詮その程度の存在だったということか）

　虚しい思いになり無意識に唇を噛んだら、小堺に気を使われた。

「いやいや、冗談で言ったんだよ。森尾ちゃんは布施に懐いていた。戦隊ヒーローの話題を振らなかったのは、慕うがゆえだろ」

「どういう意味だ？」

「こんな話をしたら、くだらないと言われそうだからやめたんじゃないか。お前に呆れられたくなかったんだよ。俺には呆れられても構わないから、戦隊ヒーローの話を熱く語った」

「こういうことだろ」と小堺は解説して笑う。

　布施は嘆たん息そくしてから、口角を上げた。

「そういうことにしておくか。すまないな、気を使わせて」

「で、森尾ちゃんがいないから落ち込んでるのか？　あれだけ目をかけてやったのに、という心境？　つまり、辞める前にお前に連絡はなかったのか」

　小堺は意外そうな顔をしている。

　世話になった上司に、電話で挨拶せずに辞めるような薄情な人柄ではないと思っていたようだ。

　布施は天ぷらの続きを食べながら、昨日のことを話した。

「実は昨日の休みに偶然、森尾に会ったんだ。子供がいるんだってな。驚いた。結婚が退職の理由だったのか」

「ああ、そうか。お前、退職理由も知らないもんな」

　小堺が声を潜めて言う。

「森尾ちゃん、妊娠して辞めたんだよ。結婚はしていない。シングルマザーで頑張ると言ってた」

「シングル？　なぜ？」

「詳しい事情を俺は知らないが、森尾ちゃんは相手の名を誰にも言わないそうだ。それで、政界の大物と関係があったんじゃないかとか、不倫の子じゃないかとか、ひどい噂が流れたな」

　当時を思い出したように、小堺が同情的に眉を寄せる。

「森尾ちゃんも陰口に気づいていたはずだよ。白い目で見られて、そのせいかつわりが重かったようだ。げっそり痩せて、見ているこっちがハラハラした。それでも休まず働き続けて、今のうちに貯金しとかないとって無理して笑うから可哀想になった」

　小堺はグラスを手にして、空であることに気づいた。

　半個室から通路に顔だけ出して、店員を呼ぶ。

「同じものをふたつ」と布施の分のお代わりも頼んでから、手に取った焼き鳥を睨む。

「相手の男、誰だろ。ひどいよな。森尾ちゃんひとりに苦労させて、責任取らないんだもんな」

　布施の箸から天ぷらが皿に落ち、返事もできないでいた。

　鼓動が徐々に速度を上げていくのは、まさか……という予感が膨らむからだ。

「布施？」と声をかけられ、ハッとして顔を上げる。

　揺らした視線を小堺に止めると、震えそうな声を制御して問いかけた。

「教えてほしい……」

「なにを？」

「森尾の子供はいくつだ？　妊娠がわかったのは？　産休にはいつ入った？　できれば出産の年月日も知りたい」

　質問もさることながら、布施から緊迫感が漏れ出ていたのだろう。

　小堺が面食らったような顔をしていた。

「上司に妊娠を報告したのは、お前が日本を発って半月ほど過ぎた頃か。子供は今、二歳になったくらいじゃないか。森尾ちゃんと同期の真野が、俺と同じ局にいる。真野に聞けば、出産の日にちもわかると思うけど……急にどうした？」

　布施は十秒ほど黙り、ゴクリと生唾を飲み込んだ。

　険しい面持ちで口を開くと、非難も覚悟の上ではっきりと口にした。

「森尾の子の父親は、俺かもしれない」

　小堺は目を見開き、ふたりの間に時が止まったような沈黙が流れた。










追及




　柔らかな日差しが心地いい。

　コートいらずの南風に、瑞希の肩までの下ろし髪がなびいた。

　今日は日曜で、海翔をベビーカーに乗せて外出中だ。

　ベビーカーは父が押してくれて、瑞希の大きなリュックには手作りのお弁当と敷物、オムツや着替え、ソフトビニール製のボールなど、レジャーグッズが入っている。

　徒歩十五分ほどの場所に大きな公園があり、そこを目指していた。

「じいじ、ありぇ、なぁに？」と海翔が指さしたのは、道路標識だ。

「標識だな。駐停車禁止ってことだ」

「ちゅうて？　なぁに？」

「ここに車を止めたらダメっていう――」

「なんで？」

「なんでって、道が狭いから――」

　なぜ狭いのかとさらに問われて、瑞希の父は唸ってしまった。

　助けを求める視線が、瑞希に向けられる。

　最近になって海翔はよく、『これなぁに？』『どうして？』と聞く。

　順調に成長している証拠で喜ばしいが、返事に窮きゅうする時もある。

　父に代わり、瑞希が海翔に答える。

「この道を作った人が、このくらいの広さでいいと思ったからだよ」

「ちゅくったの、だぁれ？」

「昔の人。歩きやすい道を作ってくれてありがとう、だね。公園まで続いているから嬉しいね」

「うん！」

　瑞希も父と同じように最初は、生真面目に質問に答えていたのだが、そんなものは必要ないと最近になってわかったところである。

　なぜ空は青いのかと問われたら、『お空に色を塗った神様が、青がいいって思ったからだよ』と答えればいい。

『でも夕焼けは赤で、夜は紺色だよね。海翔は何色の空が好き？』

『うんとね、虹色！』

　自分の問いかけに大人が答えて会話をしてくれる……海翔はそれが楽しいのだ。

　今はまだ正解など求めていないのだから。

「こーえん、こーえん、じいじ、速く！」

「公園に着くまでに、じいじがヘトヘトになるぞ」

　少しだけ歩調を速めた父に、瑞希が「ありがとう」とお礼を言う。

　貴重な休日は、居間のソファに寝そべって好きな洋画を楽しみたいだろうに、こうして孫の遊びに付き合ってくれて感謝している。

　瑞希の母は、今日もレジ打ちのパートだ。

（楽しい一日になりそう。お休みもらえてよかった）

　今日は大安吉日の日曜なので、式場を備えた瑞希の職場は忙しい。

　大ホールと中ホールでそれぞれ二件ずつ結婚式の披露宴が予定されていた。

　学生アルバイトが多く登録されているため土日の人員は確保しやすいのだが、それでも忙しい時に休みたいとは言いにくい。

　けれどもしばらく海翔と丸一日遊ぶことがなかったので、試しに休み希望を出してみた。

　すると蛭間が、小言のひとつもなく許可してくれたのだ。

『たまには日曜にお子さんと出かけたいよね。わかるよ。二歳？　可愛い盛りだ。こう見えて俺は子供好きなんだ。一緒に遊んであげたいな』

　蛭間にそう言われた時、瑞希は思わず後ろを振り返った。

　もしかして、自分ではない他の人に話しているのかと思い……。

　誰もいなかったが。

　公園に着くと、すでに多くの家族連れの姿が見られた。

　まずは立ち入り可の芝生広場でボール遊びだ。

　遊具も色々あるが、そこで遊ぶのは十二時頃がいい。

　昼時を狙えば比較的空いていて、人気のタコさん滑り台やラッコブランコにさほど並ばず遊べると知っていた。

　お弁当はその後でもいいだろう。

　海翔は食べるより遊ぶ方を優先したがるだろうから。

　芝生でボール投げを始める。

　ボールにプリントされたキャラクターはもちろん、ゴーゴーレンジャー。

　真剣な顔をした海翔が、「ひっしゃつ！」と言いながら大振りで投げる。

　必殺だという一投は四メートルも飛ばずに転がって、瑞希と父の目が細くなった。

（我が子ながら、なんて可愛い。布施さんにもこの姿を見せてあげたい）

　無意識にそのような思いが湧いて、直後にハッとした。

（なんて馬鹿なことを）

　布施と再会した日から四日が経っていた。

　気づけば彼のことを考えてしまうので、困りものである。

（布施さんとは、二度と関わるつもりはないのに。海翔の存在は隠さないと。もし布施さんの子だと知られたら……）

　布施の反応を想像するのも怖かった。

　彼にとっては、迷惑以外のなにものでもないだろうから。

「ママ、えいっ！」

　海翔が駆け寄ってきて、至近距離からボールをぶつけてくる。

　ソフトビニール製なので少しも痛くないが、受け損なったボールは瑞希のお腹に当たって転がった。

「あっ、近すぎ。海翔ズルいよ。捕まえて、こちょこちょしちゃうぞー！」

　キャハハと笑って逃げる海翔を追いつつ、瑞希は布施の顔を消そうと努力していた。

　遊具でもたっぷりと遊び、十四時近くなってから芝生に敷物を広げた。

　三人でお弁当を囲む。

　大きな密閉保存容器ふたつには、卵焼きやミートボール、ウインナーにポテトフライなど、子供向けに可愛らしく飾りつけたおかずを詰めてきた。

　おにぎりとサンドイッチ、デザートのカットフルーツもたっぷりだ。

　ひとり暮らしの時は面倒くさくて料理はほとんどしなかったのに、海翔のためなら少しも億劫ではないから不思議なものだ。

　目を輝かせて甘い卵焼きから頬張る海翔を嬉しく思って見ていたら、瑞希の着ているサロペットのポケットで携帯電話が震えた。

　取り出して見ると、真野からの電話の着信である。

「お父さん、友達から電話なんだ。海翔、お願いしていい？」

　おにぎりを食べながら父が頷いてくれたので、瑞希は「ちょっと待っててね」と海翔にも声をかけて、数メートル離れた。

　なんとなく、友人との会話を親に聞かれるのが恥ずかしい。

　口調が多少変わるだろうから。

「もしもし、真野ちゃん？」

『瑞希、元気？　今忙しい？』と問う声に少々の懐かしさを覚える。

　三日前に布施が帰国したというメッセージが送られてきたが、電話は久しぶりだ。

「元気だよ。この前は連絡ありがとう。今ね、忙しくはないけど海翔と公園に来ているから長電話はできないかな」

『わかった。それじゃ単刀直入に聞くけど……』

　真野の口調はいつもと変わらない。

　淡白でややせっかちな感じのする早口だが、はっきりと聞き取りやすい声をしている。

　そのため、少しも緊張せずに聞く姿勢をとっていたのに、問われたことに驚きのあまり携帯電話を落としそうになった。

『海翔くんは、布施さんの子供なの？』

「えっ!?　なな、なに言ってんの？」

『いや、布施さん本人がその可能性に言及しているから聞いたんだけど』

　真野の説明によると、同じ局の上司である小堺経由で海翔の誕生日を聞かれたらしい。

　瑞希の退職理由を知った布施が自分が父親かもしれないと言い出した、とも……。

　小堺とは何度か戦隊ヒーローの話で盛り上がったため、その顔がすぐ瑞希の頭に浮かんだ。

（そっか。小堺さんは布施さんの同期。そんな話ができるほど、ふたりは仲がよかったんだ）

　まさか小堺と真野を経由して連絡してくるとは思わなかった。

　友人である真野との繋がりを断つのはつらいが、そうしておけばよかったかと後悔する。

　焦りで携帯電話を握る手が汗ばんだ。

　それでも声に表れないよう気をつけて、平静を装った。

「布施さん、そんなこと言ったんだ。違いますって伝えてもらえる？」

『瑞希が否定したことは伝えるけど、本当に？　布施さんと体の関係があったのは事実なんでしょ？　瑞希は職場恋愛しないタイプだと思ってたから驚いた』

「なりゆきで一度だけ……ごめん」

　ふしだらだと思われたのだろうと、声のトーンが落ちた。

　友人をひとり失いそうで悲しくなったが、真野が笑った。

『責めているわけじゃないよ。そういうこともあるでしょ。ただ瑞希の場合、恋愛に疎そうだった分、意外に思っただけ。職場恋愛、別にいいと思うよ。私も今、小堺さんといい雰囲気なの。彼、来年はきっと国外勤務になるから、その前に交際を申し込まれそうな気がしてる。彼となら結婚もアリかな。私も三十間近だし、将来的に子供も欲しい。そろそろ結婚に向けて動かないとね』

「そうなの!?　知らなかった。小堺さんは素敵な人だよね。真野ちゃん、よかったね」

　告白されて交際をスタートし、結婚して子供を授かる。

　一般的な順序を守った恋愛を進めようとしている真野が、少し羨ましい。

　自業自得であっても父親のいない海翔を不憫に思い、お弁当を食べている姿を見遣って眉尻を下げる。

（ごめんね……）

　布施が真野に預けた疑問に、瑞希は否定で答えた。

　それを小堺経由で返す約束してくれた真野は、会話を締めくくる。

『今度、飲みに行こうよ。海翔くんはご両親に預かってもらって。母親もたまには息抜きしないとね。また連絡する』

「そうだね。真野ちゃん、間に挟んでごめんね」

『あ、それそれ。人を挟むと時に間違った情報が伝わるし、布施さんと直接話した方がいいんじゃない？』

「や、それは――」

『そう思ったから、瑞希の連絡先、小堺さんに預けた。布施さんから電話がいくかも。じゃあまた今度ね』

　驚く瑞希の声を最後に、電話が切れた。

　鼓動がドクドクとうるさく鳴り立てる。

（布施さんから連絡が来たらどうしよう……）

　否定しようとは思うが、はたしてすんなりと信じてくれるだろうか。

　布施は仕事面において慎重で、色々なパターンの問題を想定し先回りして準備するタイプだ。

　それが上手だからこそ、交渉事において有利に進められる。

　彼が有能な外交官だと評される一因である。

（私が否定しても、確信を得るまで追及の手を緩めてくれなそうで不安）

　携帯電話を握りしめて佇んでいたら、海翔に大きな声で呼ばれた。

「ママー！　こぼちた」

　見れば、ストローマグの蓋が外れて麦茶を被ってしまったようだ。

　開けないでといつも注意しているのに、中の氷を食べようと勝手にそういうことをする。

　見てくれているはずの瑞希の父は、おしぼりを手に慌てるばかりで、こういう時にはあまり頼りにならない。

　子育てはハプニングと隣り合わせで気を抜けず、いつだって慌ただしい。

「大変、着替えさせないと！」

　ゆっくり悩んでいる暇もなく、瑞希は息子のもとに駆け戻るのであった。




　布施から電話が来るかもしれないと気にしながら半日を過ごしたその夜。

　パジャマ姿の瑞希は、お風呂上がりで濡れた髪を拭きながら居間に戻った。

　海翔は先に上がらせて、着替えは母に頼んだ。

　とっくにパジャマを着ていると思ったのに、海翔はオムツ一枚の姿でおもちゃの剣を振り回し、ゴーゴーレンジャーのＤＶＤに夢中だった。

　瑞希の母が困り顔で海翔に声をかけている。

「そろそろパジャマ着よう。風邪引くよ」

「パジャマ、きりゃい！」

　食卓テーブルで晩酌中の父が、母を援護する。

「はだかん坊のヒーローはいないな。武装しないと負けちゃうぞ」

「イヤ、着にゃい！　海翔、かちゅ」

　なんとかしろという両親の視線がこっちに流され、瑞希は苦笑した。

　今夜のパジャマは普通のチェック柄。

　ゴーゴーレンジャーのプリントつきのものなら喜んで着ただろうが、洗濯の都合上、毎日というわけにいかない。

　それで瑞希は台所の食器棚の引き出しから、あるものを持ってきた。

　それは魚肉ソーセージのおまけでついていた、ゴーゴーレンジャーのシールだ。

　一枚はがして、海翔のパジャマの胸元に貼る。

「海翔、これなーんだ」

「あっ、レッドとぶりゅー！」

「パワーアップさせたよ。このパジャマ、着る？」

「きゆ！」

　無事に着せ終えたあとは、大人三人で視線を交えた。

　母はほくそ笑み、父は親指を立て、瑞希は胸を張った。

　イヤイヤに困ることが多いけれど、試行錯誤してうまくいけば達成感を得られるし、家族の結束も深まる。

　なにより海翔が可愛いから、つらいとは思わない。

　瑞希は壁掛け時計を見遣った。

　時刻は二十時を回ったところだ。

　公園でたっぷりはしゃいだ今日はお昼寝を長めに取ったので、海翔は少しも眠そうではない。

（布団に入れるの、二十一時過ぎでもいいかな）

　ミネラルウォーターで喉を潤しつつ寝せる時間を考えていたら、母に呼びかけられた。

「そうだ、瑞希の携帯電話鳴ってたよ。二回も」

　その言葉にギクリとする。

　布施からではないかと思ったのだ。

　予想は当たっているようで、食卓テーブル上の携帯電話を手に取れば、登録していない番号からの電話着信とショートメールが一件、届いていた。

　開いてみると、【布施です。電話に出てほしい】という文面が目に入る。

「どうしたの？」

　父の向かいに座った母が、好物の梅酒ソーダの缶を開けながら聞いた。

　瑞希の眉が寄っていたためだろう。

　瑞希は慌てて笑みを作る。

「前の職場でお世話になっていた人からだった。寝室で電話してくるから、海翔をお願い」

「仕事の紹介でも頼んでるの？　正社員での就職は、海翔がもう少し大きくなってからでいいんだよ。今はまだしょっちゅう風邪引くし、休みをもらうのも大変でしょ」

「うん。しばらくは今の仕事でいいと思ってる。なんの話かわからないんだ。だから電話してくるね」

（本当は布施さんに言われる内容、わかってるけど）

　内心はヒヤヒヤものだ。

「お母さん、お風呂上がりのアイスクリームはファミリーパックの小さいものにしてね。海翔に大きいのねだられたら、ないと言って」

「はいよ」

　瑞希は携帯電話を手に、隣の寝室に移動した。

　隅にたたんで置いてある布団の上に腰かける。

　電気もつけない暗い和室で、携帯電話の液晶画面が青白く光っていた。

（かけるのが怖いけど、逃げるわけにいかない。布施さんが父親である可能性を、ここできっぱり否定しておかないと。もしかしてと思わせ続けるのは申し訳ないし、私も嫌。よし、かけよう）

　自分に言い聞かせた瑞希は、深呼吸してから布施に電話をかけた。

　待っていたのか、ワンコールですぐに布施が出る。

『布施です。森尾？』

「はい」

『かけてくれてありがとう』

　たったそれだけの会話で、懐かしさに心が乱される。

　声を聞くのは危険だ。

　鼓動が否応なしに高まってしまう。

　感情の揺れを精一杯、制御して、瑞希は明るい口調で話した。

「お久しぶりです。あ、四日前にもお会いしましたね。真野から聞きましたよ。もうびっくりです。まさかそんなご心配をおかけしていたとは思いませんでした。海翔は……私の息子は布施さんの子供ではないので安心してください」

　早口で一気に否定してから、布施の反応を気にした。

　携帯電話に押し当てている耳をさらにそばだてる。

『そうか』と言ってくれた彼だが、安堵の響きはない。

　その上、『近々、ふたりで食事に行かないか？』と誘ってきたから、瑞希は戸惑った。

（布施さんはまだ疑っている。顔を合わせて、私の反応を見ながら確かめたいと思っているのかも。私は嘘を押し通せる……？）

　自信がないので断りの理由を探す。

「すみません。子供が小さいので、なかなか夜に出かけられないんです」

　すると間髪を入れずに切り返される。

『真野さんから実家暮らしだと聞いた。少しの間ならご両親に預けて出かけられるはずだ、とも』

（うっ、真野ちゃんから情報を取られてた）

　焦る瑞希は、別の理由を口にする。

「イヤイヤ期に入って、困ることが増えたんです。親とはいえ、任せっきりにして出かけるのはできません。住まわせてもらっているだけでも申し訳ないので」

　これなら仕方ないと諦めてくれるかと思ったが、まるでそう言われることも想定済みであるかのように会話を運ばれる。

『昼間は保育園に預けているのか？』

「はい」

『平日の昼間の三十分だけでもいい。森尾の都合に合わせる』

「日中は仕事が――」

『派遣会社を通じての配膳スタッフのアルバイトで、シフト制なんだろ。休日も仕事がある分、平日に休みがあるはずだが』

（真野ちゃん、そこまで話してしまったの……）

　瑞希は返事に窮した。

　布施が帰国してまだ数日。

　報告書の作成や、今後の体制作りで忙しい時期だろう。

　それにもかかわらず、平日の休暇を申請してまで瑞希に会おうとしている。

　それは布施が、海翔の父親である可能性を強く感じている証拠のように思えた。

　無言になってしまった瑞希に、布施がやや声を和らげて駄目押ししてきた。

『森尾に会いたいんだ。それが理由で誘うのは駄目なのか？　お互い構えずに気楽に会おう。短時間、喫茶店でも構わないから』

（相手方に会わないことには、なにも始まらない場合の交渉術。ただ会いたいだけというのも、気楽にというのもきっと嘘。布施さんの下で学んだから知ってるよ。それでも私は……）

　瑞希は胸の奥に喜びを感じていた。

　樽の栓が外れて流れ出るワインのように、それは芳ほう醇じゅんに広がって、心を酔わせようとする。

（会いたい。布施さんへの恋心は完全に消したつもりでいたのに、簡単に蘇ってしまった。会ってはいけないあなたに、すごく会いたい……）

　気づけば「日中に少しだけでしたら」と口走っていた。

　電話の向こうからは『ありがとう』という言葉と、安堵の吐息が聞こえる。

　四日後の十五時に瑞希の職場近くのカフェでと約束し、電話を切った。

（約束してしまった。布施さん相手に否定し続けられる？　ううん、やらないと）

　液晶画面が暗転し、意識は隣の居間の賑やかさに移る。

　調子外れで舌足らずな、可愛いエンディングソングが聞こえた。

　その後には「ばあば、もういっかい！」とせがむ声が。

「また？　ばあばは雑学クイズバトルが見たいな。変えていい？」

「じいじは野球が見たい」

「ダメ！　ゴーゴーレンジャー、もういっかい」

　海翔が泣かずに相手に譲れるようになるのは、まだ二年ほど先であろうか。

　どの子も大抵、この道を通るとはいえ、両親に我慢させているのも忍びない。

（外交官時代の貯金はまだあるし、テレビをもう一台買おうかな。でも、いつなにがあるかわからないから、まとまった額も確保しておきたいし）

　預金通帳の残高を思い浮かべ、どうしようかと悩む瑞希であった。




　布施との約束の日が訪れた。

　今日の瑞希は十四時半までのシフトで、タイムカードを押して退勤したあと、更衣室で着替えてメイク直しをした。

　ホテルを出る前に客用レストルームに入り、洗面台の大きな鏡で全身を確認する。

　ワイドパンツに薄手のニットとジャケット姿で、アクセサリーはなし。

　あえて普段通りの格好をしているのは、自分に注意を与えるためだ。

　今日が近づくにつれ、ドキドキと胸が高鳴り落ち着かなかった。

　デートではないのに浮かれるなと、何度、自分を叱ったことか。

　服装はそのような感じだが、直したメイクは若干濃いめである。

　そもそも仕事終わりにメイク直しなどしたことがなかったのに、チークやアイシャドウまで使ってしまった。

（綺麗にしたいわけじゃない。これは決戦前の武装といったところだから。しっかりメイクの方が、表情の機微を悟られないかもしれないし）

　そのように自分に言い訳をして、ホテルを出た。

　約束は十五時で、その十分前に駅前のカフェに到着した。

　通勤経路にあるため何度も店の前を通ったことはあるが、入店するのは初めてである。

　白い塗り壁の一部がレンガ調で、黒板には手書きのメニューが書かれていた。

　四角い木目のテーブルは、四人掛けが四つとふたり掛けが六つ。

　短いカウンターの席もある。

　つり下げライトの傘はホウロウで、フェイクグリーンがあちこちに安らぎの色を添えていた。

　雑誌も豊富に用意されている。

　性別、年齢問わず利用しやすそうな雰囲気であるが、海翔を連れてというのは難しいだろう。

「いらっしゃいませ」と店員が近づいてきた時、瑞希はすでに彼を見つけていた。

　窓際の中ほど、ふたり掛けテーブルに布施がいて、瑞希に向けて手をあげて居場所を教えている。

　待ち合わせであることを店員に告げ、瑞希は布施のもとへ。

　口角を少し上げ不自然に見えないよう歩調に気をつけつつも、すでに鼓動は二割増しで鳴り立てていた。

　ショルダーバッグの肩紐を握る手は、緊張のせいで冷たい。

「布施さん、お待たせしました」

「いや、俺も着いたばかりだ。仕事終わりで疲れているところ、すまないな」

　よくある待ち合わせでの会話を交わす。

　布施も瑞希と同様に、作ったような笑みを浮かべていた。

　注文を取りに来た店員に、布施はコーヒー、瑞希はカプチーノを注文する。

　軽食やデザートを布施に勧められたが、断った。

　のんきに味わっている心の余裕はない。

「布施さんの私服姿、久しぶりに見た気がします」

　取りあえず、気づいた点を話題にする。

　彼は白いＶネックのカットソーに、紺色のジャケットと黒いパンツを合わせていた。

　ヘアスタイルはナチュラルに崩し、前髪が額を斜めに覆っている。

　端整な顔と長身のスタイルはモデルのようで、ドキッとするほど素敵だ。

　庁舎内で仕事の時はツーピースのスーツで、誰かとアポイントがある時はベストつきのスリーピースのネイビースーツを彼は着る。

　私服姿を前に見たのは、瑞希がフランスで研修していた時だろう。

　指導役の布施は、右も左もわからない新人に親切にも街案内までしてくれた。

　フランスでの生活に慣れてからも時々、カフェに誘ってご馳走してくれた。

　フランスのカフェはドレスコードのないレストランのようなもので、コース料理をワインと一緒に楽しむ客も多い。

　数年前を思い出して話す瑞希に、布施も懐かしげな顔になる。

「そんな時代もあったな。暴露すると、もう少し優しく指導しろと上司から指示されていたんだ。森尾の前年度に世話した新人を泣かせてしまったことがある」

　まずは信頼関係を作らないと、今の若者は厳しい指導についてこれないと、当時の上司に注意を受けたらしい。

　それで時々、瑞希を食事に誘うことでバランスを取っていたそうだ。

　布施が自じ嘲ちょう気味に口の端を上げる。

「俺は業務面で大目に見るということが苦手だ。悪い意味で完璧を要求してしまう。指導者向きの性格ではないな。森尾はよく耐えてくれた。一人前まであと少しのところまで成長してくれていたのにな……」

　残念だという言葉が続きそうで、瑞希は「ご期待に沿えず、すみません」と謝った。

　すると布施が慌てたように言う。

「森尾のせいではないだろ。妊娠させた上に放置した、ろくでなしのせいだ。それは……俺だろ？」

　後悔と罪悪感が、彼の眉間に深い皺を刻んでいた。

　そんな顔をさせたくない。

　あの夜のことは全面的に自分に非があると瑞希は思うので、心が痛んだ。

　テーブルの下で冷えた両手を強く握りしめ、瑞希はあえて笑った。

「もう、まだそんなことを言ってるんですか。違います。布施さんはかなり酔っていたので覚えていないと思いますけど、きちんと避妊はしていました」

「避妊具は持ち歩いていない」

「私の家にあったものを、私がつけてあげました」

　その時、「お待たせしました」と女性店員がやってきて、注文の品をテーブルに置く。

　どうやら瑞希たちの会話が聞こえてしまったようで、チラチラと流される視線に強い好奇心が見て取れた。

　恥ずかしさに、瑞希の頬が熱くなる。

　店内には他の客も十五人ほどいて、できるだけ声を落とした方がよさそうだ。

　店員が去ったあとには、布施の前に湯気立つコーヒーが、瑞希の前にはハートのラテアートが施されたカプチーノが残された。

　それを見つめながら、小声で彼に訴える。

「あの、ここでこんな話をするのはものすごく恥ずかしいんですけど」

「だから電話した時に言っただろう。個室がある店にした方がいいんじゃないかと」

「その提案をくれる前に、気軽に喫茶店でと言ったのは布施さんです。あとから個室を提案されたら、どうしたって気軽な方を選びたくなるじゃないですか」

　羞恥心を紛らわせたくてついムキになって言い返せば、布施が「ダコー」とすんなり引いた。ダコーとは、了承を意味するフランス語だ。

「全て俺のせいだ。悪かった」

　瑞希はハッとして顔を上げた。

　沈痛な面持ちの彼を見て、罪悪感が押し寄せる。

　責めてしまったことに対しても、「すみません」と瑞希は謝った。

「本当に違うんです。海翔の父親は……当時、交際していた人です」

　嘘に嘘を重ねるしかなく、心のエネルギーが消耗される。

　なんとか布施に納得してもらわなければと、必死だった。

　探るような視線を向けられても、瑞希は唇を引き結んで目を逸らさずに耐えた。

　布施の目が鋭く細められ、追及が始まる。

「交際相手がいたのに、俺に好きだと言ったのか？　森尾はそんないい加減な人間じゃないだろ」

「人は見かけによらないと言いますよね。私のプライベートは、結構いい加減です」

（好きな人……好きだった人を前に、自分を貶おとしめるようなことを言わなければならないなんて悲しい）

　布施が嘆息した。

　そうだったのかと呆れてくれたかと期待したが、首を横に振られた。

　険しさを解いた瞳が悲しげに細められる。

　諭すようにゆっくりと彼は語る。

「森尾は真面目で正直な人だ。こう言っては失礼かもしれないが、複数の男を手玉に取れるような器用さはない。フランスの男性は社交辞令のように女性を褒めて口説く。お前はいちいち真っ赤になっていたな。恋愛に不慣れなのは一目瞭然で、随分とヒヤヒヤさせられた。食われないよう守るのは俺の役目だと思わせられるほどにな」

　そういえば……と瑞希は研修時代を振り返る。

　公費でフランス語の授業を受けられるのだが、語学学校の講師の男性に食事をご馳走すると自宅に招かれたことがあった。

　若者ではなく、髪の半分が白くなった七十近い男性である。

　それを布施になにげなく報告したら、ついてきてくれたのだ。

　普通に夕食をご馳走になったその帰り道で、布施に『やはりな』と言われた瑞希は首を傾げた。

『彼の家族は旅行で留守だった。その時を狙って、フランスに不慣れな外国人女性を自宅に招く。この意味を理解しろ』

『あっ。ですが、私の祖父くらいの年齢ですよ？』

『老人でも男は男。フランス人男性だ。残念だが、アジア人女性は騙しやすいと思われている節がある。本物の親切と下心の嗅ぎ分けができないなら、全て疑え』

『わかりました。気をつけます……』

　そんな企みをするのはごく一部であろうが、日本よりは危険だという認識を瑞希は頭に刻み込んだ。

　その上で、ふと思ったことを口にした。

『つかぬことを伺いますが、布施さんが今日ついてきてくださったのは、親切心のみですよね？』

『おい、俺に下心があると疑うのか？』

『布施さんがそう言ったんじゃないですか。全て疑えって』

『揚げ足を取るな。ほら、お前のアパルトマンに着いたぞ。中に入ってしっかり施錠し、早く寝ろ。明日遅刻するなよ』

　そのあとも、フランス式の挨拶だと言われて初対面の男性に濃厚な抱擁をされた時やこちらがフランス語を理解していないと思ったのか卑猥な言葉をかけられた時も、守ってくれたのは布施だった。

　これまでの感謝と、今はあの時の頼りない自分とは違うという自負。

　そしてあんなにお世話になったのに、一人前の外交官になる前にリタイアしてしまい申し訳ないという思いが瑞希の胸に渦巻いた。

　瑞希はカップに視線を落とす。

　ラテアートのハートを崩してひと口飲んでから、布施に視線を戻した。

「布施さんには心から感謝しています。だからこそ、もう私に構わないでください。ご迷惑になるだけです」

「森尾の性格として、不要な優しさと余計な気を使うという面もあったな。俺に妊娠を教えなかったのは、それが理由か？」

「違います！　本当に布施さんの子じゃないんです。信じてください」

　つい大きな声を出してしまい、ハッとして首をすくめた。

　周囲の客や店員が、こちらを気にして聞き耳を立てている。

（恥ずかしい。布施さんにも恥をかかせてしまう）

　布施が初めてコーヒーに口をつけた。

　ひと息ついてから、彼はジャケットのポケットに手を入れる。

　財布を出したのでこれでお開きという意味かと思ったが、お金ではないものを取り出していた。

　見せられたそれは、一枚のメモ用紙。

　手のひら大で、白地に四葉のクローバー柄のそれには見覚えがあった。

「これって……」

「三年前に森尾がくれたものだ」

　布施の急なアフリカ赴任が決まったのは、体を重ねた日からひと月半ほどのことだった。

　その時の瑞希は、妊娠にまだ気づいていなかった。

　なんとなくの体調不良と、生理が遅れているなと思っていた程度だ。

　布施がアフリカに旅立つと聞いた瑞希は、失恋を確信した。

　代理大使を引き受けた理由はきっと、婚約解消にある。

　布施は京香を諦めるために危険地帯に赴こうと決め、そこには京香への愛があるのだと思ったのだ。

　布施が瑞希を女性として意識する日は来ない……そう感じて、瑞希はただの部下として布施を送り出した。

　お返しなど来ないように餞せん別べつはあえて缶コーヒー一本と、そのメモ用紙。

　フランス語で書いた【アプレ・ラ・プルイ・ル・ボー・トン】は、つらいことのあとにはいいことがあるという諺ことわざだ。

　その下に日本語で、【幸運を】と書き添えた。

　三年前の自分の字を読みつつ、瑞希は驚きに目を丸くしていた。

「ずっと取っておいてくれたんですか？」

「ああ。財布に入れていつも持ち歩いていた」

「どうして……」

「さあ、なぜだろうな。俺にもわからないが捨てたくなかった。向こうで度々、森尾のことを考えていた。どうしているのかと気になって、連絡しようと思った日もあったが……」

　連絡しなかった理由は、ふたつあるそうだ。

　ひとつは布施の局異動で、瑞希が直接的な部下ではなくなったこと。

　業務連絡にかこつけて近況を尋ねることができなかった。

　もうひとつの方が、理由としては大きい。

　みっともなく泥酔して介抱させた上に抱いてしまったあの夜について、布施は罪悪感を持っていた。

　その後なにもなかったかのように瑞希が接してくれるから、余計に申し訳ないと……。

　瑞希の想いに応えられないのに連絡するのも卑ひ怯きょうな気がして躊ちゅう躇ちょしていたと、布施は語った。

「メールだけでも送っていたなら、届かないことで森尾の退職に気づけただろう。三年間放置したことを後悔している。すまなかった」

「私のことをそんなに気にしてくださっていたとは知りませんでした。メモくらいなら負担にならないかと思ったんですけど、やめておけばよかったです。あの夜のことは全部私が悪かったんです。無理やり誘ったのは私ですから。謝らなければならないのは私……申し訳ありませんでした」

「ひとつ誤解がある。酔ってはいたが、理性をなくしていなかった。記憶も少しはある。森尾を拒もうと思えばできたのに、しなかったんだ。お前が無理やりしたことではない。結果として俺は慰められた。謝罪しなければならないのは、俺だ」

　布施が背筋を伸ばして頭を下げた。

　そんなことをされては、ますます困ってしまう。

「あの、もうやめましょう。三年も前のことですし、謝って謝られてキリがないです。それに私、もう帰らないと。十六時に海翔を迎えに行くと保育園の連絡帳に書いたので」

　時刻は十五時半になっていた。

　初めから三十分程度と約束していたので、そろそろ切り上げ時だ。

　バッグを手に立ち上がったら、布施に言われた。

「また会いたい。今度は海翔くんも一緒に」

　瑞希の眉尻が下がる。

「布施さん……信じてください。あなたの子ではありません。ですから、もう会う必要はないんです。どうかお元気で」

　足早にカフェを出てから、カプチーノ代を払っていなかったと気づいて足を止めた。

　けれども振り返らずに、そのまま駅方向へ歩みを進める。

　瑞希の目には涙の膜が張っている。

　奢らせて申し訳ないが、引き返すわけにいかなかった。

（もし私が認めたなら、布施さんは責任を取ろうとするだろうな。認知をして養育費を払うつもりなのかも。それはいらない。勝手に産んだのは私だから、布施さんの人生に傷をつけたくない。彼のためにだけじゃない。そうしないと私が自分を許せないから。海翔の前で笑えなくなる）

　涙は流さずに耐え、電車移動して保育園に着いた。

　園庭で遊んでいた海翔が駆け寄ってきて、瑞希に飛びつく。

　十二キロあるその体を「よいしょ」と抱き上げた。

「ママ、お帰り！」

「ただいま。海翔、今日はなにして遊んだの？」

「んーとね、ダンゴムシ。あっち、石のとこ。いっぱい」

「そ、そっか。ダンゴムシ、丸まって面白いよね」

（正直、虫は苦手……）

　海翔の好きなものは、ゴーゴーレンジャーと新幹線と昆虫で、興味の対象が男の子らしい。

　虫を見ると鳥肌が立ってしまう瑞希だが、海翔のためならダンゴムシ探しに付き合おうと思えた。

　十分ほど建物の陰にある縁石のそばでダンゴムシと遊び、先生に挨拶してから帰路につく。

　夕焼けにはまだ早いが、手を繋いでいる親子の影が長くアスファルトに伸びている。

「おっちいね！」

「うん。海翔が大きくなった。ママもだね」

　影を見てはしゃぐ息子に、心が慰められた。

（大丈夫。私は何度も否定したし、もう布施さんに会うこともない。今後は海翔を育てることだけ考えればいい）

　そう思っていたのに――。

　住宅街の車線のない細道を進んでいると、ふいに後ろから声をかけられた。

「森尾」

　驚いて振り向けば、足早に近づいてきた布施が瑞希の前で足を止めた。

「えっ……」

　あとをつけてきたのかと目を見開き、咄嗟に海翔を抱き上げる。

（隠さないと……）

　海翔の顔は布施似なので、見られてはいけないと思ったのだ。

　けれども瑞希の腕の中で、海翔が体を捻って振り向いてしまう。

　保育園で他児の保護者とも日常的に接しているせいか、海翔は見知らぬ大人にも臆することはない。

　母親の緊張も感じ取れず、興味のままに「おじしゃん、だぁれ？」と声をかけてしまった。

　その聞き方にも瑞希は慌てた。

「海翔、おじさんはちょっと……お兄さんと呼ぼうか」

　布施が苦笑する。

「おじさんで間違いない。海翔くんのお母さんより九つも年上だ。おじさんはね、前にお母さんと一緒に働いていたんだ。会社の人だよ」

　海翔がわかりそうな言葉で説明してくれた布施が、困り顔の瑞希に手提げ紙袋を差し出した。

「出張土産を渡すのを忘れていた。追ってきてすまない」

「こんなところまで。駅で声をかけてくだされば――」

「あとをつけたんじゃない。駅では森尾を見つけられなかった。保育園に向かえば途中で会えると思ったんだ」

「保育園の場所、どうして知っているんですか……？」

　疑惑の目を布施に向けてしまう。

　別れ際にまた会いたいと望んだ彼が、『今度は海翔くんも一緒に』と言ったのを思い出したからだ。

　瑞希の猜さい疑ぎ心しんは伝わっているだろうに、布施はなんてことない顔をしてサラリと返す。

「森尾が言ったんじゃないか。『はぐくみ保育園』という名を。検索すれば住所が出てくる」

（そうだったかな……？）

　思い当たらなかったが、紙袋をズイと突きつけてくるので受け取るために瑞希は海翔を下ろした。

　すると海翔が「あしょぼ！」と布施に寄っていくから、また慌てた。

「遊べないよ。もう帰らないと」

「ヤダー！」

　布施がしゃがんで海翔と目の高さを合わせる。

　至近距離で息子を見つめる彼に、瑞希はハラハラさせられた。

（似ていることに気づかれたらどうしよう。海翔を隠したいけど、もう遅いよね。変に逃げの姿勢を取れば、余計に怪しまれるかもしれないし）

　じっと海翔を見つめる布施の目が、優しげに細められた。

「今日はおじさんも帰らないといけないんだ。次に会った時はたくさん遊ぼう。ゴーゴーレンジャーごっこをするか？」

　ゴーゴーレンジャーを布施が知っていることに驚いた。

「しゅりゅ！　海翔はレッド」

「主役だな。おじさんはなんの役？」

「アックジャガーメア」

　それは悪役のボスキャラの名だ。

　このようなヒヤヒヤものの状況にもかかわらず、布施が演じるなら悪役ではなくクールなヒーロー、ゴーゴーブルーでしょ、と瑞希はツッコミたくなる。

　悪役に指名されても、布施は嬉しそうな笑みを浮かべている。

　そしてアックジャガーメアのいかにも悪役らしい台詞を、声色まで真似て披露した。

　それに目を丸くして喜んだのは、海翔だけではない。

「布施さんも戦隊ヒーローが好きなんですか!?」

「ああ。子供の頃は毎週欠かさず見ていたな。友達とごっこ遊びもした。特にミラクルレンジャーが好きだった」

「神星戦隊ミラクルレンジャー、私も大好きです！　放送当時は乳児だったので見てはいないんですけど、大人になってＤＶＤを全巻買いました。ミラクルレッドの『ミラクル起こそうぜ』という台詞、いいですよね。ワクワクします。レッドと悪役が、実は生き別れの兄弟だったというストーリーにも感動しました！」

（まさか布施さんが、戦隊ヒーロー好きだったなんて……！）

　外交官時代、布施は憧れの上司であり厳しい指導者だった。

　少し近づきがたいところもあって、趣味などのプライベートの話題で盛り上がったことはない。

　戦隊ヒーローの話題を出せる関係ではなかったのだ。

　嬉しさが込み上げてつい興奮気味に語ってしまったら、布施がプッと吹き出した。

「あっ……すみません。つい熱くなってしまって……」

　恥ずかしさに顔を熱くすれば、布施が笑いながら頷いた。

「構わないよ。俺にも好きなものの話をしてくれて嬉しい。もったいなかったな。共に働いていた時にもっと森尾と話せばよかった。そうすれば、森尾と俺の間に壁を作られることもなかっただろうに」

「布施さん……」

　布施の子ではないと何度否定しても、疑いを解いてはくれないようだ。

　瑞希の在職時にプライベートまで踏み込んだ話をする関係であったなら、妊娠を隠さずに告げてくれただろうと思っているらしい。

（私が違うと言ってるんだから、それを信じた方が布施さんにとって都合がいいでしょう。どうしてわかったと言ってくれないの？　どうして今さら、私との距離を詰めようとしてくるの……？）

　神妙な顔になってしまった瑞希とは逆に、すっかりテンションの上がった海翔が遊ぶ気満々で布施にパンチを繰り出す。

　威力のない可愛い拳を布施は手のひらで受け止め、笑っていた。

　叶うはずがないと思っていた父子の交流に、瑞希の胸は締めつけられる。

（海翔が楽しそう。どうしよう、認めた方がいいのかな。でも、布施さんに責任を取らせたくない。恋人だったのならまだしも、私が卑怯に迫った、たった一夜の結果なのに）

　どうしていいのかわからなくなり、眉尻を下げて傍観してしまった。

　それに気づいた布施が、戦いごっこを止めた。

「今日はもうおしまいだ」

「ヤダー！」

「また今度遊ぼう。おじさんを倒せるように練習して強くなっておいて」

「うん！」

　布施の大きな手が海翔の頭をワシワシと撫でる。

　柔らかで細い髪の毛をグシャグシャにかき回し、それを手て櫛ぐしですくように整えていた。

　海翔はくすぐったいのか、ウフフと笑っていてすっかり布施に懐いてしまった。

　立ち上がった布施が「またな」と海翔に言い、背を向ける。

　数歩、駅方向へと歩いてから、思い直したように顔だけ振り向いた。

「また連絡する。たぶん二週間後くらいに。また会おう」

（そんなこと言われても……）

　約束できない瑞希は、困り顔で黙っていた。

　いつの間にか西の空が茜色を帯びている。

　布施の表情が切なげに見えるのは、夕日のせいか。

　ゆっくりと前を向いた布施が、歩きだす。

　その背中が道の角を曲がって消えるまで見送ったら、海翔が「なぁに？」と紙袋に興味を示した。

　布施にもらった出張土産だ。

「なんだろうね」

　紙袋から出すと、箱に入った焼き菓子の詰め合わせであった。

「これ有名店の美味しいお菓子だ」

　確か、今の職場に最寄りの駅構内にもテナントが入っていた。

（出張先ってどこ……？）

　出張土産というのは嘘で、やはり海翔の顔を確かめるための口実としてこのお菓子を買って、あとをつけてきたのではないだろうか。

「たべりゅ」

「帰ってからね」

　海翔には笑みを向けているが、瑞希は頭を抱えたい思いでいる。

　布施はきっと今後も追及してくるだろう。

　有能な彼を相手に、どこまで嘘をつき通せるかと不安になるのであった。




　それから十日が過ぎ――。

「ありがとうございました」

　瑞希はエレベーター前で頭を下げ、客を見送った。

　勤務先ホテルの四階、賑やかだった廊下がエレベーターの降下と同時に静かになる。

　毛足の短い絨毯を黒いパンプスで踏みしめ足早に引き返すと、畳の広間に戻った。

　繋げられた八つの長座卓に、二十四席の座椅子。

　座卓の上には、会食後のお膳が並んでいる。

　そこで鏑木がひとり座椅子から片づけを始めており、瑞希は食器に手をかけた。

　この和室は主に法要後の会食で利用されるが、今しがた帰った客は聞いたことのない新興宗教団体であった。

　法ほう衣え姿の中年男性の説法のあとに宴席が設けられ、その配膳を瑞希と鏑木のふたりで担当したのである。

　鏑木がクスクスと可愛らしく笑いながら、話しかけてきた。

「宇宙の理ことわりを初めて解き明かしたとか、どんな病も治す神がかりの法力とか、怪しさ百パーセントでしたね」

　瑞希は「しっ」と鏑木を止めた。

「忘れ物をしたと引き返してくるお客様もたまにいるから、駄目だよ。そういう話は裏でね。確かにうさんくさくて、どうしたら信じられるのか信者に聞いてみたくなったけど」

「森尾さんも結構、言っちゃってますよ」

「あ、ごめん。つい本音が」

　ふたりで笑ったあとは、またせっせと手を動かす。

　女性客の席は大抵綺麗に食べきっているが、男性客はお残しが多く片づけにひと手間かかる。

　特に手つかずのデザートを捨てねばならないのは心苦しい。

（もったいない。美味しそうなごまプリンなのに。食べたくなってきた。コンビニに似たもの売ってるかな。家族分を買って……海翔は普通のプリンじゃないと食べないかも。黒いのは見た目で拒否されそう）

　なにをするにつけても考えが行きつく先は海翔のことで、母心である。

　和室を綺麗に片づけてバックヤードに戻り、今度はパントリーで洗いもの。

　皿はそのまま厨房に下げるが、湯呑や急須、グラスやとっくり、カトラリーは、各階のパントリーで配膳スタッフが洗うことになっている。

　とはいえ、食洗器を稼働させるだけなので、お喋りする余裕はあった。

　ポットに残ったお湯を捨てながら、鏑木が瑞希に新たな話題を振ってくる。

「この前みたいにフランス語を喋ってくれませんか？　あの時は本当にかっこよかったです！」

　はしゃぐような声色のおねだりに、瑞希は苦笑する。

「必要性があれば話すけど、私たち日本人同士だからね……」

　フランス語がわからない人に話しても独り言になってしまうし、すごいと褒められるためだけに口にするのはどうにも抵抗がある。

　やんわりと断ったのに、鏑木に粘られた。

「必要性があればいいんですね？　それじゃ、私にフランス語を教えてください。いつかパリ旅行に行ってみたいんです。現地の人とコミュニケーションを取るためのミニ会話レッスン。私、勉強が苦手なので、頭に入る分だけでいいです」

　そういう理由があるならと、瑞希は教えることにした。

　現地の人とのコミュニケーションと言われて思い出すのは、研修中にいろんな人からお呼ばれされたホームパーティーだ。

　フランスにはパーティー文化が根づいており、日常的にそういう集まりがある。

　同じ顔触れが続くと話題に困ることもあり、そういう時は日本文化をユーモラスに紹介すればいいと教えてくれたのは布施だった。

「鏑木さんがパーティーにお呼ばれした時は、日本文化を話題にすればいいよ。西欧の人には特殊で興味深いらしいから盛り上がる。宗教の話もいいかも」

　そう提案したのは、先ほどまで宗教がらみの客対応をしていたせいだろう。

「えっ、宗教ですか？」

「正月は神社参拝、葬儀ではお経を上げて、結婚式は十字架の前で愛を誓う。七五三やお祭りのお神輿、お盆やクリスマス、ハロウィンもね。日本人の多くが子供の頃から普通に宗教行事をごちゃまぜにしているけど、これって世界的に見て不思議に思われることなんだよ。ホームパーティーでその話をした時、盛り上がったんだ。フランスの人たち面白がって聞いてくれるから、ぜひ使ってみて」

『日本には色々な神様が共栄していて――』というフランス語を教えようとしたら、鏑木に止められた。

「私がパリに行くなら観光です。ツアーかもしれません。ホームパーティーに呼ばれることはないんです。空港やレストラン、お土産屋さんで店員と話すのに役立つ言葉がいいんですけど」

「あっ、そういうのね」

　洗い上がったホカホカの湯呑の水滴を拭きながら瑞希が教えたのは、『この料金、間違ってませんか？』『不良品です。交換してください』『警察呼びますよ』『誰か助けて。バッグをひったくられました』というフランス語の短文、四つだ。

　花の都パリは人気の観光地だが、中には観光客を狙って騙そうとしたり現金を盗もうとしたりする不届き者もいる。

　在フランス日本国大使館には、パスポートや財布を盗られたと泣きついてくる日本人観光客が少なくない。

　そういう人の帰国の世話をしたこともあった。

　その経験が記憶に強く焼きついているため防犯上で役立つ言葉を教えたのだが、今度も鏑木に喜んでもらえなかった。

「私、パリに憧れていたんですけど、旅行先には選ばないようにします……」

　どうやら怖いという印象を与えてしまったようで、瑞希は慌てた。

「ああっ、ごめんね。日本に比べたら治安はよくないけど、世界で見れば安心していい街だよ。親切な人ももちろんいる。芸術、ファッション、食、どれをとっても素晴らしい。街の至るところに歴史を感じられるし、私のお勧め観光スポットは――」

　フランス文化に惹かれるからこそ大学時代に専門的に学び、外務省に入省してからもフランスに関わりたいと希望を出したのだ。

（怖いと思わせてどうする）

　敬愛する国を応援しなければと、熱く観光スポット紹介をする瑞希であった。

　片づけを終えてからは、鏑木と交代で三十分の休憩に入る。

　六時間以上の勤務でアルバイトにも一時間の休憩を取らせる決まりがあるそうだが、仕事の合間での細切れ休憩となってしまう。

　昼食もその時にとる。

　瑞希が地下の社員食堂で無料の賄い飯を食べていると、蛭間もやってきた。

　昼時はとうに過ぎているため三十席ほどの九割が空いているというのに、中華丼をトレーにのせた蛭間がなぜか瑞希の向かいに座った。

「森尾さん、休憩時間が偶然かぶったね」

「そうですね。お疲れ様です……」

（休憩のシフトを組んでいるのも、あなたでは？）

　作り笑顔で対応しつつも、瑞希は戸惑っている。

　最近、蛭間によく話しかけられる。

　以前、宿泊の外国人夫婦の件で蛭間を助けた形になったのが理由ではないだろうか。

　嫌われるよりはずっといいけれど、そんなに恩を感じて気を使われると居心地が悪い。

（それに、休憩時間はひとりでゆっくりしたいのに）

　瑞希の本心には少しも気づかず、中華丼を食べながら蛭間がにこやかに話しかけてくる。

　昨日テレビ放送されたスイーツ特集のバラエティ番組を話題にしている彼が、ポケットからあるものを出してテーブルに置いた。

「このチケット、テレビ放映されていたホテルのスイーツバイキングのものなんだ。森尾さんスイーツは好き？」

「はい。好きですけど……」

「他のホテルの偵察に行こうと思って。付き合ってくれない？　お子さんも一緒でいいよ。子供は好きでしょ、甘いもの」

　瑞希は目を瞬かせ、テーブル上のチケットと蛭間の顔に視線を往復させてしまった。

　誘う相手が鏑木なら納得だが、なぜ自分を……という心境だ。

「息子は二歳で、ちょうどイヤイヤ期なんです。ホテルでの食事はちょっとハードルが高いので――」

「それならふたりで行こう。男ひとりでのスイーツバイキングはなんとなく行きにくくて、女性と一緒がいい。頼むよ」

（どうしよう。蛭間さんとふたりでというのに、ものすごく違和感を覚える）

　心の中で断りの理由作りをしていたその時、「これも食べて。ふたつずつね」と割烹着姿の食堂の調理師がやってきた。

　鈴すず木きという名の、ふくよかで笑顔が素敵な五十代の女性だ。

　手には唐揚げが四つのった皿がある。

　今日の賄い飯は中華丼だけだが、サービスしてくれるらしい。

　瑞希と蛭間がお礼を言ったら、鈴木の視線がテーブル上のチケットに向いた。

「あら、スイーツバイキング？　いいわねぇ。久しぶりに私も友達誘っていこうかしら」

　チャンスだと思った瑞希は、引き返そうとしている鈴木を引き止めた。

「鈴木さん、このバイキングに行ってくれませんか？　蛭間さんにお誘いいただいたんですけど、私は行けそうにないので。蛭間さん、ひとりでは入りにくいから女性と一緒がいいそうですよ」

「あらあら、そうなの？　それじゃ遠慮なく。蛭間くん、いつにする？」

　嬉しそうな鈴木を見る蛭間は、一瞬黙ったあとにぎこちない笑みを浮かべた。

「明後日はどうですか？」という声はなぜか、しぼんでいる。

　瑞希はなにも勘づかず、約束を取り交わすふたりをホッとして見ていた。

（よく考えたら、鏑木さんのような若くて可愛い子を誘ったら、下心があると疑われそうだものね。それで私を誘ったのか。女性なら誰でもいいみたい。鈴木さんも喜んでいるし、私も断ったことを申し訳なく思わずに済みそうだしよかった。それにしても自腹での偵察か）

　失礼ながら、個人的感情で贔ひい屓きをしたり意地悪をしたりする困った指示役だと思っていたため、仕事熱心な面もあるのだと蛭間を見直していた。

　その後には、布施の顔が頭に浮かぶ。

　外交官時代、日本で布施に誘われてふたりで出かけたことがあった。

　スイーツバイキングなどという甘いものではなくＥＵ経済についての有料セミナーであったが、休日にも一緒にいられることを嬉しく思った記憶がある。

（この前会った時に、二週間後くらいにまた連絡すると言ってたけど本当に電話が来るのかな。どうして二週間後なんだろう）

　布施がなにかを企んでいそうな気がして、瑞希の顔がこわばった。




　布施から電話が来たのは、二日後の夕食後のことだった。

　茶碗を洗おうとしていたら、「電話だよ」と母に携帯電話を渡され緊張の中で寝室に移動する。

　海翔がおもちゃを持ってついてきて、同じ部屋で遊び始めた。

　今日は保育園でお友達と遊具をめぐって喧嘩したらしく、お迎えの時は不機嫌であった。

　その後は甘えん坊モードに突入し、瑞希から離れない。

　特に珍しいことではなく、これも親子にとっては日常だ。

　遊ぶ海翔を見ながら瑞希は畳に座り、深呼吸してから電話に出る。

「はい、森尾です」

『布施です。かけ直した方がいいか？』

　コール音を十回ほども鳴らしてしまったので、忙しいかと思われたのだろう。

「いえ、大丈夫です。そばで海翔が遊んでいますけど……」

　名を呼ばれた海翔が嬉しそうな顔をして、瑞希にイルカのぬいぐるみを手渡してきた。

　これは家族で水族館に行った時に買ったもの。

　海翔の手にはゴーゴーレッドのフィギュアがあり、瑞希のイルカに向けて戦いを挑んできた。

「わりゅいのダメ。やっちゅけてやる！」

「えっ……」

　イルカのぬいぐるみは、つぶらな目をして愛らしさしかない。

　それなのに悪役にされて、イルカもさぞ驚いているだろう。

　海翔の声が布施にも届いたようで、フッと笑っていた。

　けれども、その直後に、彼の声が低くなる。

『話がある。ふたりで会いたい。数日以内に二時間ほど都合をつけてくれ』

　お願いというより、指示めいた口調だ。

　厳しく指導された外交官時代のように、できないという選択肢を与えられていない気分にさせられる。

　瑞希は一拍黙ってから、「なんのお話ですか？」と聞いた。

　電話で済ませたい気持ちが伝わると思ったからだ。

『海翔くんが俺の子だという話についてだ』

「布施さん……。何度も違うと私は言いましたよ。これ以上の説明は不可能です。会っても意味はありません」

　疑惑を持たせたまま連絡を絶ちたくはないが、信じてくれないなら着信拒否するしかないかと困ってしまう。

　瑞希の深いため息を聞いても、布施は諦めてくれない。

『頼む。とにかく顔を見て話をしたい。森尾は俺に会いたくないだろうが、このままでは終われない』

　会いたくないなどと思ったことは一度もない。

　夢で見るほどに会いたくて、けれども会ってはいけない人だと自分を戒め三年ほどを過ごしてきた。

　布施の執拗な求めに、瑞希の心が揺さぶられる。

（私はきっとまだ布施さんが好きで、その気持ちを押し殺している状態なんだろう。我慢がきくうちに、布施さんの疑惑を解消させないと。こうやって何度もコンタクトを取られると、打ち明けたくなってしまいそう）

「わかりました」と瑞希は会う決意した。

「これで最後にしてください」と条件をつけ足して。

　布施は条件についてわかったとは言わずに、『次の土曜の夜に』とアポイントだけを口にした。

「ママ、ちゅぎ、こっち！」

　電話しながら戦いごっこの相手をしていたのだが、いつの間にかイルカは倒されていたらしい。

　イルカを奪われ、代わりに渡されたのは干してあった父のパンツ。

　悪役に抜ばっ擢てきされた理由はたぶん、怪獣柄のブリーフだから。

「えっ、これ？」

「うん。パンチュ怪獣」

　海翔に気を取られていると、布施に会話を締めくくられてしまう。

『忙しい時間にすまなかったな。店を予約しておく。詳細はメールで。それでは当日に』

「布施さん、待っ――」

　切られてしまった。

　土曜に会ったら追及は終わりにするという約束を取りつける前に。

「あーあ。なんだか布施さんのペースに飲まれている気がする……」

　独り言をぼやいたら、海翔が「ヤァーッ！」と攻撃してきた。

　戦いごっこに熱が入り自分の体ごと突っ込んでくるので、携帯電話を落として抱き留めた。

　反動で畳に仰向けに転がる。

「やられたー。海翔、重くなったね」

「ちゅよくなったの！」

「そうだね。強くなった。ママも強くなりたいな……」

　くすぐってあげると、海翔はキャッキャッと喜ぶ。

（今の電話、ちょっと強引だった。強気に出る理由はなに？）

　海翔の誕生日から逆算したら、確かに体を重ねたあの一夜が怪しいと思うのかもしれないがそれだけで確信を持てないだろう。

　しかし布施は、『海翔くんが俺の子だという話についてだ』とはっきり言った。

　その押しの強い声が耳から離れず、不安が広がる。

（他の証拠も掴んだとか？　いや、そんなものはない。両親にも真野ちゃんにも打ち明けていないのに。思い込みが強いだけ？　ううん、布施さんは感情だけで突っ走るタイプじゃない。とすると、私を限界まで揺さぶって、真偽の判断をしようとしているのか）

　交渉事において瑞希は経験が浅く、布施には十分なキャリアがある。

　彼を相手に望む結果が得られるのか、自信がない。

　劣勢に立たされた気分で顔を曇らせた瑞希は、愛しい息子をぎゅっと強く抱きしめた。




「お母さん、ごめんね。海翔をよろしく。二十時半には帰るから」

「いいよ。海翔の機嫌も直ったし、ゆっくりしておいで」

　土曜になり、布施に会うために瑞希は出かけようとしている。

　玄関先で見送ってくれるのは母で、居間にいる海翔はゴーゴーレンジャーのＤＶＤに釘づけだ。

　瑞希が海翔を残し夜に外出するのは初めてのことで、さっきまで一緒に行くと言って泣かれて困った。

　新しいＤＶＤを買っていなかったら、出かけられなかったかもしれない。

　なんとか聞き分けてくれてよかったのだが、それでも晴れやかな気持ちではなく息子を置いていくことに罪悪感を覚えて眉がハの字に下がった。

　すると母に笑って肩を叩かれた。

「あんたも息抜きが必要でしょ。ひとり親だからって自分の時間の全部を海翔のために使ったら、苦しくなって潰れるよ。幸いお母さんとお父さんはまだ元気なんだから、頼りなさい」

「ありがと……」

　それも子を想う母ということなのか、温かさに瑞希の目頭が熱くなる。

　しかし菩ぼ薩さつのように見えていた母の笑みが、「ところで」という言葉で意味ありげなものに変わった。

「誰と食事？　学生時代の友達？　それとも今の職場の人？」

「前の職場の上司。ええと、仕事紹介とかそういう話じゃないんだけど、会いたいと言われて……」

　なんと説明すべきか迷っていたら、母が口元に手を当てた。

　三日月形の両目が明らかにニヤついている。

「デートに誘ってくれる人がいるんだ」

「違っ――」

「いいじゃない。最近、電話してる人でしょ？　外務省にお勤めなら、安心して瑞希と海翔を任せられるわ。恋も頑張んなさい」

「そういうのじゃないんだよ。ほんと……」

　すっかり勘違いされてしまったが、約束の時間を気にして「行ってきます」と外へ出た。

　時刻は十七時三十五分。

　秋は深まり、日没は早く、濃紺色の空に星が瞬いている。

　瑞希はよそ行きのパンプスを鳴らして、急ぎ足で駅に向かった。

　薄手のコートの下は、フェミニンな茶系のロング丈ワンピース。

　スカートに細かいプリーツがついていて、上品な印象のものだ。

　小さなダイヤのネックレスとパールのイヤリングもつけ、メイクもしっかり施した。

　布施に会うからめかし込んだのではなく、彼が予約した店にドレスコードがあるためだ。

　メールで知らされたその店は、調べてみるとフレンチレストランで、夜はコース料理しか提供していないとホームページに書かれていた。

　それなりの格好でなければならないと支度したけれど、正直に言うと、布施と会えることへの浮き立つ思いも微かに感じている。

（喜んでいる場合じゃないのに）

　電車で移動し、高級感漂う繁華街を五分ほど歩く。

　目的のフレンチレストランは、近代的な商業ビルの十五階にあった。

　約束の時間ほぼぴったりに店の前に着くと、入店せずに布施がドア横で待っていた。

　ビジネス用ではない、洒落たデザインのネイビースーツとネクタイが、彼の精悍な美貌を華やかに引き立てている。

　デートファッションの如きその姿もさることながら、瑞希が現れたことにホッとしたように瞳を細めたので、ドキッとしてしまう。

（来ない可能性を感じていたのかな。海翔がぐずってドタキャンすることになっていたら、がっかりさせたのだろうか）

「お待たせしてすみません」と会釈した瑞希に、布施が一度首を横に振った。

「入ろう」

　口角を上げた彼は瑞希の横に並ぶと、さりげなく腰に腕を回してドアへと誘う。

　上司と部下として布施とふたりで食事をしたことは何度かあったが、フランス紳士のように体に触れてエスコートをされたのは初めてで瑞希の心が波打った。

（私の知ってる布施さんと少し違う。女性として扱われている気が）

　母には違うと言って出てきたが、彼はデートのつもりで誘ったのではないかと錯覚しそうで動揺した。

　再会してから、ちらほらと顔を覗かせる恋心に困る。

（いけない……）と瑞希は今も自分に言い聞かせ、愛しさを無理やり押し込めた。

「布施様、お連れ様、いらっしゃいませ。お待ちしておりました」

　入口で応対するのは、四十代に見える黒服の男性で、マネージャーと英語で書かれたプレートを胸につけていた。

　店内にはピアノクラシックが控えめに流れ、ドレープのついたえんじ色のカーテンやアンティーク調のウォールランプ、凝った浮彫の壁が西洋の古城を思わせる。

　足元は絨毯敷きで、八つのテーブルがゆったりと配されていた。

　窓からは夜景が見えるようだ。

　三組の客が食事中で、皆上品な装いをして穏やかに談笑し、ここには優雅な時間が流れていた。

（こういうお店は久しぶり。海翔を連れてだと、ファミレスかラーメン屋かファストフード店が精一杯だから。こんな上等な店じゃなくてもよかったのに）

　なぜここを予約したのだろうと思いつつ、コートを預け、黒服のマネージャーの案内で足を進める。

　フロアに見えている範囲のテーブルは素通りし、奥の扉の向こうへ。

　その先には通路が続き、真しん鍮ちゅうのとってが美しい白いドアが三つ並んでいた。

　その一室に誘われる。

　八畳ほどの広さの個室の天井にはシャンデリア。

　窓は開口が広く、夜景が宝石のようだ。

　壁には油彩画が飾られ、まっさらな二重のクロスをかけたふたり掛けのテーブルセットが中央にある。

　ここはどうやら、ＶＩＰのためのスイートルーム。

「岸きし田ださん、無理を言ってすみませんでした」と布施が声をかけた。

　岸田と呼ばれたマネージャーは、上品に笑む。

「ちょうどこの部屋のご予約にキャンセルが出たところでしたので、お気になさらず。布施様のご要望にはいつでもお応えする所存ではおりますが」

「ありがとうございます」

　どうやら布施は常連客のようだ。

　いつもは誰を連れてくるのかと、つい余計な想像をしてしまう。

（仕事関係の要人、というのが妥当かな。もしかすると、女性を伴って？　京香さんともよく来ていたのかもしれない）

　婚約までした仲なのだからなにもおかしいことはないが、嫉妬してしまう。

　その直後に、なにを馬鹿な想像をしているのだとハッとした。

　思わず額に手を当てたら、布施に「どうした？」と問われる。

「いえ……豪華なお部屋ですね。フレンチレストランの個室は初めてです。私にはもったいないほどに素敵です」

　取り繕うように笑みを向ければ、布施にサラリと言われる。

「この店は森尾に似合っているぞ」

「え……？」

「三年会わない間に大人っぽくなって、魅力が増したと感じていたんだ。森尾は綺麗だ。自信を持っていい」

　真顔で言い切った彼の目が、その後に柔らかな色気を纏まとって細められた。

　瑞希は言葉が出てこない。

　鼓動が高鳴り顔は熱く、口説き文句のような彼の言葉に心が勝手に喜んでしまう。

　岸田が引いてくれた椅子に腰かけても動悸は治まらず、困り顔になった。

（落ち着いて。これはたぶん……交渉術）

　相手を気持ちよくさせ、その後の話し合いを有利に進めようという魂胆だと邪じゃ推すいする。

　我ながら可愛げがないとは思ったが、平常心を取り戻す術を他に見つけられなかったのだ。

（布施さんの術中にはまってはいけない。気をつけて）

　しばらくすると優雅な食事が始まった。

　シャンパンで乾杯し、サーモンのテリーヌのアミューズを口にし、続いてマグロとアンチョビのオードブルに舌鼓を打つ。

　トリュフが香るスープと魚介の蒸し料理は、白ワインと共に楽しんだ。

　美しく繊細に盛りつけられたプレートは、芸術品のようだ。

　ゆっくりと進むディナー中の話題は、布施が大使として赴任していた国について。

　アフリカ全体を共通市場にしようという自由貿易圏や紛争にテロ、日本企業のインフラ投資などの現状と課題を聞かせてくれた。

　その後に布施は、端整な顔に少々寂しげな影を纏わせる。

「辞令が下って、やはり俺はもとの局に異動することになった。元々ヨーロッパが専門だからよかったんだが、中途半端で引き継ぐのが残念だ」

「それは仕方ないですよ。前に布施さんが、こう教えてくれたんじゃないですか。『問題も課題も次々と生じる。決して尽きることはないものだから、業務に関してオールクリアな状態を作るのは不可能だ』ですよね？」

「そうだったな。過ぎたことを引きずるな、と教えたかったんだ。森尾に励まされる日が来るとはな」

　フッと笑った彼が、メイン料理の牛フィレ肉のポアレ、マスタードソースがけにナイフを入れた。

　カトラリーの扱い方が自然で堂に入っている。

　海外と日本を行き来するのが日常であるからだろう。

　メインの終わりまで来る頃には、瑞希はすっかりこの時間を楽しんでいた。

　他の人からすれば、なにを硬い話をしているのかと思われるかもしれないが、瑞希の心は弾んでいる。

　興味がある話題だから、ということだけではない。

　専門的な話を、外交官をリタイアした自分にも話してくれるのが嬉しかったのだ。

　美味しい料理と久々のアルコールも心をほぐしてくれる。

　三十年物のブルゴーニュ産の赤ワインを飲んでいると、フランスの街角の景観や香りまでが思い出され懐かしい気分にさせられた。

（研修時代は楽しかった。常に成長を求められるのは大変だったけど、充実感と達成感は他では得られないものだった）

　素晴らしい人生経験をさせてもらったと感謝はしても、あの頃に戻りたいかと問われたらノンと答える。

（私には海翔がいる。海翔の幸せを守ることが、今の私にとって一番大切なことだから）

　モンブランとカットフルーツのデザートが出された時、入店から一時間半が経過していた。

　今日は一度も海翔のことを聞かれず、このまま食事だけ楽しんで終わるのではないかとのんきな方へ気持ちが傾く。

　デザートフォークをせっせと口に運び、とろける栗の甘みと香りを堪能中だ。

　ほっぺが落ちそうで左手で支えながら笑みを向ける。

「美味しい！　ケーキの中でモンブランが一番好きなんです」

「知ってる。だからデザートをこれにしてほしいと頼んだんだ」

「えっ、私、布施さんの前でモンブランの話をしたことがありましたっけ？」

　無言になった布施にじっと見つめられて、瑞希の心臓が跳ねる。

　なにかミスをした時、叱る前に布施がそういう顔をするからだ。

　俺との会話を覚えていないのかと責められる予感に身構えたが、彼がフッと笑った。

　なぜか懐かしげな雰囲気もある笑みで。

「モンブランが好きだと、言葉にされたことはなかったな」

　彼がしみじみと語りだす。

「それでも知っていた。コンビニに秋の新商品が並ぶと、森尾は嬉しそうな顔をしてモンブランを買ってきて庁舎のデスクで食べていた。パリのカフェではデザートメニューを見ながら、早く秋にならないかとぼやいていたこともあったな。自分でも気づかなかったが、俺は随分と森尾を意識していたようだ。世話をしていた部下は他にもいるのに、デザートの嗜好まで知っているのはお前だけだ」

　特別視してくれていたと知り、瑞希の顔が熱くなる。鼓動はうるさく鳴り立てていた。

　腕組みを解いた彼が、前髪を掻き上げてから、左の口角を上げた。

「この意味、どう捉える？」

　アーモンド形の瞳はシャンデリアの明かりを映し、艶めいて見える。

　色気を溢れさせた彼に上手な対応などできず、困って目を逸らしたら、「こっちを見ろ」と命じられた。

　再び交えた視線の先で、彼は真顔である。

　今さっきまで放っていた色気をスッと消して、先ほどと異なる緊張感が漂い瑞希をドキッとさせた。

　ジャケットの内ポケットに右手を差し入れた彼は、白い封筒を取りだすと、瑞希の目を見ながらおもむろにテーブルに置く。

「これは……？」

　問いかけた瑞希に、布施が中を確かめるように促した。

　瑞希は恐る恐る封筒を手にし、中から三つ折りの用紙を取り出す。

　それを広げて、目に飛び込んできた文字に心臓が鷲掴まれた。

　同時に緊迫感ある布施の声が耳に届く。

「ＤＮＡ鑑定の結果だ。九十九パーセント以上の確率で、俺と海翔くんが親子だと証明された」

　瑞希は頭が真っ白になり黙り込んだ。

　手が震えて、鑑定書がカサカサと音を立てる。

　数秒後に思考が働きだしたが、逃げ道を見つけられない。

　肯定確率の数字と『生物学的父親と判定できる』との文面を見つめ、「どうして……」と呟くのに精一杯であった。

　布施のため息と、低く静かな声が響く。

「海翔くん……いや、海翔に会った時に、髪の毛を持ち帰らせてもらった。勝手な真似をしてすまない」

「あっ……」

　瑞希はその日のことを振り返った。

　母子で保育園から出て家路に向かう途中、追ってきた布施に呼び止められた時のことだ。

　ゴーゴーレンジャーごっこを少しした布施は、『おしまいだ』と言ったあとに海翔の頭を撫でた。

　髪の毛がぐしゃぐしゃになるくらいに両手で掻き回し、それから手櫛で整えていたのは、抜け毛を持ち帰るためだったようだ。

　二週間後くらいに連絡すると言ったのは、ＤＮＡ鑑定の結果が出る日数を考えてのことだったらしい。

（やられた……）

　瑞希は悔しさに唇を噛んだ。

　けれども気づけなかった愚かさを悔やんでいる場合ではない。

　布施の子ではないと言い張ることができなくなってしまったのだから。

「ごめんなさい……」

　目を合わせられずにうつむいたまま、力なく謝罪した。

　布施が落ち着いた声で確認してくる。

「俺の子だと認めてくれるんだな？」

「はい……。私に交際相手がいたのは学生の時だけです。数年間、誰とも体の関係はありませんでした。だから布施さんとの、あの夜に妊娠したんだとわかっていました……」

　店内ＢＧＭのピアノソナタに、布施のため息が交じる。

　怒っているのか呆れているのか……彼の心情を推測して、瑞希はさらにうなだれた。

「教えてくれ。なぜ黙っていた？」

「それは……」

　少し迷ってから、今さら隠しても意味がないと思い、瑞希は正直に打ち明けた。

　どうしても産みたくて、中絶を求められるのが怖かったこと。

　婚約解消で傷心だった布施に、さらなる心労を与えたくなかったこと。

　あの夜を悔いていることも話した。

　布施を慰めたいという気持ちより、恋心が勝って誘ってしまった後悔だ。

　落ち度のない布施に、妊娠の責任を求められるわけがない。

　ポツポツと話しながら、瑞希の胸には改めて申し訳なさが膨らんでいた。

「布施さんに迷惑をかけたくないんです。認知をすれば布施さんの今後の恋愛や結婚に支障がでるかもしれません。婚外子の存在は出世にも響くかも。だから知らせませんでした。本当に申し訳ありません」

　テーブルに額がつきそうなほどに頭を下げて謝罪した。

　それから泣きそうな気持ちをこらえて顔を上げると、布施と視線を交える。

　布施は眉間に皺を刻み、口を閉ざしている。

（怒らせて当然よね）

　瑞希は胸に痛みを覚えつつ、お願いする。

「海翔の心配はいりません。両親が子育てを手伝ってくれますし、経済的にも困窮していませんので。ですから知らなかったことにしてください。どうか……」

　ひとり親でも平気だと伝えたくて、微笑んでみた。

　けれどもそれはぎこちなく、余計に彼の眉間の皺を深めてしまった。

　瑞希は目を逸らし、ＤＮＡ鑑定書を封筒に入れてハンドバッグにしまうと席を立とうとする。

　すると布施の手が伸びて、テーブル越しに瑞希の手を握った。

　鼓動を跳ねらせた瑞希に、布施が苦しげな顔をして言う。

「座ってくれ。まだ話は終わっていない」

「布施さん……終わりにしましょう。知らなかったことにするのが一番いいんです」

「よくないだろ。義務ではなく俺が責任を取りたいと望んでいるんだ。認知をさせてくれ」

「勝手に産んだのは私です。布施さんが責任を取る必要はないんです」

　布施が目幅を狭め、瑞希の手首に力が加わった。

　逃がしてくれない様子の彼に、瑞希は仕方なく浮かせた腰を下ろす。

　手を離してくれた布施が、いくらかホッとしたように表情を和らげた。

「森尾は誤解している。俺の子を産んでくれたのに、迷惑だと思うはずがないだろう。妊娠が判明した時に教えてくれたなら、産んでほしいと即答した」

「えっ……？」

　驚きに目を丸くすれば、布施の口角が上がる。

　目は弧を描き、諭すような声は優しい。

「あの夜、俺は森尾に慰められて、心が軽くなった。酒に溺れるほど傷ついたしょうもないプライドを、森尾が救ってくれたんだ。感謝している。自分を責めないでくれ」

（責められて当然なのに、感謝って）

　布施の反応が予想と真逆であったため、瑞希は戸惑う。

　喜んでいいのかもわからず、目を瞬かせたら、布施が切なげに目を細めた。

「小堺から聞いた。俺が子供の父親だと誰にも言わなかったそうだな。全てひとりで抱え、随分痩せたとも……。国外に逃げた俺の方こそズルい卑怯者だろ。日本にいたなら、気づいて森尾を支えられたのに」

「布施さん……」

　瑞希の唇が震えだし、噛んで涙をこらえようとした。

　つらかった妊娠期間が思い出される。

　上司や同僚たちを戸惑わせ、中には蔑さげすむように見てくる人もいた。

　ひそひそと陰口を叩かれていたのも知っている。

　精神的に参っていたせいかつわりも重く長く、倒れそうになりながらも、職場に迷惑をかけないようにと業務量は減らさなかった。

（苦しくて、布施さんに知らせて守ってもらいたくなる時もあった。でもそれはできないし、誰にも相談できなくて、不安に押し潰されそうだった。何度夜中に泣いたことか）

　向けられる視線が優しいから、強がりの仮面を剥がされそうになる。

　妊娠中の苦しみを理解してくれた上に、産んでほしいという言葉までもらえて心が喜びに震えていた。

（もう十分です……）

　お礼を言おうと口を開いたら、涙が溢れてしまった。

　慌ててハンカチを出し、両目を押さえる。

（泣いたら駄目。同情してくれと言わんばかりじゃない。シングルマザーで育てると決めて産んだんだから、強くならないと）

　布施が席を立った音がした。

　涙を拭えば彼がすぐそばに立っていて、大きな手で頭を撫でられた。

　滲にじむ視界に映る美麗な顔は微笑んでいる。

「ひとりで頑張らせてすまなかった。だが、これからは……」

　布施がジャケットのポケットからなにかを取り出し、瑞希の前に置いた。

　それは白い指輪ケースで、蓋が開けられると大粒のダイヤのエンゲージリングが輝いた。

　瑞希は涙が止まるほどに驚いて、息をのむ。

「俺と結婚してほしい」

　見開いた目を彼に向けたら、苦笑された。

「本気だぞ。ふたりで海翔を育てたい」

（認知だけじゃなく結婚？　私と布施さんが？）

「そ、それは……」

　困惑を表情に出せば、彼の顔も曇る。

「今、恋人か好きな男がいるのか？」

「いません。でも駄目です。受け取れません。布施さんの人生を縛りたくない。私のことをなんとも思ってないのに、結婚なんて……」

　恋心は一方通行だと思うので、プロポーズを喜べない。

　京香に婚約破棄されてから、ふた月足らずで布施は日本を発った。

　それから三年も会っていなかったのだから、布施が瑞希に恋愛感情を持っているはずがない。

（責任の取り方として、結婚はいきすぎだよ）

　瑞希は首を横に振ったけれど、布施は強引に瑞希の手に指輪ケースを押しつけた。

「なんとも思っていないというのは違う。帰国してからは毎日、森尾のことを想っている」

「それは、海翔の父親ではないかと疑問に思っていたからで――」

「それだけじゃない。俺のために黙して、ひとりで産んでくれた。海翔を見たら、大切に育てられているのがわかったよ。ありがとう。森尾の芯の強さと行動力を尊敬する。この前、会った時に四葉のクローバーのメモ用紙を見せたよな。捨てることができずに取っておいた理由が最近になってわかった」

「理由……？」

　布施が魅力的に微笑むから、瑞希の鼓動が加速した。

「俺は前から森尾が好きだったんだ。この通り仕事馬鹿の堅物だから、勧められた相手と婚約し、彼女を愛しているつもりになっていた。自分の本心が誰に向いているのかも気づかず。俺が惹かれているのは森尾だったのにな。この年になっても本心に気づけず情けない。申し訳なかった」

（嘘……信じられないよ。だって布施さん、そんな素振り少しも見せなかったじゃない。ただの上司と部下の関係が何年も続いていたのに、そんな話をされても……）

　真摯な眼差しを向けられても、これも交渉術ではないかと勘繰った。

　結婚して海翔を育てるというのが布施の望む責任の取り方らしいから、その目的達成のために瑞希が好きだと嘘をついたのではないかと。

「考えさせてください」

　結婚はしないと突っぱねることができなかった。

　彼への恋心が邪魔をして。

「急なお話なので、心が追いつかないんです」

　指輪ケースをテーブルに置いて、瑞希は眉尻を下げる。

　残念そうな顔をした布施だが、頷いてくれた。

「そうだな。結果を急ぎすぎてすまない。まずは離れていた三年分を取り戻さないといけないな」

　指輪ケースは閉じられ、彼のポケットへと戻された。

　それを見た瑞希は、受け取らなかったくせに残念に思う。

（もしこの先、布施さんが嘘偽りなく私を愛してくれたなら、その時に受け取りたい。でも……無理だよね）

　ただでさえ女性としての魅力が乏しいのに、出産してからはメイクもファッションもいい加減になっている。

　布施に愛される日が来るはずはない。

　瑞希にとって布施は、手の届かない憧れの人。

　片思いの期間が長すぎて、今はまだ夢物語にしか思えないのであった。










信じたい




　豆電球のみの薄暗い寝室に、小型ヒーターの電熱線が赤く光っている。

　居間のテレビの音が小さく聞こえてくる中で、海翔が寝ていた。

　時刻は二十二時。

　やっと寝てくれたかと、瑞希は息をついて布団に身を起こした。

（鼻水が出ていると、なかなか寝てくれない。ズピズピ言って苦しそう。お薬、日曜までの分しかないから、月曜に病院に行かないと）

　季節は冬に入り、保育園で風邪が流行りだした。

　熱はないが喉が少々赤く鼻水が流れるように出るので、昨日近所の小児科を受診した。

　海翔が風邪を引くたび、瑞希は不安になる。

　風邪くらいでと思われるかもしれないが、ひとり親ではこの子を守り切れないんじゃないかと怖くなるのだ。

（お願い、早く治って……）

　布団の上に膝を抱えるようにして座り、海翔を見つめる。

　しばらくしてから時刻を確かめようと携帯電話を手にした。

　すると布施からメッセージが届いていた。

　海翔を寝かしつけるために消音モードにしていたため、気づかなかったのだ。

　フレンチレストランで布施と会ったのはひと月ほど前のことで、ＳＮＳアプリで連絡が取れるようにした。

　それからは毎日のようにやり取りしている。

　内容はほとんど海翔の様子についてだ。

　トーク画面を開くと、【海翔の風邪の具合はどう？】というメッセージが。

　鼻水のせいで寝つきが悪く、先ほどやっと寝たところだと伝えたら、すぐに既読がついた。

【熱は？】

【ないです。保育園も普通に行きました】

【よかった。もし夜中に発熱して夜間当番病院を受診するなら連絡して。車を出す】

【布施さん、心配しすぎですよ。解熱剤もありますし、たとえ熱が出ても朝まで様子を見ます。明日の土曜は午前中までかかりつけの小児科が診療してますので大丈夫です。子供は風邪を引いて強くなっていくものですから】

　つい先ほどまで、この子を守れるかと不安になっていたというのに強がってしまう。

　けれども、彼を安心させようと送った文面で瑞希の不安も薄らいでいった。

（結婚している人は、心配事を夫婦で話すことで解消しているのかな。シングルの私が、同じようにできるなんて不思議）

　海翔の心配をしたあとは、治ったら三人でどこかへ遊びに行こうと誘われた。

　父子関係を認めた以上、交流を拒むつもりはない。

　まだ二歳の海翔は手がかかるのでふたりで遊びに行ってきてとは言えず、三人でのお出かけも了承するつもりでいる。

　けれども、まだ一度も実現していない。

　瑞希と布施のスケジュールが合わなかったり、瑞希の両親が先に海翔とお出かけの約束をしていたり、こうして風邪を引いたりするからだ。

【そうですね。いつになるかわかりませんが、治ったら行きましょう】と返したら、間が空いた。

　会話は終了したのだと思いアプリを閉じたが、布施から返事が来た。

　トーク画面に戻ると、【会いたくてたまらない】という言葉が。

（そんなに……？）

　親子とはいえ、布施は海翔に一度しか会ったことはない。

　会いたくてたまらないほどの父性が短期間で育つものだろうかと、瑞希は不思議に思った。

　目を瞬かせつつ、【海翔の写真、送りましょうか？】と聞いたら、こんな返事が。

【海翔にも会いたいが、今は森尾に会えないことが苦しい】

　途端に瑞希の頬が熱くなり、鼓動が弾む。

　フレンチレストランでの好きだという言葉は本心だったのかと思いそうになる。

　けれども無垢な少女ではないので、簡単には信じない。

　なにより外交官時代に、騙されないよう全て疑えと教えてくれたのは布施である。

　深呼吸して速まる鼓動を鎮めた瑞希は、嘘をつく。

【海翔が起きそうなので今夜はこれで。おやすみなさい】

（海翔を産む前なら、嬉しくて舞い上がっていただろうな。でも今は……）

　素直になれないのは、怖がっているせいだと瑞希は考える。

　布施の言葉を信じて結婚しても、愛情が本物でなければきっとお互いに苦しくなる。

　やっぱり無理だったと別れた時に、傷つくのは瑞希だけじゃなく海翔もである。

（だから私は怖いんだ。慎重になって当然でしょ）

　布施からも【おやすみ】という返事が来て、瑞希は携帯電話を畳に置いた。

　鼻水で苦しそうだった海翔の呼吸は、今は落ち着いている。

　半開きの口元が可愛らしく、ニコッと笑ったかと思ったら、うにゃうにゃと寝言を言った。

（寝ている時の海翔は、赤ちゃんみたい）

　困り顔だった瑞希の頬が緩む。

　どんな楽しい夢を見ているのだろうと、息子の頭をそっと撫でた。




　地球は同じ速度で動いているというのに、大人になると子供の頃より速く時間が過ぎる気がする。

　会いたくてたまらないと、布施からメッセージをもらった日から八日が過ぎていた。

　土曜の今日、瑞希は職場ホテルの大ホールにいる。

　友引なので結婚式の予約が三件あり、瑞希は午前と午後に一件ずつサービスの仕事をしたところだ。

　午後の披露宴がお開きとなり、来客たちがぞろぞろとホールを出ていく。

　従業員一同頭を下げて見送って、扉が閉じた途端に慌ただしく片づけが始まる。

　五十ある円卓上の食器やカトラリー、エプロンなどを片づけ、テーブルクロスをはいで天板を外す。

　大きくて重たい木製の天板は、縦にして転がしてバックヤードに運ぶ。

　それでも非力な女性スタッフでは難しく男性スタッフの仕事とされているのだが、瑞希は若い男性たちに交じって一緒に天板を転がした。

「森尾さんはなんでもできるんですね。力持ちですごいです！」

　集めたテーブルナプキンを両腕に抱えた鏑木に褒められ、瑞希は苦笑する。

（イヤイヤと暴れる海翔を右肩に担いで、左手に牛乳や醤油のボトルの入った重たい買い物袋を提げて帰ることもよくある。そのせいで筋力がついたよね。私も一応女だから、力持ちと言われても喜べない）

　二十八人の従業員の手により、披露宴会場がたちまち崩され、元のなにもない状態に戻されていく。

　新郎新婦が座っていた高砂も、あとはステージの足場を残すのみだ。

　瑞希は床に落ちた花びらを拾いつつ、もうすぐ退勤時間だといくらか気を緩めた。

　すると昨日、布施から送られてきたメッセージが思い出された。

【明日の仕事は何時に終わる？　キッズスペースのあるレストランを見つけたんだ。食事に行かないか？】

　瑞希の今日のシフトは十八時までである。

　それから帰宅して出かけるとなると、海翔の夕食時間が遅くなり、帰ってからのお風呂や就寝時間にも影響が出てしまう。

　生活のリズムが崩れるからという理由で、布施の誘いを断った。

　そうしたら日曜はどうかと提案されたのだが、残念ながら明日も退勤時間は同じ。

　断ってばかりで申し訳ないと思いつつも、また今度と返事をせざるをえなかった。

（避けているわけじゃないよ。本当に予定が合わないだけで）

　そんな風に心の中で言い訳していたら、つい仕事の手が止まっていた。

「森尾さん」と声をかけてきたのは蛭間で、瑞希はハッとして謝った。

「ぼんやりして、すみませ……あっ、花束！　すぐにやります」

　高砂を飾っていた花を持ち帰りたいと新婦に言われ、披露宴終了後に花束にして控室に持っていくよう指示されていた。

　それを忘れていて慌てて周囲を見回したけれど、今にも片づけが終わりそうなホールに花はない。

　捨てられてしまったかと瑞希が焦り顔をしたら、蛭間が「大丈夫」と言ってくれた。

「他の人に頼んだから、もうそれは済んでるよ」

　ホッとしてお礼と謝りを口にした瑞希に、蛭間が心配そうな顔をする。

「疲れてる？　シフトきつい？」

「いえ、そんなことはないです。ちょっと考え事をしてしまい……気をつけます」

　叱られて当然と思い反省した瑞希だが、蛭間が思いがけないことを言う。

「悩み事があるなら、相談に乗るよ」

（えっ……？）

　最近の蛭間は態度が柔らかいとは思っていたが、悩み相談までとは意外である。

　叱られずに済んでよかったとは思うけれど、蛭間にプライベートの相談をする気にはなれないので断りの言葉を探した。

「子供のことで問題を抱えていまして。でも大丈夫です。いますぐ答えを出さなきゃならないことでもないので。ご心配ありがとうございます」

　子供のことでと言ったのは、そうすれば蛭間も追及してこないと思ったためだ。

　蛭間は独身男性で、子育てに関して相談役にはなれないだろうから。

　すると蛭間が寂しげに眉を寄せた。

「そっか。大丈夫か……。あのさ」

「はい」

「そういう時はいったん悩みを忘れて、気分転換に遊びに行くといいよ。日を改めて考えると、案外すんなり解決するものだよ」

「蛭間さん……優しいんですね」

　瑞希の中で、蛭間は初めの頃の印象と随分変わった。

『オールバックの黒服星人を倒してくる』とは、もう海翔に言えない。

　気遣ってくれる彼にお礼を述べ心からの笑みを向けたら、蛭間が照れくさそうに笑った。

「森尾さんが笑顔になってくれてよかった」

「いつもムスッとしてます？」

「いや、いつもも笑顔だけどなんていうか、仕事用って感じだったから。今はいい感じ」

「ありがとうございます。蛭間さんのアドバイス通りに気分転換してみますね。平日の休みの日に、子供とどこかに出かけて遊んできます」

　そう言ったら布施の顔が浮かんできたが、平日の彼は仕事があるので誘えない。

　そのことを残念に感じ、直後にそんな自分を不思議に思った。

（三人で会いたいという布施さんの誘いは受けるつもりでいるけど、仕方なく……だったはず。それなのに、残念に思うのはなぜ？）

　ゆっくり悩みたい気分だが、その時間はなさそうだ。

「パントリーの方、人が足りないから入って」と蛭間に言われ、急いでバックヤードへ向かう瑞希であった。




　十八時にタイムカードを押し、着替えをして家に帰りついたのは四十分後のことだ。

　海翔の夕食はだいたい十八時で、今日のようなシフトの日は母にお願いしている。

　きっともう食べ終えていることだろう。

「ただいまー」と玄関に入り、靴を脱ごうとして首を傾げた。

　見慣れぬ黒い革靴が揃えて置かれていたからだ。

（大きいからお父さんのサイズじゃない。誰の靴だろう。中敷きにフランスの高級ブランドのロゴが入ってる。結構長く履いていそうな皺が入ってるけど、綺麗に手入れされていて）

　瑞希は、かつて布施に言われた『足元には気を使え』という言葉を思い出していた。

　布施いわく、靴を見れば人柄がわかるというのだ。

　新品をとっかえひっかえ履いている人は飽きっぽく、安物を好む人は深く考えず思いつきで行動するタイプ。

　両者のタイプとも口約束では簡単に反故にされることがあるため、書面に残せと教えられた。

　信用していいのは、値段が高くても品質のいい靴を選んで長年大切に履いている人。

　そういう人は靴と同様に、人間関係においてもメンテナンスしながら長く誠実に付き合ってくれるらしい。

　あくまでも布施の経験から来る私見だが、瑞希も一理あるような気がしていた。

　玄関に置いてある黒い革靴は、まさにそういう靴だった。

（ビジネス用だから、お父さんの職場の人かな？）

　瑞希の父が職場の人を自宅に招いたことは覚えている限りで一度もないが、こういう靴を履きそうな親戚や近所の人はいないのでそう予想した。

　けれども居間のドアの向こうから、キャッキャと海翔のはしゃぐ声が聞こえてくるのでまた首を傾げる。

（お父さんの職場の人なら、海翔がうるさくしないように、お母さんが二階か寝室に連れていきそうなものだけど）

「ただいま……」

　そっと居間のドアを開けて中を覗いた瑞希は、息をのんだ。

　なぜか布施がいて、父と隣り合ってソファに座りビールを勧められているからだ。

　海翔がソファの上を跳ね、布施にまとわりついている。

　母は台所から揚げたての天ぷらを山盛り運んできて、ソファ前のテーブルに置いていた。

（どういうこと!?）

　驚きすぎて声にならず、ドアノブに手をかけたまま瑞希は固まっている。

　横顔を見せていた布施が、瑞希の方に振り向いて微笑んだ。

　その顔に、瑞希はさらにギョッとした。

　片側の頬が赤く腫れているからだ。

（もしかして、殴られた!?）

　海翔がソファからピョンと飛び降りて、瑞希に駆け寄る。

　無邪気さ全開の笑みで、言ったことは――。

「ママ、おとーしゃん、ちたよ！」

（お父さん!?　まだ海翔には言ってなかったのに知っているということは）

　父子関係を認めたのに、都合が合わなくて瑞希は布施の誘いをひと月以上も断り続けてきた。

　それで業を煮やした彼が、瑞希に言わずに自宅までやってきたのだろう。

　そして自分が海翔の父親だと告げたから、瑞希の父は娘を妊娠させた上に今まで放置したことを怒って殴ったのではないだろうか。

　そうだとしたら、和気あいあいとした居間の雰囲気が解せないが。

　混乱のあまり、抱きついてきた海翔に「どういうこと？」と真顔で説明を求めてしまう。

　すると菜箸を握る母が笑いながら教えてくれた。

「布施さんが挨拶に来てくれたのよ。いやあねぇ、こんなにちゃんとした人が海翔の父親なら隠す必要ないでしょ。もっと早く紹介しなさいよ」

「う、うん、ごめん。それで、ええと……布施さんの頬の腫れは？　まさかお父さんが……」

　ビールをあおり、しいたけの天ぷらを口にしている父に非難の目を向けたら、「俺じゃないぞ」と言われる。

　父が顎をしゃくった先には母がいた。

「お母さんが殴ったの!?」

「ビンタを軽く一発ね。だって仕方ないでしょ。今までほったらかしてなにしてたのよって思っても。よくよく事情を聞いたら責められないわね。布施さんに妊娠を隠したあんたが悪いわ」

「ご、ごめん……」

　瑞希が首をすくめたら、ソファから立ち上がった布施が歩み寄った。

「おとーしゃん、抱っこ！」と海翔がせがむ。

　息子を片腕で軽々抱き上げた布施は、スリーピースのスーツ姿だ。

　その姿は見慣れていたが、親子ツーショットは新鮮に目に映る。

　布施が空いている方の手で瑞希の手を握るから、鼓動が跳ねた。

「急に来て悪かった。こうでもしないと、いつまでも会えない気がして。ご両親にもきちんと挨拶しておきたかったんだ」

「あの、避けていたわけではないんですよ。本当に都合がつかなくて」

「それならいいが……。待てなくてすまない」

　自嘲気味に微笑む布施の頬は赤い。

　近くで見ると、その赤みは微かに手形になっていた。

　出勤する月曜までには引くと思うけれど、痛々しい。

「頬は大丈夫ですか？　うちの両親になにも言っていなかったので、こんなことになってすみませんでした」

「いや、当然の報いだと思っている。むしろこれくらいで済んでありがたい。ご両親に説明とお詫びをしたら、許してもらえたよ」

　布施が斜め後ろに振り向いて瑞希の母を見た。

　母は失敗した時には笑ってごまかす癖がある。

　今もアハハと笑って、布施を叩いてしまったことを流そうとする。

「ごめんなさいね。まぁとにかく、これからはよろしくということでたくさん食べて飲んでいって。そうそう、冷凍庫に小エビがあるのよね。かき揚げも作ってお婿さんに食べてもらおうかな」

　母が台所に戻っていくと、ビールで赤ら顔の父が布施を呼んだ。

「おい布施くん。いや息子になるんだから潤一くんでいいな。こっち来て座ってくれや。せっかくの天ぷらが冷めちまう」

（えっ、息子って。お母さんもお婿さんとか言ってるし）

　海翔は布施の腕の中でバタバタ手足を動かしてご機嫌だ。

「ちぇんぷりゃ。海翔も食べゆ！」

　いつもの海翔は食べるより遊びを優先したがる。

　しかも夕食を終えたばかりなのにと瑞希は驚いた。

「瑞希、海翔も食べるとよ。フォークと皿、持ってこい。お前も夕食まだだろ。こっちで食え」

「う、うん」

（それより、気になることがあるんだけど）

　とりあえず、待てない海翔が機嫌を損ねないよう子供用の食器やエプロンを準備した。

　並んで三人掛けのソファに座る父と布施。

　その向かいに子供椅子を置いて海翔を座らせ、瑞希は絨毯に直に腰を下ろす。

　海翔に食べさせつつ、テーブル越しに布施に聞いた。

「布施さん」

「なに？」

「うちの親に、どんな挨拶をしたんですか……？」

　すると紳士的な笑みを浮かべていた布施の口角がニヤリとつり上がった。

　それは一瞬だけで、すぐに誠実そうな顔に戻り、「ごく普通の挨拶だよ」とだけ答えをくれた。

（その普通を説明してほしいのですが）

　目を逸らした布施を追及したかったが、先に父が話しかけてしまう。

「潤一くん、それでいつ入籍するんだ？」

「私はすぐにでも籍を入れて一緒に暮らしたいのですが、瑞希さんからもう少し待ってほしいと言われていますので」

（え……）

　瑞希は目を丸くして布施を見た。

　おそらく瑞希の視線は感じているであろうに、なに食わぬ顔をしてビールを飲んでいる。

「瑞希、なに渋ってんだ？　保育園から自宅が遠くなるからか？」

　父から瑞希への問いかけについても、答えたのは布施だ。

「先週、引っ越したんですよ。この近くのマンションに。実家と保育園に近い方が、瑞希さんも安心かと思いまして」

（え……）

　海翔の取り皿に入れようとした、さつまいもの天ぷらを絨毯に落としてしまった。

　ふたりの会話を聞く限り、布施と瑞希が近々結婚するという前提があるようだ。

　そうなったのはたぶん、布施がそのように説明したからだろう。

　瑞希は婚約指輪を受け取らなかったというのに。

（私が承諾しないから、外堀を埋めるつもりなんだ）

　これから毎日、早く入籍しろと両親にせつかれるのは想像にたやすい。

　非難の目を布施に向けたが相変わらず視線は合わない。

　涼しげな顔で父のグラスにビールを注ぎつつ、「お父さんはビールの銘柄にこだわりはありますか？　よければ今度、ドイツビールを差し入れたいのですが」などと父との仲を深めようとしている。

（そうだった。布施さんは用意周到に攻める人だった）

　要人との外交交渉に臨む時、そこがスタートではなく、あらかじめ裏であらゆる手を尽くす……布施はそういう仕事の仕方をする人だったと、瑞希は感心と呆れの交ざった心持ちでため息をついた。

　きっと今日はあえて瑞希のいない時間を狙って挨拶に来たのだろう。

　瑞希の両親を味方につけ、援護射撃をしてもらおうという狙いのもとで。

　その理由はもちろん、どうしても瑞希と結婚したいからで……。

「布施さん……」

　困るという思いを込め、弱々しく呼びかけた。

　すると振り向いたアーモンド形の目が、瑞希の思いを感じ取ったように寂しげに細められた。




　翌日の日曜日、正午からシフトに入っていた瑞希は十八時になってタイムカードを押した。

　着替えをしてホテルの従業員出入口から外に出ると、すっかり暗くなっている。

　北風の冷たさにコートの襟を立てホテルの敷地から出ようとしたら、「待って」と後ろに声がした。

　振り向けば、追ってきた蛭間が瑞希の前で立ち止まった。

　彼はまだ黒服を着ていて、仕事中に抜けてきたようだ。

「なにか……？」

　やり忘れや持ち帰りの仕事などはない。

　シフトの変更でも告げに来たのかと、瑞希は予想した。

　しかしなぜか蛭間は緊張した面持ちである。

「森尾さん、昨日話したことなんだけど」

「えーと、なにを話しましたっけ？」

「ぐっ……気分転換の話」

　顔を引きつらせた蛭間だが、「ああ」と思い出した瑞希に、気を取り直したように話を続ける。

「今度、遊園地に行かない？」

　蛭間が誘ったのは、ウサギのキャラクターで有名なテーマパークだ。

「え？　職場のみんなでですか？」

「俺と森尾さんとお子さんの三人で。駄目、かな……？」

　ホテルの門柱を照らす明かりの下でもはっきりわかるほど、蛭間の頬は赤い。

（どうして私と海翔を誘うの？）

　目を瞬かせた瑞希だが、やっと気づいた。

　好意を持たれていることに。

（じゃあ、前にスイーツバイキングに行こうと言われたのもデートの誘いだったの？　未婚のシングルマザーでアラサーの私より、鏑木さんのような若くて可愛い子の方がいいでしょう。どうして私を!?）

　瑞希の頬も熱くなる。

　三十間近であっても恋愛経験が乏しいので、動揺して鼓動が加速する。

　蛭間に恋愛感情を抱くことはできなくても、異性として初めて彼を意識した。

「あ、あの、お誘いありがとうございます。でも私――」

　断ろうとしたその時、「お待たせ」と声をかけられた。

　振り向くより先に、声の主が瑞希の隣に並んだ。

　その顔を見ると布施で、瑞希は目を丸くする。

「布施さん!?」

　昨日といい今日といい、意表をついて現れる彼に瑞希はまた驚かされる。

　どうしてと問う前に、作ったような笑みを浮かべる布施が蛭間と対峙した。

「職場の方ですか？　いつも妻がお世話になっています」

「妻!?」

　聞き返した蛭間は口をパクつかせている。

　瑞希は唖然として、布施の横顔を見つめる。

　アーモンド形の目が、心なしか挑戦的に光って見えた。

　蛭間が瑞希に問う。

「森尾さん、シングルマザーだと言ってたよね？」

「そうです。未婚です。こちらは前職の上司で、えーと……」

　なんと紹介すべきか迷ったら、布施が瑞希の肩を抱き寄せた。

　肩を掴む大きな手から伝わるのは、独占欲だ。

「きゃっ」と驚きの声を漏らした瑞希は、たちまち鼓動を高まらせる。

（この腕はなに!?　蛭間さんと私の会話が聞こえて、まさか嫉妬してるの？）

「失礼。近々結婚するものですから、先走って妻と言ってしまいました。私の大切な女性と言うべきでしたね。ちなみに彼女の子供は正真正銘、私の息子です」

　布施の腕も蛭間に釘を刺すような言葉も、愛情があるゆえの嫉妬かと思いたかったが、単に目的達成のための牽制かもしれないと瑞希は考える。

　目的とは、海翔を自分の手で育てるために、瑞希と結婚することだ。

「そう、ですか……」

　蛭間は半信半疑といった顔を瑞希に向ける。

　無言で問われた瑞希は困り顔になったが、戸惑いつつも頷いた。

（結婚はまだ決められないけど、蛭間さんの気持ちには応えられないし、そういうことにしておこうか）

　蛭間があからさまに肩を落とす。

　落ち込んでいるところ申し訳ないが、瑞希はテーマパークの誘いを断らなければと口を開きかけた。

　けれども先に蛭間が「さっきのはなかったことにして」と言い、ゆっくりと背を向けた。

「仕事に戻るよ。お疲れ様」

「お疲れ様でした……」

　黒服の背中がいつもより小さく見え、すぐに建物の陰に消えていった。

　瑞希は傷つけてしまったことを心苦しく思いつつも、ホッと息をつく。

　その直後に肩に回されている腕に力がこもり、体の向きを変えられた。

　布施に正面から抱きしめられて、またしても心臓が大きく波打つ。

　布施は今日もスーツ姿で、その上に黒い上質なコートを羽織っている。

　瑞希の見開いた目に、青いネクタイの結び目がアップで映っていた。

　男性物の爽やかな香水の香りもほのかにする。

（私、なんで抱きしめられてるの……!?）

「森尾」

　耳に忍び込む声に、不愉快さが滲んでいる。

「あの男に言い寄られていたのか？」

「ち、違います。遊びに行かないかと誘われただけで……」

「行きたかった？　俺が来なければ、その誘いを受けていた？」

　瑞希は布施の胸を押して抱擁を解き、端整なその顔を仰ぎ見た。

　彼の目に嫉妬の色を見つけたかったのだ。

　けれども、覗かれまいとして目を逸らされる。

「余計な質問だった。忘れてくれ」

　問いかけを撤回したあとに彼は、「スマートじゃないな。焦ってしまった。余裕がなくて……」と顔をしかめる。

　布施が弱音を吐くのを初めて聞いた。

　瑞希は目を瞬かせてから、フッと笑みをこぼす。

　すると、「なんだよ……」と横目で睨まれた。

「布施さんでも焦るんですね。それが私のことでなんて、意外で面白いです」

　布施が不満げな顔をして前髪を掻き上げた。

　外交官時代、到底かなわないはずだった上司をやり込めた気分になり、瑞希は少々調子に乗ってしまう。

「今日の布施さん、なんだか可愛いです」とクスクス笑えば、口を曲げた彼の腕に再び捕らえられた。

「きゃっ」

　両腕に閉じ込められて慌てる瑞希を、布施がやり返す。

「可愛いのはお前だ」

　ゾクリとするような低音ボイス。

　明かりに照らされる瞳が甘く煌めき、距離を詰めてきた。

　耳元で聞いているかのような激しい動悸の中で、布施の唇が瑞希の額に触れた。

　たちまち赤面する瑞希を、布施がククッと意地悪く笑う。

「額でその反応か。口にしたらどうなるんだろうな。試してみようか？」

「だ、駄目ですよ。ここは私の職場なんですから」

　周囲に人の姿はないが、いつ誰が通りかかるかわからない場所でキスはできないと瑞希は考える。

　その直後に、人目につかない場所でならキスしてほしいのかと自分に指摘を入れ、（そういうことじゃなくて）とひとり心の中で慌てていた。

「離してください。人に見られたら困ります」

「どうするかな」と言いつつも、布施が腕を解いてくれた。

　満足げに口の端を上げて。

　瑞希は胸に手を当て落ち着こうとする。

　それにクスリとした布施が、「行こうか」と歩みを促した。

「えっ、どこにですか？」

「森尾の自宅」

　送るという意味ではないらしい。

　今日の布施は休日出勤なのだが、昼過ぎに瑞希の母から夕食に誘うメールが届いた。

　それで、瑞希の退勤時間に合わせて布施も仕事を切り上げ迎えに来たそうだ。

「連日で申し訳ないが、森尾と海翔に会えるのが嬉しいな。ありがとう」

「あの、私はその話を聞いていないんです。うちの母といつ連絡先を交換したんですか？」

「昨日、森尾が帰宅する前にな。今夜はすき焼きだそうだ。勤務先のスーパーで牛肉が二割引きの日だと言ってたな」

（うちは特売の日にしかすき焼きをやらないのよ。家計の事情がバレそうな話まで、お母さんたら）

　この分だと、布施に知られたくないことまでメールに書かれてしまいそうだ。

（生理痛の時に毛糸の腹巻をしているとか、小腹が空いた夜中に海翔のお菓子を食べちゃって泣かれたこととか、去年のヒーローショーで子供に交ざって握手の行列に並んだこととか、それから……）

　母への口止め項目を頭にリストアップしていると、布施が瑞希の手を握った。

　そのまま手を引いて夜道を歩きだす。

　大きくて温かい、頼りたくなるような手だ。

　好きな人に手を握られて、胸がときめかないわけがない。

（夫婦でも恋人でもないのに、いいのかな）

　喜びと、彼の術中にはまってはいけないという思いが交錯する。

　そんな瑞希の戸惑いは伝わったようだ。

　迷いを断ち切れというかのように、布施が握る手に力を込めた。
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「ふーん、それで攻めあぐねているのか。森尾ちゃんって、意外とツワモノなんだな」

　霞が関の外務省庁舎の休憩所で、小堺がそう言った。

　時刻は二十時を回り、周囲に人はいないが、多くの者が残業中だ。

　布施も缶コーヒーを一本飲んだら仕事に戻るつもりでいる。

　そして半分を飲んだところで小堺が現れ、瑞希とのことを根掘り葉掘り聞かれたのだ。

（気心の知れた仲とはいえ、話しすぎた。恥ずかしいな）

　小堺はひと月ほど北京ペキンに出張していたため、こうして会うのは久しぶりである。

　婚約指輪を受け取ってもらえなかったことは前に教えたが、瑞希に結婚を決断させるべく両親に取り入ったり職場の男を牽制したりしたことは初めて話した。

「森尾のご両親も早く入籍するよう促してくれている。海翔も懐いてくれた。それでも森尾本人が頷いてくれない。嫌われてはいないと思うが、警戒されている気がするんだ」

　小堺は自動販売機に背を預け、腕組みして立っている。

　布施はその向かいのベンチシートに座り、疲労した顔で独り言ちた。

「なぜだ……」

　女心は難解だと困る布施を見て、小堺が肩を揺らす。

「笑うなよ」と布施は口の端を曲げた。

「悪い。布施が森尾ちゃんに拒否されてるのを想像したらおかしくて。二度目か。お前って、モテるくせに本命には逃げられるのな」

　二度目とは、かつての婚約者京香を含んでいる。

　古傷には触れるなという思いを込めて、布施はジロリと睨む。

「森尾には、まだ逃げられていない。考える時間が欲しいと言われただけだ」

「期限を設けなかったのか？　この先何年も考え中が続いたら、お前はフランスに異動になるだろ。その間に森尾ちゃんに男ができたりして。のんびり待っていたら、逃げられるぞ」

　それは布施の危惧していることでもある。

　待ってあげたい気持ちと、結婚を焦る気持ちが拮抗していた。

（わかっている。だからこそ、無理にでも時間を作って会いに行こうとしているんだ）

　親子の時間を過ごしたのは、これまでに四回。

　どれも瑞希の母親の力を借りて、夕食時にお邪魔するだけであった。

　足りないとは思うが、瑞希とスケジュールが合わず親子三人でのレジャーはまだ実現していない。

　それでも精一杯喜ばせようと、両親には高級ワインや外国産ビール、海翔にはおもちゃ、彼女にはブランド物のバッグとイヤリングを、これまでに手土産として持っていった。

（おもちゃは海翔が大喜びしてくれたが、森尾にはわがままになるからたまにでいいと言われてしまったな。バッグとイヤリングは明らかな困り顔をされた。店員には、流行りの品だから絶対に喜ぶと言われたんだが）

　眉尻を下げた瑞希の顔を思い出し、布施は小堺に相談する。

「なぁ、森尾が喜ぶ贈り物はなんだろう？」

「おっ、プレゼント作戦か？　森尾ちゃんはブランド物やアクセサリーには興味がなさそうだよな」

「そう、なのか……」

　布施が頬を引きつらせたので、それらをあげて喜んでもらえなかったのがバレてしまった。

　小堺が「馬鹿だな」とニヤリとする。

「森尾ちゃんなら、ゴーゴーレンジャーに出てくる合体ロボのおもちゃだ」

「いや、さすがにそれはないだろ。海翔は喜ぶだろうが、森尾は子供じゃない。いや……森尾なら、あるいは……」

　ゴーゴーレンジャーの悪役を真似てみた時、海翔以上に彼女が興奮していたことを思い出し布施は本気で買っていこうかと悩む。

　すると小堺に腹を抱えて笑われてしまった。

　どうやら冗談で言ったらしい。

　ムッとした布施が立ち上がる。

　残りのコーヒーを一気飲みして空き缶をゴミ箱に放り込むと、休憩所の出口に向かった。

「帰るのか？」と問われ、「まだ仕事中だ」と顔だけ振り向いて答える。

「急ぎの案件？」

「いや。早めにやっておきたい」

　その理由は、瑞希の母から夕食の誘いが来ることを考えてだ。

　せっかくチャンスを与えてもらえたのに、仕事があって行けないと断りたくない。

　それを口にしないので、「真面目だな」と小堺に呆れられた。

「真面目に加えてかっこつけ野郎だ。なにが三年分の空白を埋めないとだ。俺と結婚してくれって、土下座で泣いて頼めよ」

「そんなみっともない真似できるか！」

　つい声を大きくしたら、小堺が目を細める。

「そうそう、そんな感じ。もっと感情を出せばいい。ポーカーフェイスは仕事のみでプライベートには不要だ。お前の愛情が伝わっていないから渋られるんじゃないか？　森尾ちゃんは不安なんだよ。きっと。愛してるって大声で叫んでやんな」

　布施を見る小堺の目は優しい。

　今度はまともなアドバイスのような気がして、布施はドアノブから手を離して体ごと小堺に振り向いた。

（そうか、俺の気持ちが伝わっていないのか。好きだと言ったつもりでいたが、疑われているのかもしれないな）

　片手で口元を覆い真面目に悩む布施を、小堺がまたからかう。

「恋愛に悩むお前、面白いな」

　再びムッとした布施は、今度こそドアノブを引いて廊下に出ると足早に歩きだす。

　すると小堺が追ってきて、隣に並んだ。

「このあと、飲みに行こう。森尾ちゃんとの話、もっと聞いてやるから」

「まだ仕事があると言っただろ。それにお前に相談しても、面白がられるだけだから遠慮する」

「急ぎじゃない仕事は明日にしろよ。実はさ、今回の出張で先方から難題を与えられて困っているんだ。布施の知恵を借りたい。なっ、飲みに行こう？」

「お前の相談かよ……」

　小堺はいい加減に見えて、評価が高い有能な外交官である。

　全てに全力投球ではなく、手抜きができるところとそうでないところの見極めが上手で人を使うのもうまい。

　だから余裕を持って仕事に臨めるのだ。

　その能力を常々羨ましいと感じていた布施だが、今日ばかりは呆れのため息をつくのであった。




　庁舎を出た布施と小堺は、寒空の下を駅方向へ進む。

　仕事の話をする時は個室のある店を使いたいので、少々遠い場所にある寿司屋まで行こうとしていた。

「寒くなったな」とコートの襟を立てる小堺に、布施はフッと笑った。

「北京帰りなのになぜ寒がる？　向こうの方が気温は低いはずだ」

「そうなんだけどさ、着込むから体感としてはそんなに寒くないんだ。東京の寒さは微妙で、ヒートテックのタイツを穿きたくない」

「だから寒いというのか。おかしな理屈だ」

　気楽な会話をしつつ駅前に着いたら、ひとりの女性がふたりに近づいてきた。

　怪しげなアンケートか、キャッチセールスの類だろう。

　そう予想して女性の顔を見た布施であったが、ハッとして足を止めた。

　襟にファーのついた白いコートを羽織り、長く艶やかな黒髪を上品に結った美人。

　彼女は、京香である。

　京香の二重の大きな目が柔らかく弧を描き、赤い唇が開いた。

「潤一さん、お久しぶりです。偶然ですね」

　心臓が痛いほど驚いた布施だが、作り笑いには慣れている。

　一切の動揺を見せずに微笑み返し、「京香さんでしたか。お久しぶりです。お元気そうで安心しました」と社交辞令を返した。

　すると、京香の顔が曇る。

「元気に見えるかしら？　そうでもないんですよ。最近、悩んでいて……。潤一さん、少しお話ししませんか？」

　京香の視線が小堺に振られた。

　帰ってくれと言わんばかりに。

　小堺は苦笑して、布施の肩をポンと叩いた。

「そういうことなら、俺はまた今度にするよ。じゃあな」

「あっ、おい……」

　止める間もなく小堺が離れていってしまい、布施は心の中でため息をついた。

（今さらなんの話があるのか知らないが、仕方ない。聞くだけ聞くか）

　瑞希が好きだという本心に気づいた今となっては、婚約を解消されてよかったと思うけれど、あの時の痛みは忘れていない。

　京香本人の口から心変わりをしたと言われるならまだ納得できるのに、彼女の父である豊島事務次官と布施に見合いの話を持ってきた外務省の上司のふたりが揃って布施を呼び出し、婚約破棄を言い渡したのだ。

　もっといい条件の相手が現れたからという理由で。

　布施のプライドが激しく傷ついたのは無理もないことである。

　京香を連れて引き返した布施は、駅前の適当なコーヒーショップに入ろうとする。

　すると京香が「えっ……」と控えめな驚きの声を漏らした。

　隣に振り向けば、チェーン展開しているコーヒーショップに不満がありそうな顔をしている。

　婚約中、彼女を伴っての飲食は高級店ばかり利用していたから、今日も当然そういう店だろうと期待していたのかもしれない。

「なにか？」

　彼女の心を見透かしていても、布施はあえて不思議そうに問いかけた。

「いえ、なんでもありません……」

　京香は黙って自動ドアの内側に足を入れる。

　抗議をすれば布施が帰ってしまうと思ったからなのか……はたしてその通りであるのだが。

（既婚女性とふたりきりで高級レストランには行けないだろ。知人に見られたら、不倫を疑われる。京香さんは、それがわからないような人ではないと思っていたが）

　京香の夫は、総理大臣も務めた大物政治家の孫で、当人も国会議員を務める鴻池だ。

　妻が夫を裏切ったという記事が出る懸念もある。

　万が一そうなれば、京香が悲惨な目に遭うだろうし、布施としても巻き込まれたくない。

　だから逢引きなどと思われないように、席も道路に面した窓際のカウンターを選んだ。

　店内は九割方席が埋まっていて、カウンターに並んで座るふたりの両隣にも客がいる。

　それについても京香は顔を曇らせていた。

　京香は紅茶、布施はエスプレッソコーヒーを頼み、それらが運ばれてきてから布施が口を開いた。

「それで、話とはなんですか？」

　テーブル上で手を組み、ニコリともせずに布施が隣に問いかけた。

　京香は布施の顔色を窺うような目をしてなにも言わない。

　布施が小さくため息をついた。

「偶然ではなく、待ち伏せしていたんですよね？　あなたが建物の陰から走り出たのが見えましたよ。用件を言ってください。言わないなら、帰りますが」

　京香が悲しげに目を伏せたのは、布施の態度が冷たいからであろうか。

　十数秒黙ってから、彼女がようやく口を開いた。

「怒っているんですね、私のこと。一方的に婚約破棄して申し訳ありませんでした。でも、私にはどうすることもできなかったんです……」

　京香は三年ほど前のことを、切々と語る。

　夫である鴻池と出会ったのは、とある政治家の資金集めパーティーに出席した時で、知人に紹介されたそうだ。

　後日求婚され、京香自身は断りたかったのに父が受けてしまったという話であった。

「潤一さんに連絡を取ることも、父に許してもらえなかったんです。せめて謝罪だけでもしたかったのに……本当にごめんなさい」

　悲しげな京香の顔を、布施は冷静に観察している。

　京香も被害者で、自分たちは権力者によって仲を引き裂かれたのか……とは思えなかった。

　なんとなく演技がかっている気がする。

　結い髪のほつれを気にして手をやる京香に、心から申し訳ないと思っている態度ではないと感じていた。

（結婚指輪を外しているな。夫とうまくいってないのか？）

　その推測は当たっているようだ。

　京香が今にも泣きそうな顔をして、布施に訴える。

「父の言うなりになって今の夫に嫁ぎましたが、この結婚が間違いだと気づいたんです。夫は厳しく冷たい人です。潤一さんとは違う。潤一さんはいつも紳士的で、私に優しく接してくれましたよね。私、あの頃に戻りたい。離婚したら、私と――」

（その先は聞きたくない）

　そう思った布施が、片手をあげて京香を黙らせた。

「あなたはもう過去の人なんです。俺には愛する女性が他にいます」

　布施が手に入れたいのは瑞希のみ。

　京香には一切の未練がないとばかりにきっぱりと拒否すれば、彼女の眉尻が下がった。

「そう、ですか……」

　残念そうではあるが、その後には強気な笑みを見せる。

「私と別れてから、いいご縁があったということですね。潤一さんに見初められるほどですから、きっと素敵な人なのでしょう」

　その口調は、自分の方が魅力的に違いないのにと言いたげに聞こえた。

　淑しとやかそうに見えて、プライド高いお嬢様だ。

　けれども、「いえ、彼女と出会ったのは、あなたと知り合うより前です」と布施から言われた途端に目をつり上げた。

「私は二股をかけられていたんですか!?」

　勘違いして怒りだした京香を、布施は鼻で笑う。

「二股は京香さんの方では。俺との婚約中に、鴻池議員と何度かデートされたのでしょう？　なにもなしに突然結婚を申し込まれはしないでしょうから。今も既婚の身で俺に気のあるような素振りを見せる」

　言葉に詰まる京香がごまかすかのように紅茶に口をつけ、布施は淡白な口調で続ける。

「俺と彼女の出会いは職場です。上司と部下の関係が長らく続き、交際関係に発展したのは最近です」

　そう説明してから、自嘲気味に笑って訂正した。

「いや、交際中とは言えなかった。かつて彼女は俺を慕ってくれていましたが、今はもうその想いはないのかもしれない」

　指輪を受け取ってもらえなかったことが、胸に痛い。

　強引に自宅に押しかけなければ会うこともできず、避けられているのではないかと思った時もある。

　顔を曇らせた布施とは逆に、京香が嬉しそうな目をした。

　布施を落とすチャンスだと思ったのかもしれないが、その自己中心的な心根に布施は呆れていた。

（森尾なら、相手の不幸を喜んだりしない。俺のために妊娠を隠し、ひとりで苦しむ道を選ぶくらい強く優しい女性だ。だからこそ、今後は俺が守りたい。義務でも責任でもなく、これは愛情）

「潤一さんはつらい恋愛をされているのですね。私、待っていてもいいですか？　その方とうまくいかなかったら、私と――」

　京香が切なげに微笑んだ。

　殊しゅ勝しょうなふりをしても、布施が恋敗れるのを待っているというのだから狡こう猾かつだ。

　テーブルの上の布施の手に、彼女が手を重ねようとする。

　それをサッと避けて、布施は冷たい目を向けた。

「勘違いしないでいただきたい。自分のことを話したのは、あなたに期待を持たせるためじゃない。俺は彼女を諦めません。何度断られてもこの想いを貫きます。それを自分にもあなたにも宣言しておきます」

　京香が驚いていた。

　布施がそのように情熱的に恋愛を語る姿を見たことがなかったからだろう。

　今度は負けを悟ったのか、大きく息をつく。

　高級ブランドのハンドバッグを手に席を立って、彼女は寂しげに微笑した。

「三年前に、私のことも諦めないと言ってほしかったわ。そうしてくれたなら、私は……。潤一さん、さようなら」

　一度も振り返らずに、京香はコーヒーショップを出ていった。

　彼女が残した紅茶の水面に、哀愁を感じる。

（断り方がきつかっただろうか）

　瑞希に対し誠実でありたいという思いが強かったため、必要以上に京香に冷たくしてしまった。

　彼女を傷つけたかったわけではないのにと、エスプレッソの苦みを口内に広げたら胸に振動を感じた。

　内ポケットから携帯電話を取り出せば、珍しく瑞希からメッセージが送られてきていた。

　急いでＳＮＳアプリを開いたら、トーク画面には写真が一枚。

　白い画用紙のクレヨン画で五色の丸がグルグルと描かれており、そこに黒い線や点がついていた。

　海翔の絵だろうと予想しつつも、なにを表したものだろうと布施は首を傾げる。

　すると続けて瑞希から、説明文が送られてきた。

【海翔が保育園で描いた絵です。赤丸が海翔、ピンクが私、緑と黄色がうちの両親で、青がお父さんだそうです。誇らしげに見せてくれました。上手でしょ？】

　布施の口から自然と笑い声が漏れ、隣の男性客に怪訝そうに見られてしまった。

　すぐに口元を押さえたが、頬が緩むのを止められない。

（五色ということは、ゴーゴーレンジャーか。家族の絵に俺も入れてくれたんだな。これはかなり嬉しい）

　写真に撮って送ってくれた瑞希の気持ちにも、布施は喜んだ。

　心を弾ませて返信する。

【とても上手だ。色が綺麗で線が力強い。海翔は天才だな】

【ですよね！　私もそう思ってます。親馬鹿ですけど】

【海翔に直接、絵の感想を伝えたい。今週末にお邪魔していいか？　ご馳走になるばかりでは申し訳ないから、寿司の出前を頼もうと思う。ご両親に伝えてくれ】

【そんなに気を使わないでください。でもお寿司は家族全員好きなので嬉しいです。海翔は玉子とエビとイクラが好きです】

【わかった。海翔の好物は多めに注文しておくよ】

　瑞希から感謝を伝えるスタンプが送られてきて、メッセージのやりとりは終了した。

　トーク画面を閉じずに読み返し、布施は独り言ちる。

「嫌われてはいないよな……」

　願わくば、三年前のように自分に惚れてほしい。

　海翔の父親になるだけでなく、瑞希の夫になりたいというのが布施の想いだ。

　どうしたら瑞希の心を手に入れられるだろうと考え、小一時間ほど前の小堺の助言を思い出した。

（大声で愛を叫べと言われてもな。それは俺には難しい。どうすればいいのか）

　寿司だけでなく、ゴーゴーレンジャーの合体ロボも瑞希に買っていこうかと、真面目に悩む布施であった。




＊＊＊




　外は冷たい冬の雨。

　家族が寝静まり、エアコンを消した居間は少し寒い。

　学生時代から愛用している綿入れはんてんを着た瑞希は、ソファに座って電話に出た。

　相手は真野。

　久しぶりの電話なのに、開口一番文句を言われてしまった。

『瑞希の嘘つき』

　怒っているというより、拗ねているような口調だ。

「ええと……布施さんのことかな？」

『それ以外、なにがあるというの？　海翔くんの父親、やっぱり布施さんじゃない。私には嘘つかないでほしかった。瑞希の友達の私が、その事実をなんで小堺さんから聞かないといけないのよ』

　外交官時代一番親しい付き合いをしていたため、余計に傷ついたと真野は言う。

「ごめんね……」

　謝るしかなく申し訳なさに黙ったら、『まぁ、いいわ』とアッサリとした返事をされた。

「許してくれるの？」

『別に怒ってないよ。文句を言ったらスッキリしたから、それはもういい』

　さっぱりとして切り替えが早いのが真野らしい。

　その性格に助けられ、友人を失わずに済んだ瑞希はホッと胸を撫でおろした。

『それでね』と真野が、電話をかけてきた一番の目的を口にする。

『布施さんの元婚約者のお嬢様、覚えてる？』

「うん。文科省の事務次官の娘さん。京香さんでしょ？　会ったことはないけど」

『そうそう。その人が離婚しそうで、布施さんにアプローチしてきたんだって。五日前のことだよ。布施さんから聞いてる？』

「聞いて、ない……」

　二日前の日曜日に、布施が出前の寿司を取ってくれて一緒に食事をした。

　海翔ではなく、なぜか瑞希にゴーゴーレンジャーのおもちゃをプレゼントしてくれて、『これなら喜んでもらえるかと思ったんだ』と言う布施に吹き出した。

　女性へのプレゼントに合体ロボをチョイスするとは、クールで理知的な布施らしくない。

　けれどもプレゼント選びに悩んでくれたことがとても嬉しかった。

　もしかすると瑞希を好きだという言葉は本心なのかも……そのように思い始めたところであったのに、京香が布施の前に戻ってきたとは。

　楽しかった日曜の夕食中、実は布施が京香のことを考えていたのではないかと、勘繰ってしまう。

　瑞希は胸に痛みを覚え、焦燥感に駆られた。

（布施さんを取られる）

「京香さんは布施さんを忘れられなかったんだね。ふたりはよりを戻すのかな？」

　充分にショックを受けていたが、動揺を隠して問いかけた。

　けれども真野には見透かされる。

『平気なふりしなくていいよ。そもそも心配しなくていい』

「え……？」

　ふたりは駅前のコーヒーショップで話をしたそうだ。

　帰ったふりしてこっそり尾行した小堺が、真後ろの席で会話を盗み聞いていたというから驚きだ。

　小堺が言うには、京香は離婚後に布施とやり直したいと交際を求めたそうだが、布施が冷たく拒否したという話であった。

「布施さんが、京香さんをふったの……？」

　驚いてしまったのは、三年前の布施を思い出したからだ。

　京香との婚約解消で傷ついた彼はボロボロで、瑞希はかなり心配した。

（戻ってきてくれたと、喜ばなかったんだ。今の布施さんには、海翔と私の方が大切？）

　瑞希の心の揺れを、真野がさらに大きくする。

『「愛する女性が他にいます。俺は彼女を諦めません。何度断られてもこの想いを貫きます」布施さんが元婚約者に、そう宣言したんだって』

「愛する女性……」

『瑞希のことだよ。ねぇ、プロポーズの返事を待たせてるんだって？　どうして？　瑞希は布施さんのこと、好きじゃないの？』

「好きだよ……ずっと、何年も前から……」

『それなら、返事をしたら？　海翔くんがいるから慎重になっているのかもしれないけど、布施さんとならうまくいくと思うよ』

　真野の言う通り、瑞希は慎重になっているからなかなか結婚に踏み出せないのだ。

　布施が瑞希を愛せなければ、お互いに苦しくなって結婚生活がいつか破綻する。

　そうなれば海翔が傷つくと思うから。

　そんな瑞希の背中を押してくれたのは、京香に宣言したという布施の言葉だ。

　彼の熱意を感じて、心が信じる方へと大きく傾く。

（布施さんに、返事をしようかな。結婚しますって。でも本当に大丈夫かな）

　承諾の返事をするには、あと一歩、彼を信じる心が足りない。

　瑞希は真野に問いかけた。

「布施さんは、本当に私のことが好きだと思う？　一緒に働いていた時は、そういう素振りは少しもなかったんだよ。それなのに前から私のことを好きだったって言うから、信じ切れなくて。布施さんは責任感が強いから、海翔を自分の手で育てたいみたい。そのためには私と結婚する必要があって、だから好きだと言ったのかも……」

『それは私にはわからないよ。布施さんじゃないもの』

「うっ……そうだよね。変なこと聞いてごめん」

『布施さんに聞いてみなよ。瑞希がなにを不安に思っているのかを話せば、きちんと納得できるような答えをくれるんじゃない？』

「そう、だね……」

　真野のアドバイスに頷きつつも、それは結構難しいと思っていた。

（私のこと本当に好きですか？　そんな恥ずかしいこと、どんな顔して聞けばいいのよ）

　瑞希の迷いが伝わったのか、真野が諭すように言う。

『私が布施さんなら瑞希を愛せると思うな。苦労して外務省に入ったのに、辞めたのは布施さんを守るためなんでしょ？　自分より人の幸せを。瑞希ってそういうところがあるよね。私には真似できない。愛情は尊敬なくしては生まれないと思うんだ。布施さんもきっと瑞希のそういう面に惹かれてるはず。本当に前から好きだったのかはわからないけど、今は瑞希を愛していると信じてもいいんじゃない？』

　布施は今必要以上に忙しくしていて、それというのは瑞希とのデート時間を確保するためではないかという小堺の推測も教えてくれた。

（デートじゃなくうちで夕食を食べるだけだけど、布施さんは無理して時間を作っていたんだ。知らなかった）

　真野の言葉が胸に刺さる。

「真野ちゃん、ありがとう。私も布施さんを信じたい」

『信じる、じゃなくて信じたいなんだね。まぁ少し前向きになったようだから、よしとするか。それじゃ、また電話するね』

　電話が切れたら、瑞希は携帯電話のアルバムを開いた。

　赤ちゃんから今までの海翔の写真は、ここにあるだけで三百枚近い。

　この前、布施に頼まれてアルバムの中の数十枚を彼に送った。

　そして最新の写真は、布施と海翔の親子ツーショット。

　背景はこの部屋で、布施に抱っこされて嬉しそうな海翔と目を細めて息子を見つめる布施が写っている。

（特別な瞬間だと思って撮ったけど、結婚して一緒に暮らしたらこれが日常になるんだろうな。海翔が傷つくことを恐れるより、この笑顔がずっと続くことを信じてみたい）

　勇気を出さないとと、写真の布施を見つめる瑞希であった。










愛を叫べ




「ママ、見てー！」

「見てるよー」

　今日は冬晴れの日曜日で、ウサギのキャラクターで有名なテーマパークに来ている。

　メリーゴーランドではしゃぐ海翔に、瑞希は柵の外からカメラを向けていた。

　海翔がまたがる白馬の横に立ち、落ちないよう支えているのは布施である。

　瑞希が日曜の休みを取れたので、ようやく親子三人でのレジャーが実現した。

　その予定を話した時の海翔の喜びようは、言うまでもない。

（晴れてよかった。雨で中止にしたら大泣きされるもの）

　白馬が瑞希の前を通るたび、満面の笑みを浮かべた海翔が「ママー！」と大声で呼んでくれる。

　手足をばたつかせる海翔が落ちないかと、布施がハラハラしているのも微笑ましかった。

　メリーゴーランドを楽しんで、次はウサギのキャラクター『ラパン』の家に行く。

　乗り物ではなくカラフルで夢いっぱいな大きなおもちゃのような家の中を見て回るのだが、出口の前に写真スタジオがあって着ぐるみのラパンと一緒に写真を撮ることができる。

「ラパン！」

　興奮して駆け寄った海翔であったが――。

　いつも知り合いに会ったら挨拶するように教えているためか、ラパンの前でピタッと立ち止まった海翔が、きをつけの姿勢からペコッと頭を下げた。

「こんちはー」

　両腕を広げて腰を落とし抱きつかれるのを待っていたラパンは、意表を突かれて固まった。

　それから慌てて海翔に倣い、姿勢正しくお辞儀したから面白い。

「着ぐるみなのに焦り顔をしていたな」

「布施さん、ラパンは着ぐるみじゃなく生きているんですよ」

「悪い、ここは夢の世界だった」

　布施と瑞希が笑い合う。

　近くには可愛い制服を着た若い女性カメラマンがいて、瑞希たちに声をかける。

「お子様だけでよろしいですか？　お父さんお母さんも一緒に写りませんか？」

（お父さんお母さん……。そう呼ばれると、普通の家族みたい）

　喜んでいいのかわからず戸惑った瑞希の背に、笑顔の布施が手を添えた。

　ふたりで海翔の方へ歩み寄る。

　コート越しでも伝わる大きな手の感触に鼓動が跳ねた。

「一緒に撮ってもらおう。家族三人での初めての記念写真だ」

　布施がなんの躊躇もなく、『家族』とサラリと言ってのけるから、瑞希はじっと見てしまう。

「なんだ？」

「なんでもないです……」

　瑞希は一週間も前から落ち着かない気分で、今日が晴れることを願っていた。

　海翔と同じくらい、楽しみにしていたのだ。

　今も喜びが溢れないよう抑えている状態で、加えて初めての三人でのレジャーに緊張も味わっているというのに、布施が平静なのが悔しい。

（ドキドキしているのは私だけ？）

　けれども――。

「はーい、撮りますよ。お父さん、もっと笑ってください。緊張しないでリラックスですよー」とカメラマンが声をかけたので、瑞希は驚いた。

（えっ、布施さんも緊張してるの？）

　ラパンと親子三人の写真は、瑞希が布施を気にしたため横顔になってしまった。




　息がほのかに白い。

　寒くても日曜日のテーマパークは盛況だ。

　幼児向けアトラクションを四か所回れば、昼食時になった。

　園内にレストランやカフェが数か所あるが、覗いた限りどこも入店待ちの列ができている。

　海翔を連れて並ぶのはしんどいので、取りあえずワゴンで軽食を買いレストランは空いた頃に入ろうということになった。

　ちょうど目の前のベンチが空いたため、瑞希と海翔は座り布施がワゴンにチュロスなどを買いに行ってくれる。

「海翔、ここで少し待ってようね。寒くない？」

「あちゅい。ぬぐ」

「えっ、暑いの？　うーん、じゃあマフラーと帽子は取ろう。上着は脱がないで」

「イヤ。あちゅいの！」

「困ったな。それなら、中のベストを脱ごうか」

　布施は黒のハーフコート、瑞希はキャメルのダッフルコートと帽子という姿だが、海翔は風邪を引かせたくないので、ダウンジャケットやベスト、タイツや手袋など、防寒アイテムを色々と着せてしまった。

　暑がる海翔の衣類を調節しながら、瑞希は昨日の職場でのことを思い出す。

　瑞希は中学生の時に一度ここに来園しただけの、ほぼ初心者である。

　それで年間パスポートを持っているという鏑木に相談した。

『海に近いからきっと寒いよね。子供にどんな格好をさせて行けばいいかな？』

『そうですね、夜のパレードまでいるならダウンジャケットですね。ベストやタイツ、帽子マフラー手袋、脱ぎ着できるものがいいんじゃないですか。冬は本当に寒いですよ。でもクリスマスシーズンは一番見応えあると思います』

　それは中ホール裏のパントリーでの会話だったのだが、ふと後ろに気配がして振り返ったら、蛭間が暗い顔して立っていた。

　会話を聞かれてしまったことに、瑞希はマズイと固まった。

　そのテーマパークは、蛭間に誘われたことがあったからだ。

『すみません……』

『いいんだ。俺のことは気にしないで』

　傷ついていた蛭間の顔を思い出し、（どうしてあげることもできないからな）と考えていたら、「森尾？」と正面から呼びかけられて我に返った。

　両手にチュロスやホットドックなどを持った布施が、戻ってきていた。

「あ……布施さん、ありがとうございます」

　笑顔を作って受け取れば、彼の眉間に皺が寄る。

「ぼんやりしていたな。疲れたのか？」

「いえ、昨日の蛭間さんのことを――」

　言いかけてハッと口をつぐむ。

　布施にするような話ではないと思ったからだ。

　ごまかそうとして、膝に座らせた海翔に「どれから食べる？」と話しかけたら、布施の眉間の皺を深くしてしまった。

「蛭間というのは、前にホテル前で会った男だよな？」

「布施さん、その言い方はちょっと……」

　周囲を確認したのは、誰かに会話を聞かれていないか気にしたためだ。

　事情を知らない他人からしたら、浮気をした妻を夫が問い詰めていると取られかねない。

　幸いにも誰にも聞かれておらずホッとしたが、腕組みをして見下ろしてくる布施は不愉快そうだ。

「そういえば、あの男もこのテーマパークに誘ってきたんだったな。なし、という流れになったと思っていたが」

「そうですよ。蛭間さんとは遊びに行く理由がないので。布施さん、やきもち焼かないでください」

「やきもち……」

　初めて聞いた言葉のように布施が目を瞬かせ、瑞希はハッと赤面した。

（勢いで恥ずかしいこと言ってしまった。でも、間違ってないよね？　布施さん、私のことを本気で想ってくれているんですよね？）

　問いかけたくて、できずにいる言葉を心の中で呟く。

「森尾」

　照れくさくて目を逸らしたら、やけに真剣な声で呼ばれた。

　すると膝の上の海翔が、急に泣きだした。

「けんか、ダメ！　イヤなの！」

　お互いの好意を探り合うようなやり取りが、二歳児には喧嘩に見えてしまったらしい。

　慌てて「喧嘩じゃないよ」となだめる、ふたりの声が重なった。

「けんか、ない？」

「ない。ママとお父さん、仲良しだから」

　瑞希の言葉に海翔は涙を引っ込めて、ニッコリと笑う。

　天使の如き無垢な笑顔に、瑞希と布施の目が揃って三日月形になった。

「ななかおり」

「仲直り？　喧嘩じゃないから――」

「ななかおり、しゅるの！」

　瑞希の膝から飛び下りた海翔が布施の手を引っ張り、瑞希の手と重ね合わせる。

　驚いたふたりの視線が交わり、直後に同時に頬を染めた。

　自分より温かな手に瑞希の心臓は大きく波打ち、照れくさくて引っ込めようとする。

　けれども大きな手にぎゅっと握られ、阻止されてしまった。

「手を握ることができた。海翔のおかげだな」

　布施が指を絡めるように、手を繋ぎ直す。

　嬉しげに細められた瞳に見つめられ、瑞希の頬はさらに熱くなった。

（もう一度、好きだと言ってほしい。今度は素直に受け止めるから）

　その気持ちを手を握り返すことで伝えようとしたのだが、海翔に引き離される。

　間に割って入った海翔が、ふたりと小さな手を繋いで満足そうにムフフと笑った。

「ママと、おとーしゃんと、海翔。なかよし！」

　どうやら、やきもちを焼いたのは海翔のようだ。

　瑞希と布施は笑って、海翔を挟んでベンチに座る。

　海風が吹く寒い園内でも心は春のように暖かく、三人で食べるワゴンフードはどんなご馳走より美味しく感じられた。




　それから数時間が経ち、キャラクターの着ぐるみやダンサーによるパレードの時間になる。

　ここまでは布施の車で来た。

　暗くなる前に帰る予定であったのに海翔が『もうしゅこし』を繰り返すため、気づけばとっぷり日が暮れてしまった。

　ベビーカーを持ってきたが、ほとんど乗らずお昼寝もせずに元気いっぱい遊んだ海翔は今、布施の腕に抱かれてスヤスヤ寝息を立てている。

　パレードを見たいと言っていたけれど、さすがに電池切れのようだ。

　大音量のクリスマスソングが流れる中、眩しい電飾で飾られたパレード車がゆっくりと通る。

　見物客が人垣を成し、歓声も大きい。

「よく寝られるな」

　パレードから遠ざかりつつ感心したように布施が言い、荷物をのせたベビーカーを押している瑞希がクスクスと笑った。

「まだ寝ない、帰らない、もっと遊ぶと散々ごねて、急にパタッと寝てしまうんです。いつものことですよ」

「そうなのか。海翔と遊ぶのは体力がいるな」

「疲れました？」

「ああ。だが、心地いい疲れだ。今日は楽しかった。ずっと三人の時間が続けばいいと思うほどに……」

　布施の声はどこか寂しげで、パレードの音にかき消されてしまいそうだ。

　向かっているのは出口で、夢の時間は終わりである。

「私も海翔も楽しみました。また来ましょう」

　そう答えた瑞希も寂しい心持ちになっていた。

（次にここに来られるのは、いつになることか）

　瑞希が今の仕事をしている限り、布施とはすれ違いでレジャーの予定を立てにくい。

　結婚して瑞希が家庭に収まるか転職すれば時間は作りやすいが、結婚に待ったをかけているのは瑞希自身である。

　パレードから離れたので、海翔の寝息がスピスピと聞こえる。

　出口のゲートの手前には西洋風のアーケードがあり、キャラクターグッズや土産物を売る店が連なっていた。

　クリスマスカラーのデコレーションが可愛らしく華やかだ。

　アーケードの下を進む足取りはやけにゆっくりで、ふたりとも名残惜しいと感じているためかもしれない。

　無言が続き、その間瑞希は真野の言葉を思い出していた。

『瑞希がなにを不安に思っているのかを話せば、きちんと納得できるような答えをくれるんじゃない？』

（話さないと、前に進めない）

　意を決して瑞希が口を開く。

「布施さん」

「ん？」

「結婚について、話してもいいですか？」

　ショーウインドウにはサンタの衣裳を着た大きなラパン人形が飾られていた。

　その前で足を止めた布施が瑞希と向かい合い、期待と不安の入り混じる真剣な目をして頷いた。

　瑞希は瞳を左右に揺らしてからラパンに視線を止め、正直な気持ちを打ち明ける。

「私は布施さんが好きです。三年前と気持ちは変わっていません。でも、指輪を受け取らなかったのは不安があるからなんです」

　前から瑞希を好きだったという布施の言葉が信じられず、責任感からのプロポーズではないかと勘繰っていた。

　愛情がなければ結婚生活はつらいものとなり、破綻した時に海翔を傷つけてしまう。

　それが怖くて、プロポーズにいい返事ができなかったことを打ち明けた。

「そうか……」

　布施の顔が曇る。

「どう話せば、信じてもらえるんだ……」

　それは瑞希へではなく、彼自身への問いかけのように聞こえた。

　瑞希の説明はまだ途中である。

　一番伝えたいのは、『信じられなかったが今は違う』という言葉だ。

『信じたい』と言おうとしたが、その前に布施が、寝ている海翔をズイと瑞希に差し出した。

　慌てて受け取ると、起こさないように気をつけてずっしりと重たい体を抱き直す。

　そうしていたら、なぜか布施が背を向けてスタスタと園内を戻りだした。

「布施さん？」

　怒らせてしまったのかと焦ったが、それならば出口の方へ向かいそうなものである。

　海翔を抱えてベビーカーを押すのは難しく、瑞希は布施を追えない。

　布施は、瑞希から十メートルほど離れたアーケードの手前まで引き返すと、クルリと向き直って突然、大声で叫んだ。

「森尾が好きだ！　これから先も永遠に愛し続ける！　だから……俺と結婚してくれ！」

　周囲には少なくない客がいる。

　皆が一斉に布施に振り向いて、目を見開いていた。

　それでも、瑞希の驚きにはかなわない。

（布施さん!?　どうしてしまったの!?）

　クールで理知的、仕事では厳しい上司であった布施が、まさかこのような場所で感情的に愛を叫ぶとは信じられなかった。

　瑞希は数秒固まってから、誰かの口笛や冷やかしの声でハッと我に返った。

（こんなに人がいる場所で、恥ずかしい……！）

「今のプロポーズ、そこの女の人に向けてかな？」

「子供いるじゃん」

　後ろから見知らぬ人のそんな会話も聞こえてきたというのに、布施はまだ「愛しているんだ！」と叫んでいる。

　羞恥で真っ赤に顔を染めた瑞希は、ベビーカーを置いたまま寝ている海翔だけを抱えて布施に駆け寄った。

「愛して――」

「布施さん、わかりました！　もう充分に伝わりましたので、そこまでにしてください！」

　困った瑞希が片手を伸ばして布施の口を塞ごうとしたら、その手を引っ張られて海翔ごと抱きしめられた。

　鼓動が跳ね喜びが湧き上がるが、それよりも今は恥ずかしい。

「信じてくれたのか？」という布施の確認に、「はい。信じます。二度と疑いません」と早口で答えた。

「それなら返事をくれ」

　催促する布施の声は弾んでいる。

（みんな見ているのに!?　布施さんはどうして平気なの!?）

　あとにしましょうと言おうとしたその時、ドーンと大きな破裂音が響いた。

　布施の肩越しに見えるのは、パークの中央にそびえているグリム童話に出てきそうなメルヘンな城。

　その後ろに花火が上がっていた。

　ワッと湧いた拍手と歓声は、瑞希と布施の抱擁に対するものではないようだ。

　周囲の関心が一気に花火に持っていかれて、瑞希はホッとした。

　すると喜びとおかしさが同時に込み上げる。

　フフッと笑い声を漏らせば、訝しげに顔を覗き込まれた。

「笑ってすみません。だって布施さん、こんなところで叫ぶんですもの、焦りましたよ。まさか布施さんが、そんな情熱的なことをするなんて。驚きです」

「まぁ、普段の俺なら絶対にしないことだな。実は、小堺に――」

　ばつが悪そうに布施が顔をしかめている。

　瑞希に信じてもらいたいなら大声で愛を叫べ、とアドバイスされたことを打ち明けられた。

「小堺は冗談で言ったはずだ。俺も、そんなことはできないと思ったんだが、他に手段が浮かばず……」

　外交官として種々の交渉事に幾度となく挑んできた布施が、愛情を伝える手段を他に思いつかなかったというのだから、意外で面白い。

　瑞希がまた笑ったら、拗ねたような目をした布施に十センチの距離まで顔を近づけられた。

　たちまち瑞希の鼓動が高まる。

　形勢逆転とばかりにニヤリとした布施が、甘い声で催促する。

「それで、返事は？」

「い、今、言うんですか？」

「ああ。欲しいな。返事をくれないとまた大声で叫ぶぞ」

　それは勘弁してほしいと、瑞希は慌てて答える。

「布施さんのプロポーズをお受けします」

「理由は？」

「え、理由？」

　なにかを期待している目に至近距離で見つめられ、瑞希は赤面した。

「私も、愛していますので……」

　恥ずかしくても、視線を逸らせないほど至近距離に端整な顔がある。

　その目が嬉しげに弧を描き、吐息交じりの声が瑞希の唇にかかった。

「ありがとう。俺はもっと愛してる」

　艶めく瞳には蠱惑的な色が映し出され、瑞希を捕らえて離さない。

「瑞希」

　名前で呼ばれた途端に、体の芯が甘くうずいた。

　恋仲になれたんだという喜びが、周囲の雑音を消してくれる。

　唇の距離を詰めてくる彼に合わせ、瑞希も目を閉じようとしたが――。

　触れ合う前に、「イヤッ！」と海翔が突然叫んだ。

　驚いて布施と体を離したけれど、海翔は瑞希の腕の中で目を閉じたままだ。

「あしょぶの！　かえりゃない！」

　それは寝言のようで、海翔が今にも泣きそうに顔をしかめている。

　甘い雰囲気が立ち消えてキスはできずじまいかと残念に思った瑞希であったが、布施が海翔を取り上げた。

　十二キロの決して軽くない体を悠々と片腕で抱っこして、もう一方の手は瑞希の後頭部に回された。

「きゃっ……！」

　グイと引き寄せられ、ふたりの唇が重なる。

（布施さんの愛情が伝わってくる。あなたのこと、信じます）

　唇を離したら、瑞希は照れくさくて布施の顔をまともに見られない。

「婚約指輪、いただいてもいいですか？」とはにかみながら求めたら、布施が一瞬黙ったあとに口の端をつり上げた。

「俺の家にあるから取りに来てくれ。いつにする？　帰りに寄って、そのまま泊まっていくか？」

　瑞希の自宅近くのマンションに引っ越してきた彼なので、泊まらせずともすぐに送っていけるはずである。

（ということは……）

　誘われていると気づいたら、瑞希の顔が火を噴きそうに火照る。

　三年ほど前の、彼との情事も思い出してしまった。

「あ、あの、今日はいいです。心の準備をしてから……」

　瑞希が恥ずかしげに断ると、布施がククと笑う。

「早めに頼む。瑞希……」

　再び距離を詰められる。

　満開の花火を背景に、瑞希はもう一度唇を奪われたのであった。




　テーマパークに出かけた翌週の日曜日、十四時からの仕事の前に瑞希は初めて布施の家に足を踏み入れた。

　ファミリータイプの４ＬＤＫで、リビングは二十畳ほどもある。

　しかも十五階で日当たりがよく眺望良好だ。

　エントランスにはコンシェルジュまでいて、贅沢なこの住まいに瑞希と海翔は近日中に引っ越す予定になっている。

　今日はその下見と、瑞希の左手の薬指にはめられている、このエンゲージリングを受け取るために訪れていた。

　それと、目的はもうひとつ……。

「布施さん、あの……子供部屋、素敵でした。本棚におもちゃ箱、ベッドや机まで用意してくださって、ええと……」

「それはさっき、家の中を案内した時に聞いたぞ。緊張しているのか？」

　ここは十二畳の寝室で、クイーンサイズのベッドが置かれている。

　まだ正午にもなっていない明るい時間だが、先ほど布施の手によってカーテンが閉められたので薄暗い。

　白いカシミア素材のセーターとフレアスカートという小綺麗な服装の瑞希は、ベッドを前に立ち、鼓動を高鳴らせている。

　布施と話しながら指輪をいじったり髪を手櫛で整えたりセーターの裾を引っ張ったりと、目に見えて落ち着きをなくしていた。

　布施はベッドの端に腰かけていて、余裕が少しもない瑞希をククと笑う。

「三年前、酔い潰れた俺を誘ったのに、今さら照れなくてもいいだろ」

「あ、あれはもう忘れてください！」

　あの夜よりも、布施と結婚前提で交際中の今の方が不思議と緊張が強い。

　洗いざらしの布施の髪や、全開のボタンダウンシャツから見えている逞しい大胸筋や腹筋。

　どこに視線を止めていいのかわからず目を泳がせていたら、「瑞希」と色のある声で呼ばれた。

「おいで」

　差し出された手に、ダイヤで飾られた左手をのせる。

　優しく力が込められて、引き寄せられた。

　そのまま抱えるようにベッドに誘われ、真っ赤な顔の瑞希を布施が組み敷く。

　ともすれば冷たい印象にもなる精悍な瞳は今、男の色香を放って瑞希を強く欲していた。

　その目に見つめられたら、瑞希の情欲も掻き立てられる。

　羞恥心よりもそれが勝り、吐息を漏らしたら、唇が重なった。

　水音が立つほどの深いキスを繰り返し、衣服を一枚一枚丁寧に剥ぎ取られ、指で舌で体中を愛された。

（気持ちいい。こんなの初めて……）

　布施の髪が瑞希の内腿をくすぐり、秘部からはたちまち蜜が溢れ出す。

　たまらず喘いで身をよじり、彼に向けて手を伸ばせば、唇を舐めた布施が顔を上げた。

　瑞希の求めに応じて、強く抱きしめ、口づけてくれる。

「布施さん、愛してます……」

「俺の方が愛してる。後悔はさせない。必ず、幸せにする」

「ああっ……！」

　繋がる部位から全身に強烈な快感が走り抜ける。

　それは三年前には感じられなかったもので、愛される喜びが為せる業なのかもしれない。

（鳥肌が立つほど嬉しい。私、今まで強がっていたけど、こんなにも布施さんを求めていたんだ）

　その気持ちが涙となり、溢れて頬を濡らした。

「瑞希？」と布施が不安げに動きを止めた。

「嬉し涙です」

　微笑んで彼の首に腕を回せば、安堵して抱きしめる彼の吐息がうなじにかかった。

　再び刻まれるリズムは、甘く温かく、優しくて、瑞希に幸せな未来を予感させたのであった。










番外編　二歳児との交渉は一筋縄ではいかない




　蝉せみの声が家の中まで入ってくる。

　古いクーラーでは適温まで下がらず、夏の森尾家は暑い。

　瑞希は海翔を子供椅子に座らせて、スイカを食べさせようとしていた。

　海翔はスイカが大好きだ。

　待ちきれない様子で大きな口を開け、ガブリ。

　スイカの汁が海翔の顎を伝ったところでおしぼりを忘れたことに気づき、瑞希は台所へ戻ろうとする。

　その途中、居間の壁に飾られている写真が視界に入り足を止めた。

（もう三か月以上経ったんだ。あの日の幸せの余韻がまだ続いてる）

　写真は今春に撮ったもので、ウエディングドレス姿の瑞希とモーニング姿の潤一が並んで立ち、ふたりの前にタキシードを着た海翔が座って写っている。

　瑞希がエンゲージリングを受け取った昨年の冬から結婚式まで、あっという間だった。

　式場は都内の庭園が美しい教会で。

　潤一の実家は北ほっ海かい道どうで、潤一が多忙だったこともあり事前に挨拶に行けず、彼の両親には挙式の当日に初めて会った。

　現役の大学教授だという七十代の潤一の父と、優しそうな母。

　兄がひとりいて、同じく北海道で弁護士をしており、その妻子もお祝いに駆けつけてくれた。

　皆、気持ちのいい人たちで、瑞希と海翔を温かく受け入れてくれた。

　式はコンパクトにしようと話し合い、親族の他は、親しい友人を数人だけ招待した。

　その中に真野もいた。

　結婚へ向けて背中を押してくれた真野には、深く感謝している。

　その点では小堺も同じだが、出張中ということで欠席であった。

　その欠席のハガキが届いた時瑞希が残念がったら、潤一にこう言われた。

『わざと出張の予定を組んだんだろう』

『どうしてですか？』

『小堺と真野さんが付き合い始めたのは聞いてるよな？　早くもプロポーズを催促されているらしいぞ』

　真野は交際前から小堺との結婚を意識していたようだが、小堺はまだ当分その気はないらしい。

　瑞希たちの結婚式に真野と揃って出席すれば、『私たちの結婚式はいつにする？』と言われそうなので、出張を入れたというのが潤一の推測だ。

　その話を思い出した瑞希は、フフッと笑う。

（真野ちゃんは私よりずっと優秀な外交官。きっと将来は大使くらいまで昇進できるんじゃないかな。真野ちゃんが本気になったら、小堺さんは逃げられないよ）

　おしぼりを取りに行くのを忘れ、しばし写真の前でぼんやりしてしまう。

　すると瑞希の母がスイカの汁まみれになった海翔の顔をティッシュで拭きながら、瑞希をからかった。

「なに鼻の下伸ばしてんのよ。私の旦那様は世界一かっこいいってのぼせてるの？」

「そ、そんなんじゃないよ。幸せな結婚式だったなーと思い返していただけ」

（世界一かっこいいとは、思っているけれど）

　笑ってごまかした瑞希は、おしぼりを持って海翔のもとへ戻る。

　海翔のスイカの食べ方は豪快だ。

　ティッシュでは間に合わないほど、顔も手もなぜか足までベトベトである。

「海翔、右手拭くよ。それは左手」

「ママ。おとーしゃん、かえりゅ？」

「うん。あと二回寝たら帰ってくる。ほら、次はお口、拭くよ。えっ、なんで鼻の穴に種が!?　詰まったら大変。入れて遊んじゃダメ」

　潤一は今、国会議員に随行してフランスに一週間の出張中。

　その間、海翔とふたり暮らしは寂しいので実家に戻っていた。

　久しぶりにたっぷりと祖父母に構ってもらえて海翔は楽しそうだが、そろそろ父親も恋しくなってきたのかもしれない。

　潤一と一緒に暮らし始めて半年ほどが経ち、父子の絆がしっかりと結ばれた証拠だと瑞希は嬉しく思った。

「お父さんに早く会いたいね」

　瑞希も潤一の不在に寂しくなってきている。

（パリ時間は三時か。潤一さん、ぐっすり寝てる頃だね）

　約一万キロ離れた地にいる夫を想っていると、ソファで水みず羊よう羹かんを食べている父が笑って言った。

「海翔の家はここだもんな？　じいじとずっと一緒にいるんだろ？」

「ちあうよ。海翔のおうち、あっち。かえりゅ」

「そうかー。やっぱりお父さんがいいのか」

「あのね。てれび、おっきいの。あちゅくない。エベレーターのりゅの！」

　潤一と暮らすマンションだと、大画面でゴーゴーレンジャーを観ることができる。

　夏でも涼しく、朝、蝉の声で起こされることもないし、大好きなエレベーターは乗り放題だ。

　先ほどは父親が恋しいのかと思って喜んだが、大きなテレビやエレベーターのある住まいがよかっただけかと苦笑いした瑞希であった。




　それから二日経った火曜の夕方、スーツケース片手に潤一が帰宅した。

　アイランド型キッチンで夕食の支度をしていた瑞希は、その手を止めるとリビングに入ってきた夫に笑顔で駆け寄った。

「潤一さん、お帰りなさい」

　一週間ぶりであるからかそれとも新婚だからか、見慣れたはずのスーツ姿の夫にドキドキと胸が高鳴る。

「ただいま瑞希。会いたかった」

　潤一が妻を抱き寄せ、包むように手のひらで頬に触れる。

「変わりない？」と三日月形に目を細めた夫に、瑞希は頬を染めながら答える。

「はい。実家からは今日、戻ってきたんです。あ、海翔が転んで膝を擦りむきました。なにかあったと言ったらそのくらいですね」

　クスッと笑って瑞希がテレビ前を見た。

　海翔はゴーゴーレンジャーのＤＶＤに夢中で、父親の帰宅にまだ気づいていない。

「海翔！」と瑞希が呼びかけるとやっと振り向いて、満面の笑みで父親に駆け寄った。

「おとーしゃん、たらいま！」

「ん？　お帰り、だろ」

　潤一が笑って海翔を抱き上げる。

「ケガしたんだって？　どこで転んだんだ？」

「こりょんでない。海翔、ちゅよい」

　昨日、保育園からの帰り道で歩道の段差につまずいて転び、大泣きした。

　両膝にはまだしっかりと絆創膏が貼られているというのに、強がる海翔に瑞希は吹き出しそうになる。

　笑うのをこらえたのは、海翔がむくれるからだ。

　潤一も笑わずに、「そうだな。海翔は強いな」と認めてあげている。

「留守の間、お母さんを守ってくれてありがとう」

　そう言われた海翔は、足をばたつかせてムフフと笑い満足そうであった。

　夕食は和食尽くし。

　日本を離れると和食が恋しくなるのは、瑞希も経験している。

　潤一のために並べたのは、刺身と筑前煮、ひじきの煮物、ほたるいかの酢味噌和えなど。

　張り切って作った料理に潤一は「うまい」と喜んでくれたが、海翔には不評であった。

　瑞希はなんとか食べさせようと交渉する。

「ひじき、ひと口だけ食べて？」

「ヤダ！」

「食べたら強くなれるよ」

「いりゃないの！」

「わかった。じゃあ、ひじきとご飯をまぜまぜして、その上にふりかけをかけよう」

　子供というのは、どうして体にいいものを食べてくれないのかと、瑞希は眉尻を下げる。

　けれども、いつもの妻子の闘いを潤一が嬉しそうに見ていた。

　一週間会えなかったのを、彼もまた寂しく思っていたようだ。




　夕食後、一時間ほどして海翔の入浴時間になる。

　着替えやバスタオルを用意して、「海翔、お風呂だよ」と瑞希が声をかけた。

　海翔はお土産にもらった飛行機のおもちゃで遊んでいた。

　その場所はソファに座った潤一の膝の上で、夕食が済んでからべったりとくっついて離れない。

　そしてここでも拒否である。

「おとーしゃんとあしょぶの！」

（お父さん子に育ってくれるのは嬉しいけど、お風呂は入って）

　イヤイヤ期はあと一、二年続くだろう。

　困り顔になった瑞希に対し、なぜか潤一が張り切った顔をする。

「俺が海翔を風呂に入れるよ」

「えっ、大丈夫ですか？」

「ああ。今日ならいけそうな気がする」

　入浴と寝かしつけは、瑞希か瑞希の母でなければ海翔は嫌がる。

　これまで潤一は何度かチャレンジしたのだが、ことごとく拒否されてきた。

　なので、出張帰りで甘えてくれる今がチャンスだと思ったようだ。

「海翔、お父さんとお風呂に入ろう」

　膝の上の海翔に、笑顔で誘う潤一。

　しかしながら返事は、「はいりゃない」であった。

「ママと」

「さっき、ママが誘ったら入らないと言ったよな？　だからお父さんと――」

「おとーしゃん、イヤッ。ママがいいの！」

　瑞希とでなければ駄目なだけで決して父親が嫌いなわけではないのだが、海翔の拒絶に潤一がショックを受けていた。

　慌てた瑞希は、咄嗟に「じゃあ三人で」と言ってしまう。

（あ、それだと私が恥ずかしい思いをする……！）

　布施とはもう何度も体を重ねているが、明るい浴室で裸を見られることにはためらいがある。

　まだ新婚なので、慣れよりも恥じらいが勝るのだ。

「すみません、今のなしで」

　赤い顔ですぐに訂正したが、潤一がニヤリと口の端をつり上げた。

「海翔、ママが三人でお風呂に入ろうと言ってるぞ。楽しそうだな」

「潤一さん！」

　焦って駆け寄れば、潤一に手を引っ張られてソファの彼の横に腰を落とした。

　肩を抱かれ、顔を覗き込まれる。

「三人で」と念を押すように言う潤一は、明らかに瑞希の反応を面白がっていた。

「本当に、一緒に入るんですか？」

「もちろん」

（恥ずかしいけど、そこまで言うのなら……）

　はにかんで頷いた瑞希であったが、海翔が遊んでいた飛行機のおもちゃを投げ捨てて両親の間に割って入った。

　ドンと潤一の胸を両手で押して、独占するように瑞希にしがみつく。

「おとーしゃん、イヤッ！　キライ！　おふろ、海翔とママなの！」

「海翔に……嫌われた……」

　あからさまに肩を落とした潤一に、再び瑞希が慌てた。

「あの、まだ語彙が足りない二歳児なので、本当に嫌いなわけじゃないんです。お父さんが帰る日を指折り数えて待っていたんですよ」

　傷ついている潤一を慰めつつ、海翔を叱る。

「海翔、嫌いという言葉は人に向かって言わないで。海翔も言われたら嫌でしょ？　ほら、お父さんすごく悲しそうだよ。お父さんは海翔のこと大好きなんだから」

　瑞希の胸に顔を埋めていた海翔が、チラリと潤一を見た。

　そしてゆっくりと瑞希から離れると、潤一にぎゅっと抱きつく。

「おとーしゃん、キライない。しゅき。ごめんなしゃい」

「海翔……」

　潤一がホッとした顔で息子を抱きしめ返し、瑞希も安堵したのだが――。

「よし、それじゃあ、三人で一緒に入るよな？」

「おとーしゃん、ダメ。海翔とママ」

「かたくなだな……」

　有能な外交官でも、二歳児相手の交渉は難しいようだ。

　渋い顔をする潤一を、瑞希がクスクスと笑う。

「なんだよ」とむくれてみせた潤一。

　けれどもその後には、「今年中に一緒に入ってみせる」と闘志をみなぎらせている。

（イヤイヤには困るけど、こういうのっていいかも）

　楽しい出来事も困ることも、そのひとコマひとコマが積み上げられて、家族の歴史となっていく。

　今日の出来事も大事に覚えていたいと、幸せな心持ちで記憶に刻んだ瑞希であった。




　夏の暑さが少し和らいだ頃、空色のワンピースに身を包んだ瑞希は、都内のフレンチレストランに来ている。

　白を基調とした海辺が似合いそうな南仏風のレストランは、広々とした庭つきで花と緑を愛でながら外で食事もできるらしい。

　瑞希の隣には、パーティー用のお洒落なスーツを着た潤一とその腕に抱かれた海翔もいる。

　今日このレストランは貸し切りで、在日本フランス経済連の元会長の誕生日パーティーに一家で招待されていた。

（海翔、早くも退屈そうな顔してる。だからおじいちゃんの家で待っていてって言ったのに、一緒に行くってきかないから）

　ビュッフェスタイルで、華やかで美味しそうな料理がテーブルにずらりと並んでいても、海翔はほとんど食べていない。

　大きな声で『これキライ』などと言い出すため、ひやひやさせられる。

「海翔、こっちにデザートがあるよ。このケーキ、美味しそうだね。何味かな？」

「いりゃない」

（だよね……）

　海翔はまず、見た目から入る。

　プリンやショートケーキなど知っているものは喜んで食べるけど、ここに並んでいるスイーツはデコレーションが凝りすぎて、海翔には得体の知れないものに見えるようだ。

　料理も然りである。

　しまいには、潤一の腕から下りて瑞希のハンドバッグを引っ張り、持参のお菓子を欲しがるから瑞希は叱った。

「ここでは食べられないよ。料理を用意してくれた人が悲しむでしょ」

「うわーん」と泣きだした海翔を、瑞希が抱き上げた。

　潤一と顔を見合わせる。

　やれやれというお互いの声が聞こえてきそうで、それがおかしくて同時に笑った。

　その時、「ボンジュール」と声をかけられた。

　今はパーティー開始から一時間ほど経っている。

　招待客は二百人ほどいてあらかた挨拶し終えたかと思っていたのだが、瑞希の記憶にない顔なのであとから遅れてやってきた人なのかもしれない。

　日本人の五十代後半に見える男性と、おそらくフランス人の四十代前半に見える男性の二人組だ。

　それぞれ金かね子こ、ブノワと名乗った彼らは、潤一の名をあらかじめ知っていた。

「この前はどうも」と言われ、潤一が「ああ」と思い出していた。

　ひと月ほど前に潤一が国会議員に同行してパリに出張していた時に、フランス側の議員の通訳をしていた人がブノワだという。

「今日は本ほん田だ議員はいらしていないんですか？」とブノワが聞いた。

「ええ。私は秘書ではなく官僚ですので、本田議員とはあの時以来お会いしていません。このパーティーも、仕事とは無関係の個人的な立場で参加しています」

　会話に日本語とフランス語が入り交じる。

　金子が海翔を「可愛いね」と褒めてくれたが、不機嫌のさなかにいる海翔は喜ばない。

　隠れるように、瑞希の胸に顔を埋めてしまった。

（大人の会話が楽しいわけないよね）

「潤一さん、私と海翔は庭で遊んできますね」

「ああ。すまないな」

　もしかするとこれが潤一にとって有益な人脈になるかもしれないとも考え、瑞希は邪魔にならないよう海翔を連れてテラスから庭に出た。

　パステルを塗ったような水色の空と白い雲。

　ピカピカの太陽に、色とりどりの花と緑。

　小さな噴水の飛沫は輝いていた。

　ガーデンテーブルが緑の間に八つほど、配置されている。

　とても素敵なフランス風の庭だが、十四時の今、気温は三十度を超えており外でくつろいでいる人はひとりもいなかった。

（暑いから長時間は無理だけど、ここなら海翔を自由に遊ばせてあげられる）

　海翔は水を得た魚のようにいきいきと走り回り、瑞希もホッと笑顔になる。

「ママ、ダンゴ虫、いりゅ？」

「うーん、どうだろう。探してみようか。お花を踏まないように気をつけてね」

　建物の陰になっている場所にしゃがみ、親子でダンゴ虫探し。

（あーあ、結婚式でも着せたタキシードなのに、土で汚れちゃった。まぁいっか）

　綺麗な格好でパーティーに参加しても、遊び方はいつも通り。

　海翔は無邪気で純粋だ。

（その笑顔、最高！）

　しばらく海翔と遊んでいたら、テラスの方に人の声がした。

　顔だけ振り向けば、先ほど話しかけてきた二人組である。

　金子とブノワがフランス語で会話していた。

「金子さん、布施は使えそうですか？」

「真面目で堅物そうだな。柴しば山やま大臣までの足掛かりにしたかったが、金で動いてはくれなそうだ。どうするか……」

　ふたりは、瑞希が斜め後ろ三メートルほどの近距離にしゃがんでいることを知らない。

　なにかを企んでいそうな会話に、瑞希は聞き耳を立てる。

　どうやら金子はフランスの製薬会社の重役のようだ。

　新薬の日本での認可への道を模索中で、その中に潤一も組み込もうとしているのがわかった。

（柴山って厚生労働大臣だよね。官僚とはいっても外務省の潤一さんは、どうにもできないと思うけど）

　なにを勘違いしているのかという呆れの他に、夫をコマのように使おうとしているふたりに瑞希はムッとした。

　ふたりの背を睨んだら、「布施の奥さんを使うのは？」と話の矛先が自分に向いたので驚く。

「奥さんから頼ませるというのか？」

「ええ。布施は新婚だそうですよ。さっき挨拶した時も、奥さんにぞっこんといった雰囲気でしたよね。大人しく従順そうな可愛い奥さん。まったく羨ましい。私の家内も若い頃はあんな感じだったんですよ。今はすっかり強くなってしまい……」

（えっ、そんな風に見えた？）

　潤一の邪魔をしないように余計な口を挟まなかったのと、不機嫌な海翔の世話を優先させたため、大人しく見えたのかもしれない。

　従順でもないのだが、可愛いと言われて悪い気はしない。

　なにより夫の自分への愛情が他人にも伝わるほどだったことには、嬉しくてニンマリしてしまう。

　けれども、気分はすぐに害される。

　金子がブノワに笑って言った。

「将を射んと欲すれば先ず馬を射よ、ということだな」

「なんですか？」

「日本のことわざだよ。布施は奥さんに弱い。ならばまず奥さんを落とす。そういうことさ」

　瑞希が思いきり顔をしかめたら、地面に集中していた海翔が「いた！」とはしゃいだ声をあげた。

「ママ、ダンゴ虫、いたよ！」

「よく見つけたね。ここのダンゴ虫、おうちに連れて帰れないから見るだけだよ」

（使うとか落とすとか、人をもの扱いしてなんなのよ）

　海翔の声で、金子とブノワが振り向いた。

　瑞希と視線が合うと、マズいと言いたげに驚いていたがそれは一瞬だけ。

　ふたりは瑞希に笑顔で手を振りつつ、声も潜めずに密談する。

「焦る必要はなかった。彼女は日本人だ」

「そうですね。我々のフランス語はわからないでしょう」

　挨拶の際、ブノワも日本語を理解している様子だったので、瑞希は日本語で自己紹介した。

　その後は海翔に構いきりでほとんど会話に参加しなかったため、フランス語が話せないと思われたらしい。

「ママにも、はい。ダンゴ虫、あげりゅ」

「あとでもらうから、ちょっと待ってね。ママ、あの人たちとお話ししてくる。あ、ダンゴ虫、ポケットに入れたら駄目だよ。連れて帰れないと言ったでしょ？」

　笑みを作った瑞希は立ち上がると、テラスの柵越しにふたりと対峙した。

　ブノワがにこやかに日本語で話しかけてくる。

「マダム布施、ここにいらしたんですか。庭の花に紛れてわかりませんでした。マダムの方が花より美しいですけど」

　一般的にフランスの男性は女性を褒めるのに長けている。

　ブノワも例にもれず瑞希を散々褒めちぎり、それから本題を切り出した。

「金子さんが、マダムにお願いがあるそうです。私がお坊ちゃんと遊んでいますので――」

　瑞希はその言葉を遮り、「新薬認可の件ですね？」とフランス語で聞き返した。

　ギョッとした顔のふたりに、瑞希は笑みを崩さずに続ける。

「申し訳ありませんが、ご協力できません。夫は官僚といっても外務省ですので管轄外です。なにより私は馬ではありませんし、落とされたくもありませんので、これで失礼します」

　ふたりが慌ててごまかそうとしていたが、それを無視した瑞希は海翔を連れてその場をあとにした。

　建物内に戻り、潤一を探す。

　主役であるフランス経済連の元会長と談笑していた潤一は、瑞希に気づくとすぐに会話を切り上げてそばに来てくれた。

「海翔の機嫌が直ってるな。ありがとう。あとは俺が見ているから、瑞希はゆっくり食べてくれ」

「はい……」

　瑞希の眉が微かに寄っていることに、潤一が気づいた。

「どうした？」と問いかけたが、瑞希が答える前に勘づいたようだ。

「そういえば、ブノワさんたちも庭に出ていったな。なにか言われたのか？」

　瑞希は顔をしかめて頷く。

「褒めちぎられました。将を射んと欲すれば先ず馬を射よ、ですって」

　それだけの説明で、潤一は瞬時に全てを理解してくれた。

「金子さんの噂は聞いている。新薬認可の件で来日しているという話だったな。なんの力も貸せないが、俺に直接言えばいいものを。巻き込んですまなかった」

「巻き込まれそうになったのは潤一さんの方です。私は大丈夫。はっきりお断りしましたから。私は馬じゃない、と言ってやりました」

　瑞希がおどけて肩をすくめたら、潤一がプッと吹き出した。

「頼もしい妻だ」と肩を抱き額に唇を寄せるから、瑞希の胸が高鳴る。

「おとーしゃん、海翔も！」

　潤一は抱っこをせがむ息子を軽々抱き上げると、小さな額にもキスをする。

　それから再び瑞希の顔に唇を近づけ――。

「潤一さん、待ってください！　ここだと人目が……」

「参加者の半数は欧州からだ。濃いスキンシップは見慣れているだろ」

「そうかもしれませんけど……あっ」

　瑞希の頬にチュッと唇が当たる。

「もうっ……」

　恥ずかしがる妻を、夫が愛しげに見つめていた。










番外編　パリの幸せな家族




　セーヌ川は今日も穏やかに街の中心を流れ、川岸には若者たちが腰を下ろしてお喋りを楽しんでいる。

　威い風ふう堂どう々どうと立つ凱がい旋せん門もんに、そこから続くシャンゼリゼ通りは、今日も車が渋滞だ。

　バラ窓の美しいノートルダム大聖堂には観光客が押し寄せ正面広場はいつも賑やかだが、裏手の公園は静かで、瑞希はベビーカーを押してたまに散歩をしている。

　ここはパリ。

　潤一が大使として在フランス日本国大使館に勤務するようになったのは、海翔が五歳の時で、それから二年ほど一家はパリで暮らしている。

　大使館近くの一軒家。庭は広く、警備員つきという恵まれた住環境で、瑞希は「お帰りなさい」と夫を迎えた。

「ただいま、瑞希」

　今は正午を回ったところで、潤一は昼食をとるために帰宅する。

　瑞希がキッチンへパタパタ駆けていったら、リビングから「オギャー」と声がした。

　急いでリビングに戻れば、潤一がベビーベッドから生後五か月になる娘、帆ほの香かを抱き上げていた。

　潤一がばつの悪そうな顔をする。

「ほっぺを触ったら起こしてしまった」

「もう、寝かしつけたばかりだったのに」

　帆香がまだ瑞希のお腹の中にいる時から、潤一は溺愛していた。

　毎日、瑞希のお腹を撫でて『父親の声を覚えてもらわないと』と声をかけ、胎動を感じれば喜んで無事に生まれてくるようにと祈り……。

　生まれたのはパリの産院で。

　夕方に陣痛が来て、海翔をシッターに預けてから瑞希は産院に行った。

　まだ帰っていなかった潤一に電話したら、すぐに駆けつけてくれてずっと背中や腰をさすって励ましてくれた。

　深夜に産声をあげた帆香に潤一が感動して泣いていたのを、瑞希は思い出していた。

（潤一さんにとって、赤ちゃんの育児は初めて尽くしだもの。構いたくてしょうがない気持ちはわかる。海翔の赤ちゃんの時は存在さえ教えていなかったから、可愛い時期を見せてあげられなかった。申し訳ない）

「お父さん、帆香のよだれがワイシャツにつくよ」

　ソファからそう言ったのは、海翔だ。

　海翔は七歳で小学二年生。

　フランス語の習得のためにと、日本人学校ではなくパリの公立小学校を選んだ。

　そのかいあってか、今は日本語と同じくらいフランス語を話せるようになった。

　学校の成績も優秀で、海翔は頭脳も父親に似たようだ。

　小学校は昼休みが二時間近くあり、海翔もまたランチをとるために自宅に帰ってきていた。

　今日の昼食は蕎麦にした。

　和食の食材は、週末に専門店に行ってまとめ買いしてくる。

　五月はまだ肌寒く、かき揚げをのせた温かい蕎麦ができあがると、瑞希はダイニングテーブルに家族を呼んだ。

　帆香は潤一が寝かしつけてベビーベッドの中に戻されており、三人でテーブルを囲む。

　食べながらの会話は、海翔の学校のこと。

　午前中は理科の授業で、グループで発表した光合成の仕組みがわかりやすいと先生に褒められたらしい。

　海翔は得意げだ。

「そうか。お父さんにも今度教えてくれ」

　潤一が目を細めてそう言うと、海翔は張り切って頷いていた。

　けれどもその後に「友達と遊ぶのも楽しいか？」と問われると、急に顔を曇らせた。

　箸を置いてしまった海翔を瑞希が心配する。

「なにかあったの？」

「ルシアンに、お前とはもう遊ばないと言われた……」

　ルシアンは、海翔が仲良くしている友人のひとりである。

　詳細を尋ねると、口を尖らせて教えてくれた。

　先週日本にいる祖父母から贈り物が届き、海翔は今日それを学校に持っていった。

　それは日本で開発されたという、消せるボールペン。

　熱を加えると透明になるインクが使われており、ペンのお尻でこすれば摩擦熱で書いた文字を消せるという品だ。

　海翔の学校では筆記用具は鉛筆ではなくペンと決められているので、重宝しそうである。

　そのペンを、ルシアンに貸してと言われたらしい。

「ルシアンは体が大きくて力が強いんだ。大事なペンを壊されるかもしれないと思って、貸さなかった。そうしたら――」

　ルシアンが怒って、もう遊ばないと言ったそうだ。

　海翔が泣きそうなのをこらえている。

「一回だけ、貸せばよかったかな。もう、一緒に遊べないかも……」

　夫婦は顔を見合わせた。

　潤一は口角を上げ、瑞希は頷いている。

　ふたりとも、『なんだ、そんなことか』と言いたげだ。

「大丈夫だよ」と瑞希が言い、潤一は息子にアドバイスする。

「学校に戻ったら、ルシアンにこう伝えてごらん。大事なものだから貸せないけど、一緒に遊びたいって」

　海翔はキョトンとしている。

「それだけ？」

「ああ。それだけだよ。問題ない」

　一般的に言われているパリジャンの特徴は、まず自己主張が強いことだろう。

　遠慮や謙遜を美徳とする日本文化とは違う価値観がある。

　その他には、気分屋で時間にルーズ、失敗しても謝らずに誰かのせいにする……といったように困る気質ばかりが強調されがちだが、瑞希と潤一はこの街に住む人の長所もよく知っていた。

　海翔にしたのは、それを踏まえてのアドバイスだ。

「ここはパリだから、大丈夫なんだよ」

　瑞希は微笑んでそう言って、海翔に蕎麦の続きを食べるよう促した。

　そして結果はというと――。

　十六時半、瑞希は帆香を抱っこして海翔を迎えに小学校まで行った。

　門前に着くと、玄関から海翔とルシアンが仲良く話しながら出てくるのが見えた。

「あ、お母さん。もう来てる」

　瑞希を見つけた海翔が嬉しそうに言った。

「僕んちはまだみたい」と、ルシアンが頭の後ろで手を組みのんきな声で言う。

「お母さん、時間通りに迎えに来たことないんだよな。昨日は三十分、待たされた」

「待ってる間、クイズを考えたらいいよ。明日の休み時間に出しっこしよう」

「そうだな。海翔、また明日」

「うん。ルシアン、またね」

　手を振り別れた海翔が、瑞希に腕を絡ませる。

　小学二年生は、まだまだ素直に甘えてくれて可愛い息子である。

「海翔、ルシアンくんと仲直りできたんだね」

「うん。お父さんとお母さんが言った通りだった。僕がペンの話をしようとしたら、『ペン？　ああ、あれね。もういいよ』だって。怒ったこと忘れてたみたい。それでいつも通り一緒に遊んだんだ」

（やっぱりね……）

　パリジャンのいいところは、サッパリした性格だろう。

　前日の喧嘩を翌日まで引きずらない人が多いように思う。

　ましてや子供のルシアンだから、翌日と言わずランチを食べたらペンへの執着はすっかりなくなったというわけだ。

　瑞希はフフッと笑う。

（潤一さん、何時に帰ってくるかな。海翔が寝たあとだったら私から話してあげよう。『やっぱりな』って言うと思うけど）

　抱っこ紐の中の帆香が、クリクリと丸い目で景色を見ている。

「風、涼しくて気持ちいいね」と話しかけると、アブアブと可愛い声をあげてくれた。




　その翌日。

　寝室のベビーベッドでは、帆香が静かな寝息を立てている。

　それを見ながらパジャマ姿の瑞希は、ホッとため息をついた。

　最近なにが悪いのか、ミルクをあげても抱っこしても夜はなかなか寝ついてくれない。

　ぐずって泣くので、一時間抱っこして腕はパンパンだ。

　それでも、つらいとは思わない。

　海翔が赤ちゃんの時は不安に押し潰されそうな夜もあったけれど、夫と一緒に子育てができる今は心穏やかで、安心して育児を楽しむことができていた。

　間接照明が灯る薄暗い寝室に、そっとドアを開ける音がした。

　顔を覗かせ、「寝た？」と問うのは、潤一。

　彼もパジャマ姿である。

「やっと寝てくれました。今日の私はぐったりです」

「いつもありがとう。明日は早く帰れると思うから、寝かしつけは俺がやるよ」

　潤一は今日、エリゼ宮殿に出向いていた。

　エリゼ宮殿とは、フランス大統領官邸である。

　気を張って疲れているはずなのに、潤一はこうしていつも妻を気遣ってくれる。

　潤一が隣に来て、瑞希の肩を抱いた。

　我が子の可愛い寝顔を見ながら、夫婦はヒソヒソと話す。

「潤一さんは帰ってきたらゆっくりしてください。寝かしつけは大変だけどつらくはないです。それよりも今日は他に疲れることがあって――」

　瑞希は週に二、三回働いている。

　外交官時代の知り合いのつてで、パリのとある大学の日本語学科で講師の助手のような仕事を得た。

　金銭的に困らなくても、家にこもっていては社会的な承認欲求が満たされない。

　瑞希には仕事も必要なのだ。

　それで今日は大学に行く日で、帆香をベビーシッターに預ける予定だったのだが――。

「クロエにドタキャンされたんです。今日は天気がいいから恋人とピクニックに行くことにしたって言うんですよ。先月から予約しておいたのに、そんな理由で断るなんて……」

　クロエは二十五歳のフランス人女性で、四か月前から瑞希の仕事の時に来てもらっている。

　明るく楽しい人柄で、赤ちゃんの扱いもうまい。

　いいシッターに巡り会えたと喜んでいたというのに、今後依頼するかどうかを迷ってしまう。

「それでどうしたんだ？」と潤一が聞いた。

「急いでシッターの派遣所に電話して、別の人に来てもらいました」

　初めて会う人に急に預けることには不安があったが、出かける時間が迫っていたのでやむを得ずお願いしたのだ。

「帆香の様子が気になって、仕事に全然集中できなくて――」

　ミルクの分量や時間は守ってくれているだろうか、帆香は泣いていないだろうかと考えていたら、答案の丸つけで採点ミスをしてしまった。

　それだけでなく、学生からレポートの相談を受けている時に、つい自分のことを『お母さんは』と言ってしまい恥ずかしい思いをしたのだ。

　潤一が「大変だったな」と笑いながら言う。

「笑い事じゃないですよ。焦ったり落ち込んだりで、本当に大変な一日だったんですから」

　瑞希が頬を膨らませて文句を言ったら、大きな手に頭をポンポンと叩かれた。

　それからニッと笑った潤一に、指摘される。

「ここはパリだぞ。瑞希が海翔にそう言ったんじゃないか」

「あっ……」

　ルシアンと喧嘩したという海翔に『ここはパリだから、大丈夫なんだよ』と元気づけたのは、つい昨日のことだ。

　それを思い出した途端、シッターにドタキャンされても仕方ないと思えてきた。

（だってパリジェンヌだもの。そういうことよね）

「ベビーシッターはあと三人くらいと契約しておいた方がいい」

　潤一の提案に瑞希は頷いた。

　そうすれば急にキャンセルされても、慌てて別のシッターを探さずに済むからクロエとの契約を打ち切る必要もない。

「話、聞いてもらったらスッキリしました」

　笑顔を向けた瑞希は、夫の瞳に甘い色香が漂っていることに気づく。

「俺はまだスッキリしていない。抱きたいんだが瑞希は疲れているようだし……どうする？　やめるか？」

　選択を妻に任せるようなことを言っておきながら、潤一の口の端はつり上がっている。

　瑞希が今日はやめておくと言わないことがわかっているからだろう。

　疲れていても夫の欲求に応えたいし、求められるのは嬉しいと瑞希は思う。

　潤一の首に腕を回して、その目を見つめた。

「疲れていますよ。ですから癒してください。私も潤一さんを癒します」

　ふたりは唇を重ね、そのままベッドへなだれ込んだ。

「愛してる」

　今まで何度も囁かれた言葉に、瑞希は今日も鼓動を高鳴らせる。

　妻の体を知り尽くしている潤一の手が、絶妙な刺激を与える。

　繋がり合えば、快楽だけでなく幸福感や安心感で満たされた。

「潤一さんと結婚してよかった……」

　乱れる呼吸の合間に無意識に呟けば、潤一に強く抱きしめられた。

　数年前のテーマパークで、自分との結婚を後悔させないと約束した彼。

「なにより嬉しい言葉だ」と答える声が、喜びに震えている。

「これまでもこれからも、瑞希を永遠に愛している」

　愛しい夫から極上の愛をもらいながら、高みに上らされた瑞希であった。




　休日はショッピングの日。

　瑞希は家族四人で、セーヌ川左岸地域にある、『ボン・マルシェ百貨店』を訪れている。

　世界初の近代的百貨店なのだそうで、昔の貴族の館のような外観がなんとも素敵だ。

　生鮮食品も子供服も日常的に必要なものをここだけで揃えられるから、瑞希にとって使い勝手のいいデパートでもある。

「それくらいにしておかないと、クローゼットが閉まらなくなるぞ」

　そう言ったのは、ベビーカーを押している潤一だ。

　ここはベビーブランドのテナントで、帆香の服を選んでいる瑞希に嘆息している。

「お母さん、それで十二着目だよ。先週も別の店で買ったのに」と海翔も呆れていた。

　海翔が持っているカゴの中は、どこで着せるのかというようなドレッシーなワンピースからスポーティーなデザインのものまで、帆香の服で溢れそうになっていた。

「女の子の服って可愛いのがいっぱいあるから、ついつい……」

　笑ってごまかしつつ、「このあと、海翔の服も見にいこうね」とフォローのつもりで言ったのに、父と息子よく似たふたつの顔が揃ってしかめられた。

（妻のショッピングの長さに夫がうんざりするというのはよく聞くけれど、海翔もなんて早すぎない？）

　広い館内をあれこれ見て歩き、あっという間に二時間ほどが経った。

　帆香はベビーカーに乗せるとよく寝てくれる。

　今もスヤスヤと昼寝中である。

「あとは一週間分の食材を買わなくちゃ」

　食品館に向かおうと方向転換した瑞希を、潤一が「おい」と止めた。

「足、どうした？　歩き方がおかしい。痛いのか？」

　指摘の通り、瑞希はひょこひょこと右足を庇うように歩いていた。

　実は新しいパンプスを履いてきたため、靴擦れしたのである。

　言い出せなかったのは、潤一がプレゼントしてくれた靴であったからだ。

「大丈夫です。ちょっと靴擦れしただけですから。食品館を回るくらい平気です」

　強がって笑顔を向けたのに、潤一に「駄目だ」と言われてしまった。

「きゃっ！」

　潤一が瑞希を横抱きに抱え上げる。

「海翔、ベビーカーを押してくれるか？」

「うん、いいよ」

　周囲の人の目を気にして「下ろして」と言う瑞希を無視し、潤一はエスカレーター近くにあったベンチまで移動すると、そこに瑞希を座らせた。

「ここで休んでいてくれ。食品館で買い物を済ませてくる。絆創膏も買ってくるよ」

「すみません……」

　眉尻を下げ、潤一の提案を受け入れる。

「帆香は私が見ていますね」

　そう言ったのに、「起きて泣いたら、抱っこするのも大変だろう。連れていくよ」と気遣われた。

　申し訳ないと思いつつも、頬が綻ぶ。

（こういう優しさって、染みる……）

　潤一が子供ふたりを連れていなくなると、五分と経たないうちに、瑞希に声をかける人が現れた。

「ニーハオ」

　笑顔で目の前に立ったのは、マロンブラウンの髪とグリーンブルーの目をした、二十代前半くらいに見えるフランス人男性だ。

　どうやら瑞希を中国人だと思ったらしい。

「ボンジュール。私は日本人ですよ」と瑞希が話すと、彼が「そうだと思ったんだよ」と調子のいいことを言う。

「日本といえばアニメだよね。あとは富士山？　アジアのどの辺りなのかわからないけど、それだけは知ってるよ」

　そう言われたら、大使の妻としては本国を知ってもらうべく説明したくなる。

　日本の位置や国内の世界遺産に和食、サムライ、浮世絵など、歴史的に有名なものを、携帯電話で検索した画像を見せながら彼に教える。

　気づけば三十分ほどベンチに並んで座り、話し込んでいた。

　そのかいあってか、「日本って素敵な国だね。いつか行ってみたいな」と言わせることに成功した。

「ぜひ。きっと楽しい旅行になりますよ」

　小さな達成感を味わう瑞希が笑顔を向けたら、彼がお尻の位置をずらして距離を詰めてきた。

「ねぇ、連絡先教えてよ。日本に行く時は案内して。君、観光客でしょ？　その代わりに僕がパリを案内するからさ」

　そこまでなら勘違いを指摘するだけなのだが、話が妙な方へ進む。

「ホテルはどこ？　今夜、僕もそこに泊まっていい？」

　瑞希の笑みが固まった。

　異国の地で心細さを感じている女性ツーリストを狙い、情事に持ち込む……彼の目的は最初からそれであったようだ。

（日本について熱く語った自分が馬鹿みたい）

「大学生？　可愛いね。僕、アジアの女性が大好きなんだ。簡単に信じ……いやいや、素直でいい子が多いよね。そうだ、名前を聞いていなかった。僕はケビン。君は？」

　手を握られて鳥肌が立った。

　焦って手を振りほどいたその時、行き交う人の向こうから、「おい！」と声がした。

　買い物袋を肩にかけ片手でベビーカーを押し、もう一方の手で海翔を引っ張るようにして急ぎ足でこっちに向かってくるのは潤一だ。

　瑞希のもとまで戻ってきた彼は、ケビンを睨みながら言う。

「俺の可愛い妻に魅了されたのか？」

「えっ」と慌ててベンチから立ち上がったケビンに、瑞希も言う。

「夫と子供たちです。私は大学生でもツーリストでもないですよ。パリに住んでいますので案内は結構です」

　ケビンは顔を引きつらせて立ち上がると、なにも言わず一目散に逃げ去った。

　潤一から殺気を感じたのかもしれない。

　ふうとため息をついたのは潤一だ。

　帆香は目覚めていて、止まってしまったベビーカーに文句がありそうな泣き声をあげる。

　瑞希は足の痛みも気に留めず、急いで帆香を抱き上げた。

　オムツなどのベビーグッズを入れたバッグを持ってくれていた海翔は、「疲れた」とベンチに腰を下ろし、潤一はまだケビンの去った方を睨んでいる。

「瑞希をひとりにするんじゃなかった」

　そんな夫の様子に、瑞希は目を瞬かせてからクスリとした。

「潤一さん、怒らないで。ここはパリで、彼はパリジャンですもの、仕方ないです」

　パリジャンだからというより、フランス人男性の一般的な特徴として、女性を口説くのがうまい……というのがあるだろう。

『ここはパリだから』

　この数日間、夫婦の間でよく出る言葉に潤一の眉間の皺が解けた。

「そうだな。ここはパリだ」

　夫婦がおかしそうに笑っていると、退屈そうな海翔が不満を言う。

「帰ろうよ。お腹空いたから、クレープ食べながら。近くにクレープの屋台があったよね？」

　フランスは美味しいスイーツで溢れている。

　買い物途中に、マカロンやシュークリームを食べ歩きするのも楽しい。

　海翔のお気に入りはチョコレートと生クリームのクレープだ。

　日本にもクレープ屋はたくさんあるのに、フランスの屋台の方が美味しいと瑞希は思う。

　本場の雰囲気がそう感じさせるのかもしれない。

「それじゃあ、クレープ買って帰ろうか」

　帆香の抱っこを潤一に代わってもらい、瑞希は買ってきてもらった絆創膏を靴擦れの傷に貼った。

　ベビーカーには荷物をのせて瑞希が押す。

　外に出ると、薄雲を被った太陽が柔らかな日差しを届けてくれた。

「カシュカシュ、ククー」

　フランス語で『いないいないばあ』をしてくれるのは海翔で、帆香はアブアブと笑いだす。

（今日もいい休日）

　優しく頼れる夫と可愛いふたりの子供たち。

　この平和な日常に、瑞希は心から幸せを感じるのであった。
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海を翔ける




　心地よい秋風の吹く十月のこと――。

　今日は小堺と真野の結婚式。

　パイプオルガンと讃美歌の流れる都内の教会に潤一は来ている。

　列席者用のベンチ椅子に腰かけた潤一の隣には、海翔と瑞希もいた。

　フランスの小学校は万ばん聖せい節せつというキリスト教の祝日に合わせて二週間の秋休みがあるので、一家は揃って一時帰国することができたのだ。

　一歳十か月になる帆香は、瑞希の実家に預けている。

「真野ちゃん、綺麗」

　指輪交換している新郎新婦を瑞希が目を潤ませて見つめていた。

（確かに綺麗だが、瑞希の方が）

　潤一は自分たちの結婚式を思い返す。

　豊かな緑に包まれた教会は、ドーム型天井に聖人のフレスコ画が描かれ、ステンドグラスからは七色の光が降り注いでいた。

　日本の築年数の浅い教会であったのだが、歴史ある西洋の教会を模もしていて、荘厳な趣も感じられた。

　瑞希が纏っていたのはレースやフリルの少ないＡラインのウエディングドレス。

『子供もいますし、私は若くないので』

　そう言って瑞希が選んだのだが、大正解。

　シンプルさがかえって彼女の聡明さを引き立て、大人っぽく美しい花嫁姿であった。

　生涯の愛を誓い潤一がベールを上げれば、瑞希はすでに涙を溢れさせていた。

　今まで苦しんだ分、喜びや感動が大きいのだろう。

　誓いのキスは『見られている中では恥ずかしいので』という瑞希の希望で、頬にする予定であった。

　けれども涙する瑞希が愛おしくて、潤一は我慢できずに唇にキスしたのだ。

　瑞希は驚いてから羞恥に頬を染めていたが、その後は約束破りを怒らずに、はにかむように微笑んでくれた。

　結婚から六年経っても、やっと瑞希と海翔を手に入れたというあの感動を、潤一は忘れていない。

　それくらい幸せ溢れる結婚式であったのだが、ひとつだけ困ったことが。

　後日、海翔が保育園で、『おとーしゃんとママ、チュッてしたの』と言いふらして回ったのだ。

　先生や他児の保護者にそのことを教えられ、瑞希が潤一に文句を言った。

『送迎の時にすごく恥ずかしい思いをしているんですよ。潤一さんのせいです』

　それもまた潤一にとってはいい思い出として残っていた。

　小堺と真野の結婚式は滞りなく進み、新郎新婦が拍手とフラワーシャワーの中で退場した。

　それでふたりとはお別れではなく、広い白大理石のテラスに移り、写真を撮ったり、歓談したりできるらしい。

　空はよく晴れていて、黄色く紅葉したイチョウの葉の爽やかな香りが鼻をくすぐる。

　潤一たちがテラスに出てしばらく待っていると、新郎新婦が挙式姿のままやってきた。親族と言葉を交わしたあとに、こちらに来てくれる。

「おめでとう。いい式だったな」

　モーニングを着た小堺に潤一は笑みを向けた。

　しかし小堺は疲れたようなため息をつく。

「観念したよ」

　親友の潤一にだけ漏らした本音は、花嫁の耳にも届いてしまったようだ。

　瑞希と会話を弾ませていたはずの真野が、ジロリと横目で小堺を見た。

「なにか言った？」

「なんでもない……」と小堺が真野に背を向ける。

『私には子供を産むタイムリミットがあるのよ』

　そのように真野に強く言われての晴れの日となったのは、小堺から送られてきたメールで知っていた。

（腹をくくって結婚式を楽しめと言っておいたんだがな）

　妻と支え合う日々の喜びや、子供が生まれた時の感動も伝えたが、小堺はまだ自由な独身生活に未練があるようだ。

　しっかりしろという意味を込めて、潤一が小堺の肩を叩き、瑞希は「みんなで写真撮ろう！」と焦ったような笑みを浮かべていた。

　このあと、披露宴は開かず、親族のみの食事会とのことなので、小堺と真野とはこれでお別れである。

　教会をあとにした潤一たちは、帆香を預けている瑞希の実家に帰る前に、合羽かっぱ橋ばしに寄った。

　なぜかというと、海翔がパリの友達にお土産を買いたいと言ったからだ。

　お目当ては食品サンプル。

　ロウで作られた本物そっくりの食品サンプルは、外国人の土産物として人気らしい。

　小学三年生の海翔は、妹の面倒も見てくれるしっかり者に成長したが、友達をあっと驚かせたいという子供らしく可愛い一面もあるようだ。

　食品サンプルの専門店を見つけて中に入ると、それほど広くない店内に、商品がひしめくように陳列されていた。

　てんぷら、寿司、スパゲッティ、カレーライス、うどんにアイスクリーム、等々。

　一体何種類の商品があるのだろうか。何百、いや何千かもしれない。

「すごいな」

　嘆息した潤一に、瑞希もキョロキョロと店内を見回し同調する。

「圧巻ですね」

　できたてのような美味しそうな見た目なのに、食べ物の香りが一切しないというのは、妙な気分でもある。

　海翔は張り切ってお土産選びを始めた。

「このハンバーガー、よくできてるな。でもピザの方が友達は喜ぶかも」

「海翔、日本土産なんだから、和食にしたらどうだ？」

「それもそうだね。お父さん、このラーメン、二千円と書いてあるけど、なんユーロ？」

　しばらく迷って海翔が選んだのは、サラリーマンが昼食にしそうなラーメン、ギョウザ、半チャーハンのセット。

　そこそこいい値段だが、それよりも問題なのは形状である。

　潤一と瑞希は顔を見合わせた。

「無理だよな」

「うーん、私もこれはやめた方がいいと思います」

　ラーメンは、麺が箸で持ち上げられた状態で固まっていた。

　まるで手品のようで面白くはあっても、壊れやすそうに思えた。

　海外の空港は、日本ほど丁寧に荷物を扱ってくれないので、パリの自宅に帰った時に壊れていそうな気がしたのだ。

　お土産をあげたい友達はひとりではないとも言うので、学校に持っていきやすそうなものを選び直すよう、潤一は海翔に話した。

「うん、わかった。大きな箱をいくつも持っていくのは大変だもんね」

　最終的に海翔が決めたのは、お寿司のキーホルダー。

「いいチョイスだ」と潤一が頷けば、海翔が嬉しそうに笑った。




　森尾家に着いたのは十七時を過ぎてからのこと。

　四時間ほどの外出であった。

　帆香は泣きはらした目をしており、よちよちと廊下に出てくると瑞希にしがみついている。置いていかれたことに怒り、かなりご機嫌斜めだ。

「帆香、お留守番ありがとう。ほら、お土産だぞ」

　潤一は、買ってきたウサギのぬいぐるみを娘に渡そうとしたが、「ヤッ！」と払われてしまった。

「帆香、お兄ちゃんと遊ぼう」

　海翔が優しく声をかけても、「うーうー」と不満げな声をあげるばかりで、今は母親でなければ駄目な様子。

　居間に入れば、瑞希の両親がぐったりとソファに寄りかかっていた。

　帆香の世話が相当大変だったと見えて、潤一は申し訳なく思う。

（海翔が二歳になるまで一緒に暮らしてくれた両親だから大丈夫かと思ったんだが、帆香とはビデオ通話での交流しかなかったからな）

「お父さん、お母さん、すみませんでした。次は帆香も連れていきますので」

　潤一が謝れば、目もうつろな両親が言葉なく頷いていた。




　それから一時間半ほどして、なんとか体力を回復させた両親と、潤一一家でテーブルを囲む。

　夕食に出前の寿司を取り、この家でのワイワイと賑やかな食事は久しぶりだ。

「海翔の好きな玉子のお寿司、おばあちゃんの分もあげるよ」

　瑞希の母が海翔に寿司桶おけを差し出そうとしたが、海翔は手を出さない。

「おばあちゃん、僕はもうそんなに玉子ばかり食べないよ。今、一番好きなのは炙あぶりエンガワ。ワサビも抜かなくていいからね」

「ワサビを食べられるようになったの!?」

　箸を落として大袈裟に驚く母に、ビールジョッキをグイとあおった赤ら顔の父が指摘する。

「海翔は成長しているんだ。もう手を引いて歩かなきゃいけないような幼児じゃない」

「それはわかっているわよ」

　箸を取り直した母が少し寂しそうな顔をする。

「海翔、この家に住んでいた時のこと覚えてる？　ばあばって呼んでくれていたんだよ。女の子に間違われるくらい可愛い顔していてね、ほっぺはプニプニ。お腹はポンポコリンで。おもちゃの剣を振り回して元気いっぱいだった。あの壁の傷、海翔がつけたんだよ」

　瑞希の母がテレビ横の壁の低い位置を指さした。

　壁紙が三角に破れてなくなっているが補修しなかったのは『思い出に取っておこう』と父が言ったからだ。

　その思い出が、娘一家が遠いパリで暮らしている間の老夫婦の話題によく上っていたらしい。

　海翔が幼少期の間の可愛いいたずらや失敗談を、懐かしげに語りだした母。

　それに父も加わり盛り上がってしまう。

　気持ちはわかるが、海翔にとっては恥ずかしい過去の出来事で、黙ってしまった。

　瑞希は帆香の食事にかかりっきりなので、潤一はそろそろ止めようかと口を開きかけた。

　けれども先に海翔が言う。

「おじいちゃん、おばあちゃん、僕ね」

「うん。なになに？」

「今でも戦隊ヒーローが好きなんだよ。お母さんと日本のテレビ放送を有料で見てる」

　過去の話をやめてと言うのではなく、孫の成長に寂しさを感じている祖父母に、変わってない部分もあるから安心してと伝えたかったようだ。

「そうか、そうか。じいちゃん、海翔とヒーローごっこは随分やったな」

「あら、おばあちゃんだって。森尾レンジャー、なんて言ってね。家族で円陣組んだこともあったよね」

　今度は戦隊ヒーローの話題が広がり、潤一は隣に座る海翔の頭をよしよしと撫でた。

　祖父母を上手に思い遣ることができる息子に感心していたのだ。

　潤一の気持ちは海翔に伝わったようで、フフと嬉しそうに笑っている。

「おばあちゃん、やっぱり玉子のお寿司ももらうね」と箸を伸ばしたのも、祖父母を喜ばせたいという孫心に違いなかった。




　かつて瑞希と海翔が寝室に使っていた六畳の和室に、布団が三枚ぎちぎちに敷かれている。

　パジャマ姿の瑞希と帆香は一緒の布団で、ぐっすり夢の中だ。

　近くにある潤一のマンションは今は人に貸しており、そこに帰るわけにいかないのでパリに戻るまでは森尾家に泊まらせてもらうことにした。

　潤一も布団に横になっているが、まだ眠れない。

（大使の任期を終え帰国しても、あのマンションは手狭で住めないな。一軒家を建てるか。お父さんお母さんが寂しくないようにこの近くに。いや、いっそのこと同居を提案してもいいかもしれない）

　そのようなことを考えていたら、真ん中の布団で海翔が潤一の方に寝返りを打った。

「お父さん、まだ起きてる？」と小声で話しかけてくる。

「ああ。眠れないのか？」

「敷布団に慣れなくて」

　かつてはこの和室で敷布団を使っていたとはいっても二歳までのことで、その後はベッドで寝起きしている。

　寝づらいと感じても無理はない。

　瑞希と帆香を起こさないよう気をつけつつ、潤一は海翔を連れてリビングに戻った。

　瑞希の両親も二階の寝室に引き揚げたあとで、シーンと静まり返っている。

　電気をつけ、眩しさに目をすがめつつ壁掛け時計を見れば一時であった。

　海翔をソファに座らせ、潤一は台所へ。

　持ってきたのはワインとシャンメリー。つまみのチーズとクラッカーもある。

　隣に腰かけシャンメリーの入ったワイングラスを渡せば、海翔がワクワク顔をした。

「お母さんには内緒だぞ」

　ふたつのワイングラスをカチンと合わせて乾杯する。

　すると海翔が「大人の時間だね」とヒソヒソ言うから、潤一は吹き出しそうになる。

（可愛い息子だ）

「海翔、久しぶりの日本はどうだ？」

「蒸し暑い」

「もう十月だぞ。これで蒸し暑かったら夏はどうする」

　海翔と何気ない会話をしながら、潤一は壁の写真を見ていた。

　このリビングの壁は、潤一一家の写真の展覧会のよう。

　額縁に入れられたたくさんの写真の中では、小さな頃の海翔が泣いたり笑ったり無邪気な姿をとどめていた。

「懐かしいな」

　七五三の晴れ着姿に海水浴の水着姿、誕生日にクリスマスにお正月、なんの記念日でもない公園に行った時のものもある。

　あの時はこうだったと潤一は思い出話を始めたが、海翔はつまらなそうだ。

　過去も大事に思う大人と違い、子供は今と未来に目を向ける……そういうことかもしれない。

「そうだ、お土産の整理をしよっと」

　そう言って海翔が今日買ったばかりの寿司のキーホルダーを持ってきた。

　マグロとサーモンとエビ、イクラの軍艦に河童巻きなど、今日食べた寿司より本物に見える。

　それらが八つソファ前のテーブルに並んだ。

　店員が小分けの紙袋をつけてくれたので、海翔はそれに友達の名前をフランス語で書いていく。

「マグロがルシアン。サーモンがアレクシ、河童巻きはジャンにしようかな」

　時々食卓での話題に上る友人の名前を聞きながら、潤一はワイングラスを揺する。

　男の子が六人続いたあと、海翔が女の子の名前を口にした。

「エビはシャルロットで、イクラは可愛いからアリエルにしよう」

「女の子とも仲がいいのか？」

　潤一は自分が子供の頃、女の子と親しく遊んだことはない。

　それで目を瞬かせて息子に尋ねたら、「うん。学校ではよく話すよ」と海翔がサラリと言った。

　しかも「シャルロットは僕の彼女」と言うから驚かされる。

（聞いてないぞ。瑞希は知っているのか？）

　小学三年生が恋人を作るのは早い気がして潤一はワイングラスをテーブルに戻した。

　海翔が本当のことを話してくれるよう、動揺を隠して「どんな風に付き合っているんだ？」とさりげなく探ってみた。

「毎週水曜日に一緒に食堂でランチを食べてる。僕は家に帰ってゆっくりお母さんのご飯を食べたいんだけど、シャルロットがうるさくて。学校の食堂でしかデートしたことはないよ。この前、シャルロットのお母さんと三人でクラシックバレエを観にいこうと誘われたんだ。でも興味ないから断った。ルシアンと遊んだ方が楽しいし。それで――」

　クラシックバレエを断った海翔はその日、ルシアンとルーブル美術館にエジプト展を観にいったそうだ。

　入館料は子供は無料。

　潤一と瑞希は年間パスポートを持っているので、よく家族で訪れている。

　パリっ子にとってルーブル美術館は日常の遊び場だ。

「そうしたらシャルロットにすごく怒られて、他の女子まで寄ってたかって僕に謝れって言うんだよ。面倒くさいから謝ったけど納得いかない……」

　キーホルダーのエビをいじる海翔は不満げに口を尖らせていた。

　その程度の付き合い方かと潤一はホッとしつつ疑問に思う。

（海翔はシャルロットのことを本当に好きなのか？）

　それで交際に至る経緯を尋ねれば、告白されて嫌いじゃないから『いいよ』と言ってしまったとの話であった。

　シャルロットにベタベタされるのも、クラスメイトの女子たちに『恋人だからもっと一緒に遊んだら？』と言われるのも煩わしく思っているらしい。

（好きではないんだな）

　そう理解した潤一は、もうひとりお土産をあげたいという女の子について尋ねる。

「イクラの軍艦をあげたい女の子はどんな子だ？」

「アリエルはね、絵がすごく上手なんだ！」

　海翔が張り切った声で教えてくれる。

　アリエルの父親が画家で彼女自身も絵を描くのが好きらしい。

　海翔に似顔絵をプレゼントしてくれて、とても嬉しかったそうだ。

　大人しい性格の子で目立たないが、学校の花壇の花が枯れないよう休日に水やりに来るような優しい女の子だという。

「アリエルはね、算数が苦手なんだ。だから僕が時々教えてあげてる。似顔絵はそのお礼としてくれたんだけど――」

　入学前の幼児の頃のように、久しぶりに海翔の言葉が止まらない。

（シャルロットより、アリエルの方が好きなんじゃないのか？）

　息子の楽しそうなお喋りに相槌を打ちつつ、潤一はかつての自分を見ているような気持ちになった。

　京香と婚約して彼女を好きだと思い込み、瑞希を求めていた本心になかなか気づけなかった鈍感な自分と息子が重なって見えた。

（似たもの親子だな）

　教えてあげようかと思ったが、やめておく。

　どちらの子ともあと一年で離ればなれになってしまうからだ。

　潤一の在フランス日本国大使の任期は来年の三月で切れて、その後は家族揃って帰国予定である。

　それは前々から海翔に話してあった。

　すっかりパリに馴染んでいる海翔。帰国すれば仲のいい友達と別れなければならず、日本の学校に慣れるところから新たに始めねばならない。

「海翔、来年の四月から日本だぞ。友達とはお別れだ。嫌か……？」

　申し訳ない思いで問いかけたら、海翔がキーホルダーをいじるのをやめて潤一を見た。

　幼児の頃は丸かった目が、成長するにつれて涼しげな印象に変わってきた。

　瑞希が言うには、潤一にそっくりとのことである。

　その目に寂しそうな色は浮かんでいない。

「嫌じゃないよ。友達とはビデオ通話できるしお別れとも思ってない」と海翔がサラリと言った。

「今は便利な時代だな」

「日本人の友達もほしいから来年が楽しみだよ。世界中に友達ができたらいいよね」

「そうだな」

　潤一はホッとして、前向きな息子に目を細めた。

（心配いらなかったな。親が思うよりずっと逞しく育っているようだ）

　海翔はさらに父親を驚かせる。

「僕ね、お父さんみたいな外交官になりたいと思っていたんだけど、最近もっとやってみたいことができたんだ」

「なに？」

「職業名はわからない。食糧支援や医療、教育。貧しい国の恵まれない子供たちが幸せになれるように、国際援助を調整する人」

　ＷＨＯかユニセフか……世界規模の海翔の夢を聞いて潤一は感心し嬉しく思った。

「応援するぞ」と約束し、それから息子にまだ聞かせていなかったことを教えた。

「海翔の名前はお母さんがつけたんだ。海を翔ける……つまり海を越えて世界を見てほしいという願いを込めて」

「もう海は越えたよ」

　得意げな顔で言った海翔に、潤一が違うと首を横に振る。

「お父さんの仕事でパリ暮らしを経験したことじゃない。海翔が語ってくれた夢、ぜひ実現させてほしい。自分の力で海の向こうに行くんだぞ」

　海翔はそれについて考えているような顔をして、それから「うん！」と頷いた。

「僕の名前、気に入ってるよ。お母さんに感謝しないとね。帆香は誰がつけたの？」

「お父さんとお母さん、ふたりで考えた。帆香の帆は、帆船の意味だ。海翔の名前と同じように日本にとどまらず、自由に船出してほしい。そういう願いが込められている」

「そうなんだ！」

　海翔が嬉しそうな声をあげたら、居間のドアが開いて瑞希が起きてきた。

「こらこら、こんな時間に男ふたりでなにやってんの」

　頬を膨らませて見せた瑞希に、「バレたか」と父子がよく似た顔を見合わせた。

「瑞希もワイン飲まないか？」

「うーん、仕方ない。私も付き合います」

　そう言いつつもハムや枝豆、冷ややっこまで冷蔵庫から出してきて、瑞希は飲み会に参加する気が満々である。

「今晩だけだよ」と言いながら乾杯し、日本での夜更かしを楽しむ三人であった。




【終】










あとがき




　この本をお手に取ってくださいました皆様に深く感謝いたします。

　シークレットベビーものを初めて書きました。

　いかがでしたでしょうか？

　子供の存在を潤一に教えられない切なさを抱えた瑞希。

　重苦しくならないように森尾家を愉快な家族にしてみました。

　円陣を組む森尾レンジャーは、書いていて楽しかったシーンです。

　私には息子がふたりいまして、瑞希ほどではないですが戦隊ヒーローが好きです。特にゴーカイジャーにはまりました。

　この作品を書きながら、幼かった時の長男を懐かしく思い出していました。

　次男はまだ乳児で子育て真っ最中。

　うんしょうんしょと寝返りする次男を家族みんなで「ガンバレガンバレ」と応援しています。

　もう少ししたら海翔のようにイヤイヤ言うのかなと思って書いていました。

　テーマパークで潤一が愛を叫んだシーンもサクサク筆が進んだシーンです。

　できるイケメンにそんなことされたら、自分なら感動するのか逃げたくなるのか……瑞希が羨ましいです。

　番外編は編集が始まってから考えました。

　海翔の成長ぶりをお伝えしたく、父子のほのぼの会話シーンはお気に入りです。

　皆さんにほっこりしていただけたら嬉しいです。

　祖父母を想う孫心。そして密かにモテ男。海翔は将来いい男になりそうな予感がします。

　最後になりましたが、編集担当の内田様、編集協力の植松様、文庫化にご尽力いただいた関係者様、書店様に深くお礼申し上げます。

　表紙を描いてくださった龍本みお様、潤一がかっこよすぎて悶えました。いい表情の瑞希と可愛らしい海翔にも感激です。本当にありがとうございます。

　文庫読者様、ウェブサイト読者様には、平身低頭で感謝を！

　またいつか、ベリーズ文庫で、皆様にお会いできますように……。




藍あい里さとまめ
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